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究
極
の
ク
ラ
ッ
ク
ス

（難
題
）

日
な

―
協
〈〓
専
務
理
事

花

井

陽

光

有
史
以
来
、
営
々
と
し
て
築
き
あ
げ
ら
れ
て
き
た
文
明
と
文
化
。
そ
の

担
い
手
が
人
間
で
あ
る
こ
と
に
疑
い
を
も
つ
も
の
は
誰
も
い
な
い
。
政
治
、

経
済
、
宗
教
、
教
育
、
科
学
、
医
学
、
哲
学
の
み
な
ら
ず
、
民
族
紛
争
、

環
境
破
壊
に
い
た
る
ま
で
一
切
の
担
い
手
は
ま
ち
が
い
な
く
人
間
だ
と
信

じ
て
い
る
。
道
徳
も
、
倫
理
も
法
律
も
そ
の
対
象
は
人
間
で
あ
る
。

果
し
て
本
当
に
そ
う
か
？

あ
ら
た
め
て

「人
間
と
は
」
と
問
え
ば
、
誰
も
が
答
に
窮
す
る
。
人
間

観
は
多
様
に
あ
る
が
答
と
は
程
遠
い
。
多
様
で
不
確
か
な
人
間
観
の
上
に

組
み
た
て
ら
れ
た
知
識
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
、
そ
れ
が
有
史
以
来
の
文
明

・
文

化
で
あ
る
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず

「人
間
と
は
何
か
」
は
学
問
の
発
達
し
た

今
日
に
お
い
て
さ
え
、
不
間
の
問
い
と
な
っ
て
い
る
。
即
ち
、
学
問
の
大

前
提
で
あ
る

「人
間
」
は
、
学
問
成
立
の
た
め
に
不
間
と
す
る
こ
と
を
不

文
律
に
し
て
成
立
し
、
今
だ
に
謎
の
ま
ま
な
の
で
あ
る
。

さ
て
、
そ
れ
で
は
多
様
な
人
間
観
の
持
ち
主
は
誰
だ
ろ
う
？
　
観
と
は

主
観
、
客
観
の
観
で
あ
り
、
見
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
人
間
観

と
は
人
間
に
つ
い
て
の
解
釈
の
仕
方
、
見
方
の
こ
と
で
あ
る
。
と
す
れ
ば

見
る
も
の
、
判
断
す
る
主
体
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
も
う

一
つ

の
謎

「自
己
」
で
あ
る
。
陰

・
陽
剖
判
の
出
発
点
で
あ
り
、
判
断
の
主
体

で
あ
る
自
己
も
ま
た
人
間
同
様
、
謎
の
ま
ま
で
あ
る
。
人
間
と
自
己
、
二

つ
の
答
が
登
場
す
る
時
に
欲
望
世
界

（無
欲
を
は
じ
め
と
す
る
マ
イ
ナ
ス

の
欲
望
も
含
む
）
の
終
り
が
始
ま
る
。
既
に
そ
の
時
が
来
て
い
る
。

昨
年
、
実
施
し
た
正
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
を
集
計
し
た
と
こ
ろ
、
圧
倒
的
に
希

望
の
多
か
っ
た
の
が
治
病
体
験
記
で
す
。
４
月
号
か
ら
の
リ
ニ
ュ
ア
ル
に
と
も

な
い
、
左
記
の
よ
う
な
特
集
記
事
を
企
画
し
、
読
者
の
皆
様
か
ら
広
く
体
験
記

を
募
り
ま
す
。

テ
ー
マ
　
そ
の
１

実
録
―
食
が
癒
す
奇
跡
の
体
験

レ
ポ
ー
ト

（６
月
号

。
１２
月
号
）

原
稿
締
め
切
り
　
第

一
回
、
４
月
１０
日
。
第
二
回
、

１０
月
１０
日
。

募
集
内
容
、
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
に
よ
る
治
病
体
験
談
。
体
験
談
に
は
病

名
、
病
状
、
回
復
期
の
症
状
、
そ
の
間
の
食
事
内
容
、
問
題
点
等
を
四
百
字
詰

原
稿
用
紙
１０
枚
以
内
に
ま
と
め
て
送
っ
て
下
さ
い
。
代
筆
も
歓
迎
し
ま
す
。
写

真
添
付
歓
迎
。
採
用
の
場
合
は
薄
謝
進
呈
い
た
し
ま
す
。

テ
ー
マ
　
そ
の
２

長
寿
の
秘
訣
。

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
で
８０
歳
を
こ
え
る
。
（９
月
号
）

原
稿
締
め
切
り
　
７
月
１０
日

募
集
内
容
　
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク
を
実
践
中
の
８０
歳
を
こ
え
た
男
女
の
体

験
談
。
体
験
談
に
は
生
年
月
日

ｏ
年
令

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク
を
始
め
た
時
期

と
動
機
、
始
め
る
前
と
後
の
病
状
、
体
調
の
変
化
、　
一
日
の
食
事
量
と
回
数
、

好
物
、
食
事
法
以
外
の
日
頃
実
践
し
て
い
る
健
康
法
を
具
体
的
に
。
以
上
を
四

百
字
詰
原
稿
用
紙
十
枚
以
内
に
ま
と
め
て
送

っ
て
下
さ
い
。
ご
家
族
、
お
友
達

の
方
の
代
筆
、
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
い
ず
れ
も
可
で
す
。
写
真
添
付
歓
迎
。
採
用
の

場
合
は
薄
謝
進
呈
致
し
ま
す
。

尚
募
集
に
関
し
ま
し
て
原
稿
は

一
切
返
却
致
し
ま
せ
ん
。
コ
ピ
ー
を
と
っ
て

お
送
り
下
さ
い
。



昨
年
、
十
二
月
二
十
五
日
、
実
行
委

員
長
を
掘
尾
裕
子
さ
ん
に
お
願

い
し

て
、
持
ち
寄
り
料
理
を
主
体
と
し
た
ポ

ト
ラ
ッ
ク
形
式
の
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ

ィ
ー
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
初
め
て
の

試
み
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

３０
名
を
こ
す

料
理
持
参
者
と
リ
マ
・
ク
ッ
キ
ン
グ
の

協
力
で
国
際
色
豊
か
に
在
日
外
国
人
１０

数
名
が
加
わ
り
総
勢

一
〇
〇
名
、
大
満

足
の
ク
リ
ス
マ
ス
で
し
た
。
も
っ
と
も

っ
と
輪
が
広
が
っ
て
い
つ
で
も
ど
こ
で

も
ポ
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る

マ
ク

ロ
ビ
オ
テ

ィ
ッ
ク
パ
ー
テ
ィ
ー
が
で
き
る
と
い
い

で
す
ネ
。

既
に
お
伝
え
し
ま
し
た

『ゼ
ン

・
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
』
は
、
校
正
に
多

大
な
時
間
が
か
か
り
、
延
期
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
い
よ
い
よ
待
望
の
桜
沢
如

一
著
の
新
刊

『道
の
原
理
』
が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
原
文
は
仏

語
で
、
ベ
ル
ギ
ー
在
住
の
安
原
久
雄
氏
の
手
に
よ

っ
て
翻
訳
さ
れ
ま
し
た
。
失

わ
れ
つ
つ
あ
る
日
本
の
役
割
と
使
命
を
、
外
国
の
方
で
も
わ
か
り
や
す
く
説
い

た
好
著
で
す
。
日
本
文
化
の
特
質
を
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
に
よ
り
平
易
に
解

き
明
か
し
現
代
の
若
者
に
も
手
軽
に
理
解
し
え
る
よ
う
書
か
れ
て
い
ま
す
。
入

門
書
向
け
の
本
と
し
て
、
絶
対
お
す
す
め
の

一
冊
で
す
。

『道
の
原
理
―
武
道
が
伝
え
る
日
本
精
神
の
源
流
』

桜
沢
如

一
著

・
安
原
久
雄
訳

・
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
選
集

・
Ｂ
６
版

・
定
価

千
五
百
円

い
よ
い
よ
、
年
に
一
度
の
リ
ニ
ュ
ア
ル
の
時
期
、
４
月
号
か
ら
の
刷
新
内
容

に
ご
期
待
下
さ
い
。

新
企
画
の
一
例
。
イ
ラ
ス
ト
入
リ
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
手
当
法

。
各
地
の

治
療
院
レ
ポ
ー
ト
・
と
じ
込
み
付
録
、
大
森

一
慧
、
食
箋
料
理
カ
ー
ド
集

・
最

高
判
断
カ
ガ
イ
ダ
ン
ス

（不
定
期
）

。
桜
沢
里
真
回
顧
録

・
桜
沢
如

一
異
聞
伝

・
輸
入
食
品
の
危
険
性

・
ベ
ラ
ン
ダ
農
園

・
住
ま
い
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク

・
他
。

本
誌
１
月
号
よ
り
募
集
し
た
セ
ミ
ナ
ー
講
師
、
誌
文
の
集
ま
り
が
少
な
く
、

４
月
開
催
は
講
師
が
み
つ
か
る
ま
で
延
期
致
し
ま
す
。
導
入
編
と
し
て
、
４
月

号
よ
り
最
高
判
断
力
に
つ
い
て
の
直
弟
子
の
方
の
見
解
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た

「最
高
判
断
カ
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
を
連
載
致
し
ま
す
。
引
き
続
き
募
集
は
続
行
し
ま

す
の
で
是
非
、
応
募
下
さ
い
。

◎
　
◎
　
◎

〔お
詫
び
と
訂
正
〕

本
誌
２
月
号
提
言
は
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
理
事

。
村
越
立
典
氏
の
筆
に
よ
る
も
の

で
し
た
が
、
編
集
部
の
ミ
ス
で
村
上
譲
顕
氏
と
表
記
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

謹
し
ん
で
関
係
者
の
方
々
に
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

尚
、
村
越
立
典
氏
に
は
改
め
て
４
月
号
提
言
を
お
願
い
致
し
ま
し
た
。



マクロビオテイック
アース
トリップ

友
の
店
訪
問
記

一
年
中
太
陽
が
照
り
続
け
て
い
る
の
で
は
？
と

思
う
ぐ
ら
い
の
明
る
い
陽
射
し
が
、
ま
ぶ
し
く
輝

が く

Macrobiotic
Earth ttrio
ちきゆうのたび

、
山
陽
道
の
旅
。
短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た

、
友
の
店
３
件
の
駆
け
足
訪
間
記
で
す
。

（Ｃ
Ｉ
協
会

・
佐
藤
）

※
こ
だ
わ
り
は

自
然
農
法
の

うまざと健康をかたる■
―玄米 を熟知する者がなせる技一

そこから生 まれたのが玄米シリーズです。

『玄米クリーム』・群tで酪3貫A'稀震す。
『茎衣釧K貪汗』・ ・ ・ ・λを考たら督リト1]発 pあ

る

『痙衣冽K引陽』0 0 。 ・見翁た藤誉傷澪」し鬼F収
の良い

〒457名古屋市南区呼続元W9-271L105a821-8746



本
屋
さ
ん
は

パ
ン
屋
さ
ん

福
山
城
が
そ
び
え
た
つ
福
山
駅
前
よ
り
車
で
１５

分
の
賑
や
か
な
商
店
街
に
、
広
々
と
し
た
二
階
建

て

（総
坪
数
２
０
０
坪
）
の
本
屋
さ
ん
が
あ
り
ま

し
た
。

右
か
ら
、
奥
さ
ん
の
麻
利
さ
ん
、
あ
す
ろ
文
化
社
の
山
本
さ
ん
、

福
山
市
沼
隅
町
神
勝
寺
副
住
職
の
檀
上
宗
謙
さ
ん

あ
す
ろ
文
化
社
は
文
字
ど
う
り
、
本
屋
さ
ん
だ

っ
た
の
で
す
が
、
よ
く
見
る
と
、
そ
の
大
き
な
建

物
に
は
看
板
が
多
く
付
い
て
い
ま
し
た
。

一
階
に
は
本
業
の
本
屋
さ
ん
の
ほ
か
に
、
入
り

口
に
は
大
人
気
の
、
北
海
道
産
の
小
麦

ハ
ル
ユ
タ

カ
を
使

っ
た
天
然
酵
母
パ
ン
エ
房
と
、
自
然
食
品

販
売

コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
一
一階
に
は
本
と
ビ
デ
オ
、

そ
し
て
、
カ
イ
ロ
プ
ラ
テ
ィ
ッ
ク
治
療
室
と
…
…

多
角
経
営
で
す
。

３
年
前
に
ご
主
人
が
胆
の
う
に
ポ
リ
ー
プ
、
奥

さ
ん
も
肝
臓
に
ポ
リ
ー
プ
と
診
断
さ
れ
、
た
ま
た

ま
大
森
先
生
の
講
演
を
聞
い
て
、
そ
れ
以
来
カ
イ

ロ
プ
ラ
テ
ィ
ッ
ク
と
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク
で
、

働
き
な
が
ら
の
闘
病
中
で
す
。

『自
分
た
ち
が
経
験
し
た
良

い
事
を
そ
の
ま
ま

多
く
の
方
た
ち
に
勧
め
た
い
と
思
い
ま
す
』
と
奥

さ
ん
の
山
本
麻
利
さ
ん
。
こ
こ
で
も
マ
ク
ロ
ビ
オ

テ
ィ
ッ
ク
が
少
し
づ
つ
広
が
り
つ
つ
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。

山
本

さ
ん
頑
張

っ
て
く
だ
さ

い
。

〒
７２‐
広
島
県
福
山
市
新
涯
町
１

‐
２

１
３

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
４
９

１
５
３

１
５
７
７
５

難
脚胸

・　
研

・

助
・配達靱米．野菜

容
売
　
＜

食． 美
珈

輌
¨

断

の

食
産

響一̈∝』

つ
純

室
＜

こ

ｒ
、
教
都

鯛一一娩無

い
ず

翔
農

て

一　
◎
◎

一　
かヽ

ゆ

る

部
部

び

ら

楽
修

】̈
¨̈

◎
◎

町
町

７
神

一

小
賛

島
市

町

市
ロ
ニ
松
柏

子
市

市
若
市

〓
壺

野
オ

川

八
員
員
会
立

都
県
県
県
都

り

京
野
”
島
京

あ

東
二
長
襦
東

ル

本
長
晨
会
立
各

1自萩ル 騒 為
八王子市明神町 2-1-9 電話  (0426)46-3095

李
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蒼な協
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(0426)25-0096
(0262)32-030:
(0262)21-8031
(0242)20-3116
(0125)36-3477

こ樹 す ¬致子.嘲旨句 ′l罰
とLるイト幕へ、こ餐 ま4さ

の,た の
出すゎ理

『予
防
に
勝
る
治
衆
法
ｔ
ｔ
』
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白
壁
蔵
の
街
に

総
木
造
り
の

山
小
屋
風

ず
っ
し
り
と
歴
史
の
重
み
を
背
負
い
、
た
た
ず

む
街
　
倉
敷

駅
よ
り
歩
い
て
僅
か
１０
分
の
所
に
は
、
３
０
０

年
前
の
町
並
み
が
そ
の
ま
ま
残
り
、
白
壁
と
黒
の

貼
り
瓦
の
家
並
が
、
町
全
体
が
そ
の
ま
ま
保
存
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
、
美
術
館
、
考
古
館
、
歴

史
館
と
し
て
ず
ら
っ
と
立
ち
並
び
ま
す
。

そ
の
倉
敷
駅
前
か
ら
車
で
約
２０
分
、

８０
年
前
の

源
平
合
戦

・
藤
戸
古
戦
場
跡
地
す
ぐ
そ
ば
の
古
い

家
屋
敷
が
つ
づ
く
町
の
中
に
ポ
ッ
カ
リ
と
２
階
建

て
の
し
ゃ
れ
た
総
木
造
の
自
然
食
百
科
柿
の
本
が

あ
り
ま
し
た
。
オ
ー
ナ
ー
の
秋
山
さ
ん
ご
夫
妻
は

Ｈ
年
前
に
自
然
安
全
志
向
に
目
覚
め
て
脱
サ
ラ
を

自
然
食
百
科
柿
の
木

柿の木

調理改善。

料理 おいしく。

健康志向。

容器自体にも、
生活提案の工夫がいつぱい。

天 塩

みずしお
1本 =450m2
ポリ。ボトル入り

(天塩150g含有)

〒169東 京都新宿区百人町2丁 目24番 9号 株式会社 天 塩

(プロの秘伝をご家庭へ)

水塩は「液状の天塩」で魂

颯をえらん0おいしさ発見

天塩は健康によいミネラルを
バランスよく含んでいま九

電話 03(3371)1521代 表



行
い
自
然
食
品
店
を
始
め
ま
し
て
、
２
年
前
、
現

在
地
に
総
木
造
の
山
小
屋
風
に
新
築
し
ま
し
た
。

１
階
の
２３
坪
は
食
品

。
雑
貨
の
販
売

コ
ー
ナ

ー
。
２
階
の
２３
坪
は
清
潔
感
あ
ふ
れ
る
料
理
教
室

が
あ
り
、
週
２
回
大
勢
の
生
徒
さ
ん
で
賑
い
ま
す
。

伝
統
の
中
に
気
持
ち
良
く
と
け
こ
む
柿
の
木
さ

ん
１
　
こ
れ
か
ら
も
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
。

〒
７‐０
‐
０‐
岡
山
県
倉
敷
市
藤
戸
町
天
城
２
２
２
１

Ｔ
Ｅ

Ｌ
０

８
６

４

１
２
８

１
８
２

２

７

健
幸
の
森

マ
ク

ロ
ビ
オ
テ
イ
ッ
ク

お
ば
さ
ま

十
七
年
／

吉
備
の
国
、
岡
山
。
こ
こ
は
桃
太
郎
伝
説
の
生

ま
れ
た
ふ
る
さ
と
で
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
せ
い

か
、
″白
桃
″
の
生
産
量
が
際
だ

っ
て
多
い
所
で
す
。

岡
山
駅
か
ら
車
で
２０
分
の
商
店
街
に

″日
本
Ｃ

Ｉ
協
会
普
及
所
″
の
看
板
が
見
え
ま
す
。
オ
ー
ナ

ー
の
野
田
キ
ヌ
さ
ん
は
食
品
販
売
コ
ー
ナ
ー
の
前

で
、
笑
顔

一
杯
で
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
今
年
７０

歳
と
は
と
て
も
思
え
ぬ
は
つ
ら
つ
さ
。

ご
本
人
の
治
病
体
験
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
運
動

も
か
れ
こ
れ
１７
年
、
講
演
会

・
料
理
教
室
と
精
力

的
に
行
い
、
い
ま
で
は
岡
山
県
で
は
、
知
る
人
ぞ

知
る
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
お
ば
さ
ま
。
健
康
相

談
、
人
生
相
談
に
と
活
躍
し
て
い
ま
す
。

『食
べ
る
事
に
偏
り
過
ぎ
る
の
で
は
な
く
、
も

っ

と
精
神
的
な
世
界
を
重
視
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
』
と
言
う
野
田
さ
ん
。
そ
ろ
そ
ろ
新
し
い
人
に

健
幸
の
森

醜

自然農法農産物
●自然農法産米,もち米,雑穀,野菜,果物

天然海産物
●海藻乾物,半生塩乾物

無添加カロエ食品
●調味料,菓子類,ジュース類,漬物

″曇業生責失薇二会
〒031 青森県八戸市根城白山平21-10八戸満 基地内

事務局 株式会社 安保商会
望コ:0178(27)55100D   FA)(口 178(27)1313CD



た
ち
ば
な
や

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
た
い
と
の
事
で
す
が
、
い
つ
ま

で
も
そ
の
力
強
さ
で
若
い
人
に
指
導
を
お
願
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

野
田
さ
ん
―
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

〒
７０２
岡
山
県
岡
山
市
千
鳥
町
５
１
１８

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
８
６

１
６
２

１
０
３
１

２

素
敵
な
保
育
園

青
森
は
冬
の
初
め
、
気
候
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変

化
し
て
い
ま
す
。
吹
雪
の
あ
く
る
日
は
雨
、
次
の

日
は
「雨
返
し
」
と
呼
ば
れ
る
急
令
の
雪
、
余
り
に

も
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
自
然
の
変
化
に
楽
し
み
を
通

り
越
し
て
不
安
な
気
持
ち
を
隠
し
き
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
様
な
環
境
と
共
に

一
昔
前
ま
で
は
自
分
達

の
生
活
す
る
範
囲
は
と
て
も
身
近
な
も
の
で
、
村

単
位
の
共
同
生
活
圏
を
作

っ
て
い
ま
し
た
。
共
通

の
農
作
業
を
し
、
共
通
の
生
活
様
式
を
し
て
い
て
、

う
ま
い
具
合
に

「
ム
レ
」
に
な

っ
て
の
人
間
生
活

が
あ
り
ま
し
た
。
子
供
達
も
そ
の
社
会
の
中
で
は

自
分
の
親
も
他
人
の
親
も
別
け
隔
て
の
な
い
親
で

し
た
。
同
様
に
大
人
側
か
ら
は
自
分
の
子
も
他
人

の
子
も
す
べ
て

「
ム
レ
」
の
中
の
大
切
な
子
供
だ

っ
た
の
で
す
。
食
物
も
自
給
自
足
で
あ

っ
た
の
で

同
じ
様
な
も
の
を
食
し
、
食
物
の
や
り
と
り
も
当

然
の
よ
う
に
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
何
と

も
言
え
な
い
共
通
の
輪

（和
）
が
広
が
り
、
快
適

さ
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
現

代
社
会
は
仕
事
も
別
々
、食
物
、
住
居
環
境
も
別
々

に
な
り
、
共
通
の
体
験
と
そ
れ
を
支
え
る
意
識
が

途
切
れ
、
「
ム
レ
」
の
分
裂
が
生
じ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
様
な
流
れ
の
中
、
子
供
達
が
人
間
と
し
て
育

っ
て
い
く
過
程
に
お
い
て
、
大
切
な
和
の
気
を
造

り
だ
す
こ
と
が
困
難
に
な

っ
て
い
る
様
な
気
が
し

ま
す
。
そ
こ
で
共
通
の
意
識

（
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ

ッ
ク
）
を
持
ち
得
る
よ
う
な
場
造
り
が
必
要
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
で
、
そ
の
様
な
場

造

り

を
実

践

し
、
現
代

社

会

を

支

え

る
為

の
」岬
わ
じ
重
視
の
躾
や
知
育
教
育
で
な
く
、す
べ
て
の
生

お待たせしました

VHSカ ラー

●百年祭 第一部

百年祭ビデオ完成 ::

3巻セッ ト
No lオ ープニング 特別記念講演
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●百年祭 祝賀会
●ナチュラルフィエスタ'93
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10,000円 (税込 )
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3,000円 (税込)78分
1,500円 (税込)88分
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巻
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命
と
快
適
に
暮
ら
せ
る

人
間
性
回
帰
の
場
造
り

を
目
指
し
て
い
る
私
の

友
人
の
田
口
満
氏
が
園

長
を
勤
め
て
い
る

「
ま

き
ば
保
育
園
」
を
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
き
ば
保
育
園
は
青

森
の
八
甲
田
山
麓
の
北

に
あ
り
１
５
０
０
０
坪

の
敷
地
を
も
つ
牧
場
で

あ

っ
た
と
こ
ろ
を
１４
年

前
に
子
供
達
の
為
に
保

育
園
に
し
ま
し
た
。
園

地
の
南
側
に
は
緑
が
広

が
り
、
そ
の
先
は
原
野

へ
と
続
き
、
と
て
も
良

い
環
境

で
す
。
ま

た

広
々
と
し
た
園
庭
内
に

は
、
給
食
で
食
べ
る
た

め
に
園
児
達
が
野
菜
作

り
し
て
い
る
畑
や
収
穫

の
手
伝

い
も
出
来

る

数
々
の
果
物
や
栗
等
の

木
々
の
畑
、
牛
の
放
牧

場
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

Macrobiotlc
B00ks

豚 如導

定価 1,100円
(本体 1,068円 )

〒 310

日本 CI協会

目
次
よ
り

千
二
百
年
前
の
Ｐ
Ｕ
の
同
志
〓
一百
五
十
戒
の
行

ハ
ジ
メ
あ
る
モ
ノ
に
オ
ワ
リ
あ
り
一痛
烈
な
自
己
批
判

印
度
哲
学
修
行
一十
二
年
間
の
独
学

紙
１
枚
で
お
ど
り
上
が
る
ヨ
ロ
コ
三
伝
教
の
足
跡
一他

伝
教
大
師
最
澄
の
生
涯
を

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ッ
ク
の
視
点
か
ら

大
胆
に
解
釈
し
た
意
欲
作
、
お
よ
び

母
体
と
胎
児
の
関
係
を

人
類
発
生
学
を
も
と
に
し
て

詳
し
く
説
い
た
代
表
作
を
　
　
　
　
　
　
　
己

年
前
の
凱

一自
由
人



う
さ
ぎ
や
に
わ
と
り
、
馬
、
七
面
鳥
や
孔
雀
等
も

い
て
園
児
達
は
、
こ
れ
ら
の
動
物
達
の
食
事
や
掃

除
な
ど
の
世
話
を
楽
し
み
、
音
の
自
然
生
活
を
思

わ
せ
る
よ
う
な
光
景
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
子
供
達
は
裸
足
で
草
の
上
を
駆
け
回
り
、
ど

ろ
ん
こ
遊
び
を
し
た
り
、
外
で
の
食
事
を
し
た
り

と
、
外
に
出
る
機
会
を
と
て
も
多
く
し
、
自
然
の

リ
ズ
ム
を
体
得
さ
せ
、
毎
日
の
ふ
き
掃
除
な
ど
生

活
に
根
ざ
し
た
運
動
と
適
切
な
リ
ズ
ム
運
動
に
よ

る
体
造
り
を
し
て
い
ま
す
。
「
子
供
は
社
会

（親
）

を
写
す
鏡
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
現
代
の
社

会
環
境
を
作
り
出
し
て
い
る
大
人
、
親
の
意
識
の

在
り
方
を
敏
感
に
受
け
て
育

っ
て
い
る
の
が
子
供

な
の
で
、
ま
さ
し
く
そ
の
通
り
だ
と
実
感
致
し
ま

す
。
子
供
教
育
と
親
の
意
識
教
育
、
保
育
園
に
あ

っ
て
は
保
母
の
感
性
や
環
境
が
そ
の
ま
ま
子
供
達

に
伝
わ
っ
て
行
く
様
子
が
と
て
も
よ
く
分
か
り
ま

す
。
社
会
や
親
が
出
し
て
い
る
信
号
を
直
感
的
に

受
け
取
り
、
そ
れ
を
素
直
に
発
し
て
い
る
だ
け
に

過
ぎ
な
い
、
子
供
達
か
ら
発
信
さ
れ
て
い
る
信
号

を
私
達
は
正
し
く
受
け
取
り
、
そ
こ
か
ら
学
ば
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
良
い
影
響
を
子

供
に
返
し
て
い
け
る
様
な
親
と
な
り
、
よ
り
良
い

社
会
を
つ
く
る
た
め
に
も
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク

の
食
事
や
考
え
方
が
大
事
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
き
ば
保
育
園
が
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク
の
食
事

お 願 い

さる 2月 4日 午後 11時頃、二重県志摩郡在住の陶芸家榎本合歓宅が漏

電による火災のため全焼致 しました。大切な作品や、住所録等がすべて焼

失 したということです。当面の生活については地元のがたのご支援もあり

大丈夫だそうですが、財産すべてを失っては、仕事もできません。会員の

皆様に、少 しでも義援金による支援をお願いする次第であります。義援金

の送 り先。〒517-02 三重県志摩郡磯部町三ヶ所 814 榎本合歓

805994-7-4124



法
を
給
食
に
取
り
入
れ
て
２
年
余
り
に
な
り
ま
す

が
従
来
の
保
育
内
容
に
食
事
内
容
が
加
わ
り
数
々

の
成
果
が
上
が

っ
て
い
ま
す
。
入
園
し
て
く
る
、

ほ
と
ん
ど
の
子
供
達
が
と
て
も
健
や
か
な
方
向
に

向
か
い
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
や
自
閉
症
等
病
気

が
ち
の
子
供
達
が
回
復
し
て
行
く
姿
に
は
感
動
さ

せ
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
こ
と
に
気
づ
き
は
じ
め
た
保
母

さ
ん
や
父
母
の
間
に
も
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の

輪
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
、
実
の
場
を
作
り
出
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
子
供
の
精
神
と
体
の
バ
ラ

ン
ス
が
整

っ
て
行
き
、
そ
れ
が
親
や
社
会
の
バ
ラ

ン
ス
も
整
え
て
行
く
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
社
会
の
縮
図
で
あ
る
、
あ
る
が
ま
ま

の
子
供
達
を
見
る
こ
と
は
、
そ
こ
か
ら
社
会
の
間

題
点
を
う
つ
し
だ
し
よ
り
良
い
社
会
を
つ
く
る
た

め
に
も
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
食
事
や
考
え
方

が
大
事
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
き
ば
保
育
園
が

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク
の
食
事
法
を
給
食
に
取
り

入
れ
て
２
年
余
り
に
な
り
ま
す
が
従
来
の
保
育
内

容
に
食
事
内
容
が
加
わ
り
数
々
の
成
果
が
上
が

っ

て
い
ま
す
。
入
園
し
て
く
る
、
ほ
と
ん
ど
の
子
供

達
が
と
て
も
健
や
か
な
方
向
に
向
か
い
、
ア
ト
ピ

ー
性
皮
膚
炎
や
自
閉
症
等
病
気
が
ち
の
子
供
達
が

回
復
し
て
行
く
姿
に
は
感
動
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク
の
勉
強
会
、

泄
堺
の
指
導
原
理
と
し
て
の

「道
」
を
、
わ
か
り
や
す
く

説
い
た
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ッ
ク

入
門
書
。

日
本
人
の
深
層
に
ね
む
る

日
本
的
精
神
を
呼
び
さ
ま
し
、

夢
と
希
望
と
使
命
の

存
り
処
を
さ
し
示
す
。

マ
ク
ロ
ビ
オ
ア
ィ
ッ
ク
で
解
き
明
か
す

タ

　

オ原
理

武
道
が
伝
え
る
日
本
精
神
の
源
流

桜
沢
如

一
選
集

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク

ブ
ッ
ク
ス

定
価

一
五
〇
〇
円
（税
込
）

近
日
発
売
Ｈ



料
理
講
習
会
、
ポ
ト
ラ
ッ
ク
パ
ー
テ
ィ
ー
を
企
画

実
施
し
て
き
ま
し
た
。
昨
年
暮
れ
の
マ
ク
ロ
ビ
オ

テ
ィ
ッ
ク
餅

つ
き
ポ
ト
ラ
ッ
ク
パ
ー
テ
ィ
ー
は
９０

名
の
参
加
人
数
、

４０
種
の
料
理
が
集
ま
り
、
と
て

も
楽
し
い
時
が
実
現
出
来
ま
し
た
。
田
口
園
長
は

こ
れ
か
ら
ど
の
様
な
事
を
行

っ
て
行
こ
う
か
と
、

楽
し
み
で

一
杯
と
い
う
感
じ
で
す
。
保
育
の
現
場

を
通
し
て
全
国
の
皆
さ
ん
と
も
繋
が
り
を
持
ち
な

が
ら
よ
り
良
い
方
向

へ
社
会
が
変
わ
っ
て
行
く
こ

と
が
実
現
出
来
れ
ば
と
願

っ
て
い
る
、
と
て
も
素

敵
な
保
育
園
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

正
食
運
動
は

こ
れ
か
ら
Ｈ

昭
和
４‐
年
８
月

当
時
私
は
電
力
会
社
の
技
術
職
員
２９
歳
で
し

た
。
時
あ
た
か
も
日
本
経
済
高
度
成
長
期
の
さ
な

か
で
大
変
忙
し
い
毎
日
で
し
た
。
丁
度
、
大
仕
事

の
区
切
り
を
つ
け
た
翌
日
外
勤
先
で
激
し
い
腹
痛

に
見
舞
わ
れ
、
そ
れ
か
ら
４０
日
間
夜
も
昼
も
な
く

痛
み
通
し
で
、
屯
服
の
大
量
連
用
で
や
っ
と
痛
み

を
お
さ
え
て
も
ら

っ
た
も
の
で
し
た
。
途
中
、
大

学
病
院
で
精
密
検
査
を
し
た
が
、
原
因
不
明
、
私

の
訴
え
か
ら
推
し
て
十
二
指
腸
カ
イ
ヨ
ウ
ら
し
い

と
云
う
だ
け
で
し
た
。
「早
速
入
院
し
て
カ
イ
ヨ
ウ

治
療
の
注
射
を
す
る
」
と
云
う
か
ら
、
「少
し
待

っ

て
く
れ
」
と
い
う
こ
と
で
、
会
社
の
診
療
室
の
先

生
に
相
談
の
上
前
出
の
屯
服
大
量
連
用
で
痛
み
だ

け
は
止
め
て
も
ら

っ
て
急
場
を
し
の
い
だ
の
で

す
。
初
め
の

一
週
間
会
社
を
休
ん
で
床
に
つ
く
ほ

ど
で
な
い
か
ら
本
屋
ア
サ
リ
を
し
て
い
て
、
牛
尾

盛
保
先
生
の
著
書

『菜
食
の
す
す
め
』
に
出
合
い
、

早
速
そ
れ
ま
で
の
肉
食
礼
賛
か
ら
１
０
０
％
菜
食

に
切
替
え
て

一
年
間
実
践
し
た
と
こ
ろ
自
然
に
腹

痛
が
消
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
菜
食
の
ス
バ
ラ
シ

さ
に
感
動
し
た
の
で
す
が
、
牛
尾
先
生
は
そ
の
著

書
の
中
で
玄
米
食
に
つ
い
て
は

一
言
も
ふ
れ
て
お

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
白
米
で
や
っ
て
い
ま

し
た
の
で
そ
の
効
用
も
少
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

そ
の
後
昭
和
４４
年
に
結
婚
、
男
子
２
児
を
も
う

け
た
と
こ
ろ
で
私
の
菜
食
生
活
も
だ
ん
だ
ん
崩
れ

だ
し
ま
し
た
。
以
前
の
よ
う
に
肉
食
に
戻

っ
て
い

っ
た
と
こ
ろ
で
又
胃
腸
の
具
合
が
悪
く
な
り
、
仕

事
に
も
熱
が
入
ら
な
く
、
会
社
内
で
ト
ラ
ブ
ル
を

起
し
退
職
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
が
昭
和
５‐
年
の

こ
と
で
し
た
。

昭
和
５‐
年
３
月

退
職
と
同
時
に
か
ね
て
よ
り
関
心
の
深
か
っ
た

自
然
食
品
店
を
開
業
、
桜
沢
先
生
の

『新
食
養
療

法
』
に
出
合
い
ま
し
た
。
夢
中
で
読
ん
で
ゆ
く
と
、

今
ま
で
の
自
分
の
生
活
態
度
が
全
く
誤
り
で
あ
る

こ
と
が
分

っ
て
き
ま
し
た
。
私
は
父
を
胃
ガ
ン
で

な
く
し
て
い
ま
す
の
で
ガ
ン
が
恐
く
て
恐
く
て
た

ま
り
ま
せ
ん
。
ガ
ン
の
予
防
治
療
に
関
す
る
情
報

に
は
大
変
敏
感
で
し
た
が
、
正
食
を
知
る
に
い
た

っ
て
全
く
そ
の
恐
怖
か
ら
解
放
さ
れ
ま
し
た
。
と

に
か
く
健
康
で
幸
福
な
生
活
を
送
る
に
は

『正
食

生
活
』
し
か
な
い
と
悟
り
、
家
族
全
員
が
玄
米
食

を
実
践
し
始
め
ま
し
た
。
胃
腸
の
不
調
は
完
全
に

消
え
、
男
の
子
供
２
人
の
ア
ト
ピ
ー
性
諸
症
状
も

一
年
余
り
で
な
く
な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
あ
る
日
３
人
目
の
懐
妊
が
わ
か
り
ま
し

た
。
桜
沢
先
生
の

『人
生
読
本
』
の
通
り
に
や
れ

と
、
妻
に
動
物
性

一
切
の
食
事
を
排
し
、
食
事
の

量
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
し
て
、
体
を
よ
く
動
か

せ
と
い
う
よ
う
に
自
然
の
生
活
態
度
を
実
践
さ
せ

ま
し
た
。

昭
和
５４
年
９
月

自
宅
分
娩
す
る
こ
と
に
し
、
産
婆
さ
ん
を
探
し

て
無
事
出
産
。生
れ
た
の
は
女
子
で
大
変
元
気
で
、

胎
脂
も
ほ
と
ん
ど
付
着
し
て
な
く
て
き
れ
い
で
し

た
。
桜
沢
里
真
先
生
の
お
名
前
を
無
断
拝
借
し
「里



真
」
と
命
名
、
店
の
看
板
娘
よ
ろ
し
く
、
玄
米
食

の
宣
伝
に
活
用
し
、
そ
の
甲
斐
あ

っ
て
か
業
績
急

上
昇
し
、
や
っ
と
正
業
で
生
計
を
維
持
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
間
、
妻
は
店
番

私
は
土
方
、
電
工
等
他
方
面
よ
り
収
入
を
考
え
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

昭
和
５７
年
秋

こ
れ
か
ら
は
も

っ
と
深
く
正
食
の
勉
強
を
し
な

く
て
は
お
客
様
の
指
導
に
事
欠
く
と
い
う
こ
と

で
、
幸
い
京
都
で

『正
食
医
学
講
座
』
が
開
催
さ

れ
る
の
で
受
講
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
大
森

先
生
の
講
義
で

『純
正
菜
食
』
が
基
本
で
あ
る
こ

と
を
深
く
認
識
い
た
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
実
践

し
て
い
る
菜
食
が
完
全
な
も
の
で
あ
る
の
か
と
い

う
不
安
が
多
少

つ
き
ま
と
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ

の
不
安
が
ふ
き
と
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

純
正
菜
食
実
践
が
１４
年
余
、
現
在
に
い
た
り
ま

す
が
、
そ
の
間
事
業
の
面
で
、
農
産
物

（と
り
わ

け
生
鮮
野
菜
）
が
貧
弱
で
、
仕
入
先
も
少
な
く
不

安
定
で
あ

っ
た
の
で
、
や
む
な
く
百
姓
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
自
家
栽
培
の
無
農
薬
野
菜
を
目

玉
に
正
食
普
及
に
ま
い
進
し
て
来
ま
し
た
。
土
地

柄
Ｃ
Ｉ
協
会
と
も
遠
隔
地
で
あ
り
、
私
も
農
作
業

で
忙
し
い
た
め
正
食
普
及
の
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
ず

心
苦
し
い
日
々
を
送

っ
て
き
ま
し
た
。
２
年
前
か

ら
野
菜
の
生
産
は
契
約
栽
培
か
仕
入
に
ウ
エ
イ
ト

を
置
き
、
自
家
生
産
を
減
ら
し
ま
し
た
。
次
男
が

成
人
し
ス
タ
ッ
フ
に
加
わ
り
ま
し
た
の
で
私
も
多

少
時
間
の
余
裕
が
出
て
来
ま
し
た
。
「本
格
的
に
正

食
運
動
に
打
ち
込
む
時
が
来
た
」
と
新
春
の
心
構

え
に
い
た
し
ま
し
た
。

正
食
の
普
及
は
心
に
余
裕
を
も
っ
て
臨
ま
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
事
業
の
都
合
を
他
人

に
押
し
つ
け
て
は
拒
絶
さ
れ
る
こ
と
が
経
験
か
ら

身
に
つ
き
ま
し
た
。
私
共
の
生
活
態
度
を
整
え
、

そ
の
機
を
待
つ
の
が
遠
く
て
も
近
道
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

Ｃ
Ｉ
協
会
の
ご
助
力
で
是
非
と
も
活
動
拠
点
と

し
て
成
長
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
６
年
１
月



ア
メ
リ
カ
無
法

滞
在
記
０

■
月
７
日

（金
）

手
紙
な
し
。
篠
原
シ
ー
ル
よ
り
紹
介
さ
れ
た
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
西
岡
さ
ん
に
手
紙
を
書
い
た
。

■
月
８
日

（土
）

今
日
も

一
通
の
手
紙
も
な
し
。

■
月
９
日

（日
）

一
日
読
書
。
霧
が
深
か
っ
た
。
午
後
ジ
ョ
ー
ン

ズ
氏
が
娘
を
連
れ
て
来
訪
す
る
。
ま
た
、
夕
方
に

キ
ャ
レ
ル
氏
来
訪
。

■
月
１０
日

（月
）

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
ミ
チ
オ
と
ア
ベ
リ
ー
ヌ
か
ら

手
紙
が
来
た
。
非
常
に
う
れ
し
か
っ
た
。
彼
ら
は

私
の
渡
米
を
喜
ん
で
く
れ
て
、
ア
ベ
リ
ー
ヌ
の
ア

パ
ー
ト
に
私
の
部
屋
を
と
っ
て
お
く
と
の
こ
と
。

ブ
ラ
ウ
ン
さ
ん
の
午
後
の
料
理
は
と
て
も
う
ま

か
っ
た
。
別
れ
た
時
に
ジ
ャ
ル
メ
ン
か
ら
も
ら

っ

た
日
本
の
財
布
を
あ
げ
た
。
と
て
も
喜
ん
だ
。
こ

の
夜
は
キ
ャ
レ
ル
氏
宅
に
泊
め
て
も
ら
う
。
明
日

汽
車
に
乗
る
の
で
は
、
こ
こ
か
ら
で
は
遠
す
ぎ
る

か
ら
、
プ
ラ
ウ
ン
さ
ん
に
い
ろ
い
ろ
お
世
話
に
な

っ
た
。

１１
月
■
日

（火
）

朝
四
時
三
〇
分
起
床
。
外
は
真
暗
だ
。
台
所
で

朝
食
を
い
た
だ
い
て
、
自
動
車
で
ロ
ー
ズ
ビ
ル
ま

で
送
っ
て
も
ら
う
。
そ
こ
で
バ
ス
を
待
っ
た
が
、

バ
ス
の
中
は
大
変
寒
く
、
ゼ
イ
ン
ス
ビ
ル
ヘ
行
く

途
中
夜
が
明
け
て
く
る
。
ま
る
で
東
京
の
冬
の
様

に
寒
い
。
ロ
ー
ズ
ビ
ル
で
は
工
場
へ
で
も
働
き
に

行
く
人
ら
し
い
、
弁
当
を
持
っ
た
人
達
が
ち
ら
ほ

ら
街
の
中
を
歩
い
て
い
た
。
そ
の
弁
当
は
、
サ
ン

ド
イ
ッ
チ
、
ミ
ル
ク
パ
イ
な
ど
を
、
紙
袋
か
金
物

の
箱
に
つ
め
た
も
の
。
老
人
が
多
い
。
九
時
ち
ょ

っ
と
す
ぎ
に
コ
シ
ャ
ク
ト
ン
に
着
い
た
。古
び
た
、

落
ち
着
き
の
あ
る
街
並
み
で
あ
っ
た
。
汽
車
の
駅

に
は
改
札
口
も
な
け
れ
ば
、
も
ち
ろ
ん
事
務
所
な

ど
も
な
い
。
こ
れ
が
ア
メ
リ
カ
か
と
思
っ
た
。
日

本
の
片
田
舎
よ
り
人
が
少
な
い
の
だ
と
思
っ
た
。

予
定
よ
り
三
〇
分
遅
れ
て
列
車
到
着
。
そ
れ
で

も
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
に
は
予
定
ど
お
り
着
い
た
。
ピ

ッ
ツ
バ
ー
グ
で
下
車
し
て
Ｙ
Ｍ
Ｃ
に
泊
ま
る
つ
も

り
で
た
ず
ね
る
。
宿
泊
の
受
付
は
四
時
か
ら
と
か

で
、
散
髪
屋
に
行
っ
て
散
髪
す
る
。
代
金

一
ド
ル

二
五
セ
ン
ト
、
そ
し
て
宿
泊
料
は
ニ
ド
ル
二
五
セ

ン
ト
だ
か
ら
、
散
髪
代
の
な
ん
と
高
い
こ
と
か
。

つ
ま
り
労
働
力
は
非
常
に
高
い
と
い
う
こ
と
が
分

か

っ
た
。

宿
を
と

っ
て
か
ら
夜
町
に
出
て
、
映
画
館
に
入

り
、
「娼
婦

マ
ノ
ン
」
を
見
た
。

■
月
１２
日

（水
）

加
熱
炉
の
製
造
工
場
を
見
学

（こ
れ
は
私
に
招

待
状
を
送

っ
て
く
れ
た
工
場
の

一
つ
で
、
そ
の
よ

う
な
招
待
状
を
十
力
所
そ
ろ
え
て
ア
メ
リ
カ
渡
航

ビ
ザ
を
も
ら

っ
た
の
で
、
私
の
父
の
工
場
の
計
画

の
参
考
に
も
な
る
と
考
え
て
見
学
し
た
わ
け
）
。

こ
の
工
場
、
小
さ
い
が
よ
く
ま
と
ま
っ
た
、
能

率
の
よ
い
工
場
と
思

っ
た
。

■
月
１３
日

（木
）

昼
間
は
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
、
科
学
博
物
館
、
動

物
園
な
ど
を
見
る
。
夜

一
〇
時
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

に
向
け
て
出
発
し
た
。

●
ヘ
ル
マ
ン
ｏ
相
原
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

一
九
二
〇
年
佐
賀
県
に
生
ま
れ
る
。

一
九
四
二
年
早
稲
田
大
学
工
学
部
機
械
科
卒
業
。
在
学
中

桜
沢
如

一
の
講
演
を
聞
き
陰
陽
観
に
い
た
く
惹
か
れ
る
。

戦
後
桜
沢
の
Ｍ
Ｉ
塾
に
学
び
マ
ク
ロ
ピ
オ
テ
イ
ッ
ク
の
宣

布
の
た
め
渡
米
。　
一
九
五
二
～

一
九
六

一
年
久
司
道
夫
と

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
マ
ク
ロ
ピ
オ
テ
イ
ッ
ク
財
団
を
設
立
そ

の
長
と
な
る
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
移
動
後
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｆ
財

団
長
。

英
文
著
書
多
数
、
月
刊
〓
●ｏ●ｏげ
”３
８

弓
ａ
ミ
刊
行
。
欧
州

に
も
し
ば
し
ば
講
演
旅
行
す
。



ιゅん

旬を愛 でる
繊細で豊かな自然に恵まれた国、日本。移 り

ゆ〈季節ごとに収穫される旬の素材。それら

を巧教に組み合わせ、ていねいに調理されて

日本料理が生まれます。

器にも盛 り付けにも季節感を込め、文化にま

で高めた先進性は世界中から注目を集めてい

ます。

自然を慈 し教、自然の偉大さを知 り、それを

文化にまで育てる心をムソーも大切にしたい

と思っています。

囲 L・y―満 J害 社 奎京撃 馨蔀麟八雪TTξ鷲 見

お音『屋に

飾って

みませんか

作品は肉筆の為、墨色、文字の大きさなと写真とは

多少の違いがありますので Fめ御了承下さい

尚 額及び裏打ち (う らうち)は してありません

作品のみ、お送りすることになります
写真の書が気に入られた方は

葉書にて下記にお申し込み下さいませ

申込先 〒093(北海道)網走市南 4西 3

小 林 和 子

字
筆

さ
色
数
段
家

き

文
肉
大
墨
点
値
書

「天 命」天から与えられた人の宿命
印刷ではありません

半折 (はんせつ)約35C m× 135C m
淡 墨
8点のみ
4万円 繊鉾}等合)

蔵 和 (〈 らわ)1949年生まれ
二松学舎大学卒・書道専攻・書歴34年



桜沢如一生誕百年特別企画第二弾/

キスト付〉 定価22,000円 雉 円
aカ ラー

ック料理の第一人者・ 桜沢里真が 、あ

にを贈 ります。

)ヽ ら、すぐに役立つお料理を選りすぐってご紹介。

塁び方。調理法。毎日のおかずからおもてなし料
?ク ロビオテノックl・I理 をでいぬいに指道^クロビオテ ィック料理 をて いねいに指導 。

門・玄米とおかず(60分)           |
ヒの話◎野菜の選び方・用い方           |
まん◎ごま塩◎さんぴら◎鉄火みそ◎ひじき蓮根◎み |

とりもどす食養料理(50分 )

)薬局
″

◎素材の効用◎古来の健康食◎塩の大切 さ

米クリーム◎′
Jヽ豆南瓜◎蓮根の煮 じめ◎自然薯の硝'リ ーム◎′
Jヽ豆南瓜◎蓮根の煮 じめ◎自然薯の磯揚げ◎

.S、 ろ,S、 きと大根おろし◎ くず湯 と梅生番茶…など

5こ ばれる食養料理 (47分 )

世界共通◎楽 しいパリエーシ ョン

〕はぎ0コーフかつ0八珍百魔0)ズ クロケ、ットのコー

の し._狂畢lプ:三:ダ轡 ll´隻:』彊́
か γ l

を

定価28,000円
(特別価格 )

(税込)送料800円

桜沢如一の思想と生涯 定価9,000円 鶉 円

●マクロビオテイック運

動の創始者 。桜 沢如一

(1893～ 1966)の 軌跡をた

どる映像作品。300冊 を超

える著作、内外の人々の
・証言、そして桜沢が生き

た時代の激動の社会背景

を物語る、貴重な映像資

料によつて構成。

∨HS・ Betaカ ラー

矢口ら

日本CI協会

容 03‐ 3469‐7631

お問い合わせ・ お申 し込みは リマプロジェクトは桜沢如一先生の生誕百年を記念す
べ<始動しました。華い、所期の目標を達成することが
できましたので、この際、将来に向けてl16段の普及をは
かるべく「リマクッキングビデオ」「GOヒストリービデ
オ」の大幅な値下げを断行いたしました。

皆様、ご協力ありがとうございました。

リマプロジェクト実行委員一同
〒!51東京都渋谷区大山町‖-5 fax 03-3469-7635



連載第 12回

せ  い

詩人         |

■1938年東京生まれ。早稲田大学在学中より、精神文化の波し,ヽミきを浴び、1967年、

家ふ::話じ暮2景ヨ11を常l讐【書藷聾ぎ雷#営ム:Ili晏ittIT啓
製籍

や   ま



文
学
と
宗
教
性
、そ
し
て

聖
地
巡
礼
の
旅

―
―
―
三
省
さ
ん
が
、
屋
久
島
に
渡
ら
れ
る
前
の

こ
と
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

Ｙ
Ｓ
　
六
十
年
安
保
の
年
に
早
稲
田
大
学
を
中
退

し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
に
つ
き
ま
し
た
。
業
界

新
聞
の
記
者
を
や
っ
た
り
、
親
が
自
動
車
の
修
理

工
場
を
経
営
し
て
い
た
の
で
そ
の
仕
事
を
手
伝

っ

た
り
、
塾
の
教
師
も
だ
い
ぶ
ん
や
り
ま
し
た
。
そ

ん
な
こ
と
を
や
り
な
が
ら
、　
一
方
で
部
族
と
い
う

集
ま
り
が
で
き
て
き
て
、
国
分
寺
で
共
同
生
活
を

し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

六
十
年
安
保
の
当
時
は
社
会
革
命
が
ま
だ
光
を

も

っ
て
い
た
時
代
で
し
た
ね
。
社
会
を
変
革
し
て

い
こ
う
と
い
う
積
極
的
な
姿
勢
が
若
い
世
代
に
か

な
り
色
濃
く
あ

っ
た
ん
で
す
。
で
も
私
自
身
、
当

時
か
ら
あ
ま
り
政
治
的
な
学
生
で
は
な
く
、
文
学

の
道
を
歩
く
と
い
う
よ
う
な
学
生
だ

っ
た
の
で
、

当
時
の
い
わ
ゆ
る
活
動
家
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。六

十
年
の
後
半
に
な
っ
た
あ
た
り
で
、
ひ
と
つ

の
文
化
運
動
と
し
て
参
加
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
や
は
り
、
力
と
力
の
押
し
合
い
で
大
衆
が

権
力
を
倒
す
と
い
う
か
た
ち
で
の
社
会
革
命
と
い

う
の
は
、
無
理
が
あ
る
の
で
は
な
い
の
か
と
い
う

判
断
が
あ
り
ま
し
た
。

七
十
年
代
の
全
共
闘
は
ま
だ
そ
れ
を
や
っ
て
い

ま
し
た
が
、
そ
の
こ
ろ
は
コ
ミ
ュ
ー
ン
主
義
と
い

う
も
の
が
芽
生
え
て
き
て
、
ち
い
さ
い
コ
ミ
ュ
ー

ン
を
日
本
な
い
し
世
界
の
各
地
に
つ
く
り
あ
げ
で

い
く
こ
と
に
よ

っ
て
、
現
実
的
に
小
さ
い
集
団
の

な
か
で
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム

・
原
始
共
産
性
の
よ
う
な

も
の
を
実
現
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
発

想
が
で
き
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
が
、
共
同
体
に
い
た
時
代
で
、
国
分
寺
の

古
い
ア
パ
ー
ト
を
ほ
ぼ
借
り
き
っ
て
共
同
生
活
を

始
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
「部
族
」
と
い
う

集
ま
り
の
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
い
う
か
テ
ー
マ
は
″大

地
に
か
え
れ

・
プ
リ
ミ
テ
イ
ブ

・
ア
ン
ド

・
レ
リ

ジ
ョ
ン
″
と
い
う
も
の
で
、
大
地
性
と
宗
教
性
と

い
う
二
つ
を
テ
ー
マ
に
し
た
集
ま
り
で
し
た
。
そ

れ
が
七
十
年
の
前
半
ま
で
続
き
ま
し
た
。

し
か
し
そ
の
後
、
共
同
生
活
よ
り
も
も

っ
と
直

接
に
大
地
性
な
い
し
は
宗
教
性
と
い
う
も
の
へ
の

志
向
の
ほ
う
が
強
く
な

っ
て
き
て
、
宗
教
、
と
り

わ
け
原
始
仏
教
に
魅
か
れ
て
い
き
、
七
二
年
に
仏

教
と
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
聖
地
巡
礼
の
た
め
に
イ
ン

ド
と
ネ
パ
ー
ル
の
旅
に
出
た
の
で
す
。

一
年
か
け
て
ゆ
っ
く
り
巡
礼
を
し
て
日
本
に
戻

っ
た
ら
、
屋
久
島
か
ら
土
地
を
提
供
す
る
と
い
う

話
が
あ

っ
た
の
で
す
。
私
は
東
京
生
ま
れ
で
東
京

育
ち
で
す
が
、
旅
か
ら
帰

っ
た
ら
も
う
東
京
に
住

み
た
く
は
な
か
っ
た
の
で
、
島
に
渡
る
こ
と
に
し

た
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
妻
が
ク
モ
膜
下
の
出
血
で
倒
れ
て

し
ま
い
、
す
ぐ
に
は
行
け
な
く
な
り
、
し
ば
ら
く

予
定
を
の
ば
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
間
に
、

現
在
の
西
荻
窪
の
ホ
ビ
ッ
ト
村
を
つ
く
ろ
う
と
い

う
動
き
が
出
て
き
て
、
そ
れ
に
か
か
わ
っ
た
り
し

ま
し
た
。
と
く
に
長
本
兄
弟
商
会
と
い
う
無
農
薬

有
機
農
法
の
野
菜
を
専
門
に
扱
う
店
の
発
足
に
は

深
く
か
か
わ
り
ま
し
た
。
今
で
こ
そ
無
農
薬
の
野

菜
を
売
る
八
百
屋
は
全
国
に
あ
り
ま
す
が
、
当
時

七
四
年
～
五
年
の
日
本
で
は
、
商
店
と
し
て
そ
う

い
う
商
品
を
扱
う
店
が
な
か
っ
た
時
代
で
し
た
。

一
年
半
ほ
ど
そ
の
活
動
を
し
て
か
ら
、
や

っ
と
島

に
わ
た
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
す
。

紆
余
曲
折
の
の
ち
、
や
っ
と

屋
久
島
へ
渡
っ
て
…
…

―
―
―
屋
久
島
に
渡
ら
れ
て
何
年
で
す
か
。

Ｙ
Ｓ
　

一
八
年
で
す
。

お
子
さ
ん
は
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
。

屋
久
島
に
移
る
時
点
で
二
人
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
島
に
移

っ
て
し
ば
ら
く
し
て
友
人
の

夫
婦
が
二
人
と
も
亡
く
な
る
と
い
う
こ
と
が
あ

り
、
そ
こ
の
子
供
た
ち
二
人
を
ひ
き
と
っ
て
育
て

Ｙ

Ｓ



イラスト・内海朗



島
は
ど
こ
で
も
閉
鎖
的
な
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
す
が
、

屋
久
島
の
場
合
は
案
外
開
け
て
い
て
、外
か
ら
の
移
住
を
あ
ま
り

拒
ま
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
大
歓
迎
と
い
う
の
で
は
な
い
け
れ
ど
…
…

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
さ
ら
に
島
で

一

人
生
ま
れ
て
、
六
人
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

今
か
ら
六
年
前
に
な
り
ま
す
が
、
妻
を
ク
モ
膜
下

の
再
発
で
な
く
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
再

婚
を
し
ま
し
て
ま
た
二
人
子
供
が
で
き
ま
し
た
か

ら
、
全
部
で
八
人
で
す
。

農
業
か
ら
始
ま
っ
た

屋
久
島
で
の
生
活

―
―
―
屋
久
島
で
は
、
ど
ん
な
ふ
う
に
暮
ら
し
て

い
ら

っ
し
ゃ
る
の
で
す
か
？

Ｙ
Ｓ
　
島
に
渡
る
ま
で
、
有
機
野
菜
を
売
る
仕
事

を
し
て
い
ま
し
た
か
ら
、
今
度
は
つ
く
る
ほ
う
に

ま
わ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
入
っ
た
と
こ
ろ
が
、

廃
村
に
な
っ
て

一
〇
年
以
上
た
っ
た
と
こ
ろ
だ

っ

た
の
で
、
畑
な
ど
は
も
う
山
に
帰
り
か
か
っ
て
い

る
の
で
す
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
、
木
を
切

っ
て

草
を
刈

っ
て
開
墾
し
て
い
く
と
い
う
作
業
か
ら
始

め
て
、
五
年
く
ら
い
は
か
な
り

一
生
懸
命
取
り
組

み
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
に
、
体
力
の
問
題
と
い
う

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
農
業
だ
け
で
は
な
い
な

と
い
う
気
持
ち
が
強
く
な

っ
て
き
た
の
と
、
も
と

も
と
文
学
が
自
分
の
本
道
と
思

っ
て
い
た
の
で
、

農
業
と
文
学
を
同
時
に
や
っ
て
い
く
こ
と
に
し
た

の
で
す
。

勝
手
つ
く

っ
た
言
葉
で
す
が
、
″半
農
半
詩
″
で

や
っ
て
ま
す
。
農
業
の
ほ
う
は
、
は
じ
め
は
販
売

す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
し
、
家

畜
を
飼

っ
た
り
も
し
ま
し
た
が
、
今
は
家
族
で
食

べ
る
野
菜
を
つ
く

っ
て
い
る
程
度
で
す
。

お
米
は
つ
く
ら
な
い
の
で
す
か
。

Ｙ
Ｓ
　

‘ゝ
え
、
つ
く

っ
て
い
ま
せ
ん
。
い
ま
住
ん

で
い
る
集
落
は
米
を

つ
く
る
伝
統
の
な

い
集
落

で
、
田
ん
ぼ
が
な
い
の
で
つ
く

っ
て
い
ま
せ
ん
。

屋
久
島
は
都
会
か
ら
の
移
住
者
が
多
い
と

聞
き
ま
す
が
、
そ
う
い
う
方
々
と
の
交
流
は
あ
る

の
で
す
か
？

Ｙ
Ｓ
　
ず

い
ぶ
ん
都
会
か
ら
入

っ
て
き
て
ま
す

ね
。
そ
う
い
う
方
々
の
こ
と
を
新
島
民
と
呼
ん
で

い
る
の
で
す
が
、
こ
の

一
四
～
五
年
の
間
に
百
世

帯
以
上
の
新
島
民
が
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。
島
は
、

ど
こ
で
も
閉
鎖
的
な
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
す
が
、

屋
久
島
の
場
合
は
案
外
開
け
て
い
て
、
外
か
ら
の

移
住
を
あ
ま
り
拒
ま
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

大
歓
迎
と
い
う
の
で
は
な
い
け
れ
ど
、
来
る
の
な

ら
ど
う
ぞ
と
い
う
受
け
入
れ
方
な
の
で
移
り
や
す

い
の
で
す
。

よ
そ
者
の
女
性
が
選
挙
に

立
候
補
、善
戦
し
た

つ
い
五
年
前
に
入
っ
て
き
て
、
三
年
く
ら
い
し

か
住
ん
で
な
く
て
町
会
議
員
の
選
挙
に
出
た
女
性

が
い
ま
し
た
。
反
原
発
を
掲
げ
て
立
候
補
さ
れ
た

の
で
す
。
鹿
児
島
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
男
尊
女

卑
的
な
保
守
的
な
と
こ
ろ
で
す
か
ら
、
女
性
が
立

候
補
す
る
と
い
う
こ
と
は
前
代
未
聞
の
こ
と
で
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
落
選
で
は
あ
り
ま
し
た
が
予
想

に
反
し
て
善
戦
だ

っ
た
の
で
す
。
だ
い
た
い
二
〇

〇
票
と
れ
ば
当
選
な
の
で
す
が
、
四
、
五
〇
票
足

ら
な
か
っ
た
の
で
す
。
予
想
で
は
五
〇
票
ぐ
ら
い

し
か
と
れ
な
い
だ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
た
の
で
す

か
ら
、
ほ
ん
と
う
に
善
戦
で
す
よ
ね
。

そ
の
選
挙
で
分
か
っ
た
こ
と
は
、
新
島
民
の
票



も
か
な
り
集
め
た
の
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
勘

定
が
合
わ
な
い
わ
け
で
す
。
反
原
発
の
運
動
を
は

じ
め
と
し
た
、
新
し
い
島
外
か
ら
の
活
動
に
、
も

と
か
ら
の
島
民
の
方
が
、
女
性
の
候
補
と
い
う
こ

と
も
あ

っ
て
何
十
名
か
支
援
さ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
隣
町
の
出
来
事
で
は
あ
り
ま
し
た
が

興
味
深
く
み
ま
し
た
。

大
地
と
宗
教
性
と

ア
ニ
ミ
ズ
ム
、信
仰

ト
ー
ー
今
後
は
ど
う
い
う
活
動
の
展
開
を
さ
れ
る

の
で
し
ょ
う
。

Ｙ
Ｓ
　
今
の
テ
ー
マ
は
、
大
地
と
宗
教
性
と
い
う

こ
と
に
か
ら
ん
で
く
る
の
で
す
が
、
″
ア
ニ
ミ
ズ

ム
″
で
す
。
そ
れ
を
含
む
信
仰
と
い
う
こ
と
で
す
。

今
も
も
ち
ろ
ん
野
菜
づ
く
り
も
し
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
に
も
精
神
的
な
部
分
も
あ
る
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
現
代
は
、
世
界
中
が
自
己
主
張

し
あ

っ
て
勝
手
な
こ
と
を
い
っ
て
も
許
さ
れ
る
時

代
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
い
い
こ
と
で
も

あ
り
秩
序
や
平
和
を
乱
す
き

っ
か
け
に
も
な
り
ま

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
、
そ
れ
に
対
す
る
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
…
…

「地
球
」
即
「地
域
」
、
そ
し
て
「地
域
」
即
「地
球
」
。

地
球
の
実
態
は
地
域
で
あ
り
、
地
域
を
除
い
て
は
地
球
の
存
在
は
な
い
の
で
す
。

す
が
、
現
代
社
会
の
行
く
末
に
つ
い
て
は
ど
の
よ

う
に
考
え
ら
れ
ま
す
か
。

Ｙ
Ｓ
　
難
し
い
問
題
で
す
ね
。
で
す
が
、
そ
れ
は

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
そ
れ
に
対
す
る
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
と
い
う
こ
と
で
整
理
で
き
る
と
思
い
ま

す
。
先
ほ
ど
の
話
で
い
う
と
、
大
地
性
と
い
う
の

は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
原
則
的
に
い
い
こ
と
で

し
ょ
う
。
で
す
け
れ
ど
、
情
報
化
社
会
で
グ

ロ
ー

バ
ル
な
社
会
に
な
っ
て
く
る
と
、
た
だ
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
に
固
執
し
て
視
野
が
狭
く
な
る
こ
と
は
悪

し
き
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

つ
ね
に
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
視
点
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
「地
球
」
即

「地
域
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
地
域
即
地
球
。
地
球

の
問
題
が
新
聞
を
は
じ
め
マ
ス
コ
ミ
の
世
界
で
氾

濫
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
地
球
の
実
態
は
地
域

で
あ
り
、
地
域
を
除
い
て
は
地
球
の
存
在
は
な
い

の
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
か
ら
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
ヘ
の
関
与
も
ま
た
、
常
に
循
環
し
て
い
る

思
想
を
な
か
に
含
ん
で
い
ま
す
。

―
―
―
た
と
え
ば
正
食
の
世
界
で
は
、
身
土
不
二

。
一
物
全
体
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
る
の
で
す

が
、
そ
れ
を
世
界
に
普
及
す
る
こ
と
が
、
地
域
性

と
国
際
性
を
同
時
に
実
現
す
る
こ
と
だ
と
解
い
て

い
ま
す
。
そ
の
原
則
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
守
ら

れ
れ
ば
今
の
貿
易
問
題
は
起
き
て
こ
な
い
の
で
す

が
、
こ
う
し
た
こ
と
を
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
世
界

に
提
示
し
て
い
け
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
ね
。

Ｙ
Ｓ
　
″身
土
不
二
″
と
い
う
の
は
ま
さ
に
そ
の
と

お
り
で
す
ね
。
だ
け
ど
、
そ
の
土
地
か
ら
で
き
た

も
の
だ
け
を
食
べ
な
さ
い
と
い
う
の
は
、
今
の
状

況
に
は
則
さ
な
い
で
す
ね
。
あ
る
程
度
の
地
域
間

の
物
の
交
流
、
精
神
文
化
の
交
流
を
含
め
て
も
い

い
で
し
ょ
う
。
食
物
に
関
す
る

一
物
全
体
と
い
う

の
は
ま
っ
た
く
そ
の
と
お
り
で
す
が
、
文
化
や
政

治
の
問
題
と
し
て
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

と
は
次
元
が
違
う
問
題
で
す
。



―
１
１
桜
沢
先
生
は
、
個
の
レ
ベ
ル
を
卒
業
し
て

地
球
や
宇
宙
す
べ
て
の
物
で
遊
び
な
さ
い
、
と
ら

わ
れ
の
執
着
に
満
ち
た
生
活
を
捨
て
な
さ
い
と
い

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
正
し
い
食
生
活
を
し

て
健
康
な
体
に
な

っ
て
広
い
世
界
に
飛
び
出
し
な

さ
い
と
い
っ
て
ま
す
。
と
こ
ろ
が
具
体
的
な
方
法

ま
で
踏
み
込
ま
れ
て
な
い
の
が
現
状
で
す
。

世
界
が
変
わ
る
と
し
た
ら

ま
ず
「家
族
」
か
ら

Ｙ
Ｓ
　
具
体
的
な
方
法
に
答
え
を
出
す
の
は
至
難

の
わ
ざ
で
す
ね
。
で
す
け
ど
、
ひ
と
言
で
い
え
ば
、

や
は
り
地
域
か
ら
始
め
る
以
外
に
な
い
で
す
ね
。

そ
し
て
、
そ
れ
以
前
に

「家
族
」
で
し
ょ
う
。
い

い
食
物
を
と

っ
て
、
い
い
精
神
状
態
に
な

っ
て
、

世
界
が
変
わ
っ
て
い
く
と
し
た
ら
、
ま
ず
家
族
の

関
係
か
ら
で
し
ょ
う
。

昔
の
コ
ミ
ュ
ー
ン
で
の
体
験
が
あ
る
せ
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
地
上
で
い
ち
ば
ん
大
切
な
も
の

は
ま
ず
個
人
で
す
。
と
同
時
に
個
人
を
包
む
家
族

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
は
家
族
と
い
う
こ
と

に
い
ち
ば
ん
重
点
を
置
い
て
ま
す
。
で
す
が
、
先

ほ
ど
い
い
ま
し
た
よ
う
に
家
族
と
い
う
の
は
ひ
と

つ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
家
族

の
枠
を
広
げ
た
、
ま
た
は
取
り
払

っ
た
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
が
地
域
と
い
う
か
た
ち
で
現
わ
れ
て

く
る
わ
け
で
す
。

で
す
か
ら
具
体
的
な
方
法
と
し
て
は
家
族
を
大

切
に
す
る
、
い
い
家
族
を
つ
く
る
、
そ
れ
か
ら
そ

の
こ
と
を
通
し
て
い
い
地
域
を
つ
く

っ
て
い
く
こ

と
で
す
ね
。
と
同
時
に
ア
ン
テ
ナ
は
つ
ね
に
世
界

に
向
け
て
い
る
こ
と
で
す
。

を
ご
存
じ
で
し
た
か
。

Ｙ
Ｓ

あ
ま
り
く
わ
し
く
は
知
り
ま
せ
ん
が
、
近
く

に
天
然
村
の
山
県
さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
し
、

そ
の
ほ
か
に
正
食
を
や

っ
て
い
る
友
人
も
た
く
さ

ん
い
ま
す
か
ら
、
そ
う
い
う
こ
と
を
通
し
て
有
形

無
形
に
Ｃ
Ｉ
協
会
の
動
き
は
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

ど
う

い
う
印
象
を
お
も
ち
で
す
か
。

Ｙ
Ｓ
　
率
直
に
い
っ
て
ち
ょ
っ
と
枠
が
強

い
よ
う

な
印
象
を
も
ち
ま
す
。
Ｃ
Ｉ
教
と
い
う
ひ
と

つ
の

教
団
的
な
匂

い
が
し
ま
す
ね
。

ど
う

い
う
占
小に
で
し
ょ
う
か
。

Ｙ
Ｓ
　
そ
う
で
す
ね
。
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、

人
に
よ
っ
て
は
、
な
に
か
玄
米
菜
食
を
し
な
い
の

は
悪
い
こ
と
だ
と
い
う
価
値
判
断
を
す
る
方
が
時

に
い
ら

っ
し
ゃ
る
。
ひ
と
つ
の
と
ら
わ
れ
で
す
ね
。

ひ
と
つ
の
食
事
方
法
を
貫
く
の
は
い
い
こ
と
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
個
体
と
い
う
の
は
い
ろ
い
ろ
あ

る
わ
け
で
す
か
ら
、
具
体
的
に
い
っ
て
肉
が
好
き

で
肉
が
身
体
に
合
う
方
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
、
あ
ま
り
そ
れ

を
全
面
的
に
出
さ
れ
る
と
少
し
き
つ
い
で
す
ね
。

し
か
し
同
時
に
た
く
さ
ん
の
方
が
恩
恵
を
受
け

て
い
る
わ
け
で
、
ひ
と
つ
の
食
事
方
法
や
生
活
法

を
打
ち
出
さ
れ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
た
功
績
は
と
て

も
大
き
い
こ
と
で
す
。

故
郷
性
存
在

―
―
―
今
は
ど
ん
な
作
品
を
書
か
れ
て
い
る
の
で

す
か
。

Ｙ
Ｓ
　
五
年
く
ら
い
前
か
ら
小
林

一
茶
の
俳
句
を

手
が
か
り
に
し
て
、
故
郷
性
存
在
と
い
う
こ
と
を

追
求
し
て
い
ま
す
。
故
郷
性
存
在
と
い
う
の
は
、

桜
沢
先
生
が
い
わ
れ
た
身
土
不
二
と
い
う
こ
と
と

か
な
り
近
い
も
の
で
す
。

簡
単
に
い
え
ば
、
人
間
と
い
う
の
は
大
地
か
ら

―
―
天
も
含
ま
れ
る
の
で
す
が
―
―
自
然
か
ら
生

ま
れ
て
き
た
も
の
で
、
そ
こ
へ
帰
る
わ
け
で
す
。

現
代
は
そ
う
し
た
人
間
性
が
と
て
も
希
薄
に
な

っ

て
い
る
時
代
だ
と
思
い
ま
す
。

都
会
の
真
ん
中
で
生
活
し
て
い
る
と
、
ほ

ん
と
う
に
希
薄
に
な

っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
分
か

り
ま
す
よ
ね
。
長
い
歴
史
か
ら
み
て
も
、
た
だ
ご

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

Ｙ
Ｓ
　
た
だ
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
が
限
界

以
前
か
ら
Ｃ
Ｉ
協
会
や
桜
沢
先
生
の
こ
と

小
林

一
茶
の
俳
句
と





今
の
工
業
文
化
の
時
間
は
、
た
だ
ま

っ
す
ぐ
前
に
進
ん
で
い
ま
す
。

未
来
し
か
見
て
い
な
い
文
明
な
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
時
間
の
な
か
に
は

回
帰
す
る
時
間
が
あ
る
。
・…
・・元
に
戻
っ
て
永
遠
に
変
わ
ら
な
い
時
間
…
…

で
す
。
限
界
を
越
え
た
ら
大
パ
ニ
ッ
ク
に
な
る
で

し
ょ
う
。
去
年
の
気
候
に
も
そ
う
い
う
傾
向
が
み

え
て
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
核
兵
器
な
ど

の
問
題
で
も
全
部
連
な
っ
て
ま
す
よ
。
気
候
、
核

兵
器
、
原
発
、
経
済
不
況
も
含
め
て
そ
う
い
う
も

の
を
頂
点
と
す
る
パ
ニ
ッ
ク
が
起
き
て
き
て
、
終

末
と
い
う
言
葉
で
呼
べ
る
よ
う
な
状
態
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
原
因
は
ひ
と
言
で
言
え
ば
、
便
利
性
の
限

り
な
い
追
求
で
す
。
よ
り
便
利
に
と
求
め
続
け
た

人
間
の
心
の
せ
い
で
す
。

欲
望
を
追
求
し
す
ぎ
た

人
類
の
危
機

―
―
―
便
利
性
を
追
求
し
て
い
る
元
は
何
な
の
で

し

よ

う

。

Ｙ
Ｓ
　
快
楽
を
求
め
る
欲
望
で
す
。

―
―
―
世
界
共
通
の
そ
う
い
う
欲
望
は
種
と
し
て

の
さ
か
ら
え
な
い
流
れ
な
の
で
し
ょ
う
か
。

Ｙ
Ｓ
　
い
い
え
、
そ
う
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
今

は
、
た
く
さ
ん
の
方
が
、
世
の
中
は
限
界
に
き
て

い
る
、
何
か
起
き
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
不
安

を
抱
え
て
い
ま
す
。
こ
の
十
年
～
二
十
年
の
間
に

ず

い
ぶ
ん
危
機
感
を
も

っ
た
方
が
増
え
て
き
ま
し

た
。欲

望
を
抑
制
す
る
の
で
は
な

く
欲
望
の
質
を
転
換
す
る

い
ろ
い
ろ
な
か
た
ち
で
見
え
て
き
た
限
界
が
、

身
体
の
な
か
に
も
ス
ト
レ
ス
と
い
う
か
た
ち
で
身

体
が
病
ん
だ
り
、
不
調
だ

っ
た
り
と
い
う
か
た
ち

で
出
て
き
て
い
ま
す
よ
ね
。
し
か
し
そ
の
な
か
か

ら
新
し
い
知
恵
が
生
ま
れ
て
来
る
で
し
ょ
う
し
、

そ
の
ひ
と
つ
の
知
恵
が
玄
米
正
食
で
あ
る
し
、
田

舎
暮
ら
し
で
あ
る
だ
ろ
う
し
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
で

し
よ
ンつ
。

た
だ
、
正
食
の
な
か
に
も
欲
望
の
抑
制
と
い
う

の
が
根
底
に
あ
る
だ
ろ
う
け
れ
ど
、
同
じ
よ
う
に

田
舎
暮
ら
し
に
も
自
然
の
な
か
で
し
た
い
放
題
の

こ
と
を
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
今
ま
で
と
ま
っ
た
く

変
わ
ら
な
い
も
の
で
す
ね
。
共
通
し
て
い
え
る
こ

と
は
、
欲
望
を
抑
制
す
る
の
で
は
な
く
て
、
欲
望

の
質
を
転
換
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

喜
び
を
物
で
は
な
く
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
喜
び

に
変
え
て
い
く
と
い
う
方
向
の
転
換
で
す
。
そ
れ

は
よ
く
見
て
い
く
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
で
た
く

さ
ん
の
方
が
そ
の
こ
と
を
意
識
し
始
め
て
い
る
の

で
す
。
百
も
二
百
も
の
具
体
的
な
知
恵
が
出
て
き

て
い
ま
す
。
そ
し
て
同
時
に
、
今
は
失

っ
て
き
て

し
ま
っ
た
世
界
の
な
か
に
、
た
く
さ
ん
の
喜
び
が

あ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
も
知
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
。

欲
望
の
質
を
転
換
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
も
う
少
し
詳
し
く
聞
か
せ
て
下
さ
い
。

Ｙ
Ｓ
　
そ
う
で
す
ね
。
ひ
と
つ
は
時
間
の
問
題
で

す
。
今
の
工
業
文
化
の
時
間
は
、
た
だ
ま
っ
す
ぐ

前
に
進
ん
で
い
ま
す
。
未
来
し
か
見
て
い
な
い
文

明
な
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
時
間
の
な
か
に
は
回
帰

す
る
時
間
が
あ
る
。
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
い
ま

す
と
、

つ
ま
り
、　
一
日

一
日
、
あ
る
い
は

一
年

一

年
、
元
に
戻

っ
て
永
遠
に
変
わ
ら
な
い
時
間
と
い

う
も
の
も
あ
る
わ
け
で
す
。

人
間
の
進
化

・
進
歩
の
思
想
か
ら
発
し
た
文
明

史
観
と
い
う
の
は
、
ま
っ
す
ぐ
に
進
む
し
か
な
い



文
明
史
観
で
あ
り
、
そ
う
い
う
時
間
の
な
か
で
な

り
た
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
人
類
の
歴
史
が

ほ
ん
と
う
に
、
何
千
年
な
り
、
汗
水
た
ら
し
て
や

っ
と
た
ど
り
着
い
た
文
明
で
す
か
ら
、
こ
れ
を
全

部
否
定
す
る
な
ん
て
で
き
る
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん

が
、
現
状
に
は
た
く
さ
ん
の
欠
陥
が
あ
り
ま
す
。

で
は
、
ど
う
や

っ
て
ま
っ
す
ぐ
な
時
間
の
流
れ

を
止
め
て
い
く
か
と
い
う
と
、
回
帰
す
る
時
間

・

変
わ
ら
な
い
時
間
を
人
間
の
欲
望
の
な
か
に
、
欲

望
の
質
の
な
か
に
包
み
込
ん
で
い
く
こ
と
で
す
。

昔
か
ら
の
た
だ
回
帰
す
る
だ
け
の
時
間
帯
の
な
か

で
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
戻
す
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
個

人
の
な
か
で
で
き
る
こ
と
で
す
。

た
と
え
ば
、
俳
句
の
世
界
は
今
空
前
の
隆
盛
を

見
て
い
ま
す
。
俳
句
人
口
が
い
ま
だ
か
つ
て
な
い
、

膨
大
な
数
で
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
は

ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と
、
俳
句
は
季
語
を
も

っ
て
お
り
、
俳
句
を
つ
く
る
と
ど
う
し
て
も
関
心

が
季
語
に
向
け
ら
れ
ま
す
。
季
節
の
草
花
、
季
物

に
向
け
ら
れ
ま
す
。

つ
ま
り
、
そ
う
し
た
こ
と
で

無
意
識
に
回
帰
す
る
時
間
に
癒
し
を
求
め
て
い
る

わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
ふ
う
に
、
俳
句
文
化
だ
け

で
は
な
く
文
明
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
に
回
帰
す
る
時

間
性
を
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
で
す
。

主
体
を
永
遠
に
帰
す
こ
と
と

信
仰
の
も
つ
テ
ー
マ

―
―
―
時
間
の
回
帰
性
を
獲
得
す
る
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
、
も
う
す
こ
し
く
わ
し
く
お
話
し
く
だ

さ
い
。

Ｙ
Ｓ
　
ま
ず
時
間
と
い
う
も
の
は
、
私
た
ち
は
ふ

つ
う
、
二
十

一
世
紀
に
向
か

っ
て
い
る
と
考
え
て

い
ま
す
よ
ね
。
し
か
し
そ
う
で
は
な
く
、
そ
れ
は

仮
り
の
ひ
と

つ
の
時
間
帯
で
あ

っ
て
、
も
う
ひ
と

つ
の
時
間
、
二
十

一
世
紀
も
二
十
二
世
紀
も
関
係

の
な
い
、
永
遠
に
回
帰
す
る
だ
け
の
時
間
が
あ
る

と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
で
す
。
知

っ
て
、
そ
の

時
間
を
大
切
に
し
、
そ
の
時
間
の
生
活
を
増
や
す

こ
と
で
す
。

一
般
的
に
は
過
去
か
ら
未
来

へ
の
時
間
の

流
れ
の
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
ま
す
ね
。
そ
の
時
間
を

誰
が
受
け
取
り
誰
が
計
算
す
る
の
か
と
い
う
、
主

体
の
問
題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
で
き
な

い
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ｙ
Ｓ
　
そ
う
で
す
。
価
値
観
の
転
換
を
す
る
こ
と

か
ら
始
ま
る
の
で
す
。
時
間
の
問
題
を
い
っ
た
の

は
、
ひ
と
つ
の

″気
づ
き
″
と
い
う
こ
と
な
の
で

す
。
そ
れ
で
問
題
が
解
決
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
主
体
を
永
遠
に
帰
す

と
い
う
こ
と
が
信
仰
と
い
う
こ
と
の
テ
ー
マ
な
の

で
す
。

た
い
せ
つ
な
の
は
、人
間
の

本
当
の
喜
び
を
知
る
こ
と

信
仰
に
お
い
て
、
主
体
を
永
遠
に
帰
す
こ
と
で
、

人
間
と
し
て
の
最
上
の
喜
び
が
得
ら
れ
る
の
で

す
。
そ
の
世
界
に
お
い
て
、
現
状
で
み
ら
れ
る
よ

う
な
危
機
的
な
工
業
文
化
を
変
え
て
い
く
力
に
も

な
る
の
で
す
。

信
仰
に
お
い
て
は
、主
体
を
永
遠
に
帰
す
こ
と
で
、
人
間
と
し
て
の

最
上
の
喜
び
が
得
ら
れ
る
の
で
す
。
そ
の
世
界
に
お
い
て
、

危
機
的
な
工
業
文
化
を
変
え
て
い
く
力
に
も
な
る
の
で
す
。



継
Ｊ
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好
¨

正
月
の
年
始
客
が

一
段
落
し
た
後
、
さ
て
今
度

は
こ
ち
ら
の
番
、
と
い
う
こ
と
で
二
日
深
夜
、
東

名
道
に
繰
り
出
し
、
名
古
屋
を
経
て
紀
伊
半
島
の

海
岸
沿
い
の
道
を
和
歌
山

へ
と
車
を
走
ら
せ
た
。

運
転
手
は
夫
の
美
登
と
元

コ
ッ
ク
の
鬼
島
さ

ん
。
彼
は
レ
ス
ト
ラ
ン
勤
務
時
代
、
仕
事
上
、
交

通
過
密
な
都
内
を
運
転
す
る
こ
と
に
馴
れ
、
む
し

ろ
こ
の
小
川
町
あ
た
り
の
よ
う
な
空
い
た
道
の
運

転
の
方
が
怖
い
位
だ
、
な
ん
て
冗
談
言
う
程
の
腕
。

ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
の
私
は
し
か
し
、
し
ば
し
ば
睡

魔
と
仲
良
く
な
り
、　
ハ
ッ
と
し
て
目
覚
め
、
走
り

す
が
り
に
電
柱
の
住
所
標
示
で
位
置
を
確
認
し
な

が
ら
只
管
走
る
。
目
指
す
は
那
智
勝
浦
町
の
耕
人

舎
で
、
来
よ
う
来
よ
う
と
こ
の
十
八
年
間
、　
一
度

も
実
現
出
来
な
か
っ
た
。
所
が
三
カ
月
前
実
習
生

の
元
コ
ッ
ク
、
下
山
さ
ん
が
同
じ
和
歌
山
県
の
龍

神
村

へ
行

っ
た
と
い
う
の
で
こ
の
際
、
ニ
カ
所
を

正
月
休
み
を
兼
て
訪
間
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ

っ
た
。
車
は
約
十
二
時
間
で
那
智
勝
浦

へ
到
着
。

農場だ

金子
Kaneko

し
か
し
目
的
地
字
名

「
回
色
川
」
は
海
岸
か
ら

標
高
三
百
ｍ
の
山
中
に
あ
り
、
更
に
四
、
五
十
分

山
あ
い
の
道
を
探
し
探
し
上

っ
て
い
っ
た
。

と
、
よ
う
や
く

「
回
色
川
」
と
書
か
れ
た
看
板

に
出
会

っ
た
。
い
つ
頃
の
も
の
か
、
字
も
薄
れ
読

み
に
く
か
っ
た
な
か
に

（村
山
）
と
読
み
と
れ
る

家
が
あ
る
。
多
分
こ
の
家
だ
ろ
う
、
と
道
路
下
に

い
く
軒
が
建

っ
て
い
る
家
を
や
り
過
す
と
、
村
山

家
ら
し
い
敷
地
で
農
作
業
中
の
男
性
に
出
会

っ

た
。
十
八
年
前
に
入
植
し
た
耕
人
舎
の
代
表
、
村

山
兄
弟
の

一
人
、
弟
の
彰
男
さ
ん
だ

っ
た
。
私
と

は
十
五
年
振
り
の
再
会
。
夫
や
鬼
島
さ
ん
と
は
初

対
面
だ

っ
た
が
我
々
の
来
る
事
は
分

っ
て
い
た
為

「
に
こ
っ
」
と
笑

っ
て
挨
拶
。

私
達
が
泊
ら
せ
て
頂
く
お
兄
さ
ん
の
勝
茂
氏
宅

は
そ
こ
か
ら
も

っ
と
下

っ
た
所
に
あ

っ
た
。

村
山
宅
で
は
賢
妻
と
ほ
ま
れ
の
高
い
佐
和
さ
ん

と
米
国
留
学
先
か
ら

一
時
帰
国
中
の
兄
弟
と

一
家

勢
揃
い
。
し
か
し
話
も
そ
こ
そ
こ
に
夕
暮
れ
前
の

時
間
を
利
用
し
て
村
山
さ
ん
の
車
で
ざ

っ
と
村
内

を
案
内
し
て
頂
い
た
。

こ
の
十
八
年
間
で
既
に
十
八
軒
が
入
植
。
今
で

は
村
民
の
約
二
割
を
占
め
る
と
い
う
こ
と
で
彰
男

さ
ん
は
区
長
の
立
場
に
も
な
っ
て
い
る
。

私
達
が
最
初
に
車
で
通

っ
て
き
た
道
も
昔
は
人

一
人
が
歩
け
る
程
度
の
細
道
だ

っ
た
の
を
、
現
在

で
は
車
が
楽
に
走
れ
る
迄
に
し
た
。

畑
も
段
々
な
ら
、
家
も
傾
斜
地
に
合
わ
せ
て
建

て
た
り
し
て
い
る
、
勝
茂
宅
な
ど
は
古
い
空
家
に

新
築
し
た
家
を
継
ぎ
足
し
て
い
て

一
階
の
よ
う
な

三
階
の
よ
う
な
、
段
々
家
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

家
の
回
り
が
ど
こ
迄
も
真

っ
平
な
我
家
と
比
べ

る
と
、
現
在
に
な
る
迄
が
ど
れ
程
の
御
苦
労
だ

っ

た
こ
と
か
と
何
如
か
申
し
分
け
な
い
気
分
に
な
っ

て
く
る
。

夜
、
新
規
入
植
者
達
が
集

っ
て
き
た
。
関
西
方

面
か
ら
の
脱
サ
ラ
組
が
多
い
。
殆
ど
が
初
対
面
だ

っ
た
の
で
自
己
紹
介
だ
け
で
も
話
が
新
鮮
で
楽
し

い
宴
と
な

っ
た
。

稜
線
し
か
見
え
ぬ
よ
う
な
奥
深
い
山
中
で
急
傾

斜
の
田
畑
を
相
手
に
都
会
か
ら
若
者
が
集
ま
っ
て

住
み
つ
い
て
い
る
。
各
々
に
何
ら
か
の
悩
み
や
課

題
を
も

っ
て
、
し
か
し
意
気
高
く
暮
し
て
い
る
の

で
あ

っ
た
。

翌
五
日
、
朝
食
を
済
し
た
後
、
有
名
な
日
本

一

の
那
智
の
大
滝
だ
け
チ
ラ
リ
と
見
て
、
又
海
岸
線

を
走
り
約
二
時
間
か
か
っ
て
次
の
目
的
地
、
龍
神

村

へ
着
い
た
の
が
午
後
三
時
を
回

っ
て
い
た
。

肝
心
の
下
山
さ
ん
は
四
十
度
の
熱
を
出
し
て
臥

っ
て
い
る
と
情
報
が
入
っ
て
い
た
為
、
既
に

一
度

来
て
い
る
鬼
島
さ
ん
の
案
内
で
下
山
さ
ん
が
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
こ
の
村
の
地
の
人
で
林
業
家
、



龍神村自然食品センターを経営する

寒川善夫、賀代の御夫妻

寒
川
善
夫
宅

へ
寄

っ
た
。
奥
様
の
賀
代
さ
ん
に
は

十
年
前
、
東
京
の
実
家
に
泊

っ
て
頂
い
た
こ
と
が

あ

っ
た
が
御
主
人
と
は
始
め
て
。

余
程
お
待
ち
に
な

っ
て
頂
い
て
た
よ
う
で
、
こ

れ
又
挨
拶
を
し
終
る
や
否
や
、
直
ぐ
に
山
を
見
て

欲
し
い
と
車
で
案
内
し
て
頂
い
た
。

下
山
さ
ん
と
い
う
明
る
い
性
格
の
青
年
が
来
て

く
れ
た
と
い
う
の
が
六
二
歳
に
な
る
寒
川
さ
ん
に

と
っ
て
は
滅
法
嬉
し
く
、
身
体
中
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
注
入
さ
れ
た
よ
う
に
昨
年
末
の

一
カ
間
で
約
二

千
本
の
枝
打
ち
が
出
来
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

「
も
う
わ
し
ゃ
息
子
の
よ
う
に
可
愛
い
く
て
」

夕
方
五
時
位
か
ら
始
ま
っ
た
夕
飯
か
ら

一
時
過

ぎ
ま
で
寒
川
さ
ん
は
そ
ん
な
事
を
何
度
も
お
っ
し

ゃ
っ
た
。

奥
様
の
賀
代
さ
ん
と
の
馴
染
め
も
聞
か
せ
て
頂

い
て
し
ま
っ
た
。
何
と
賀
代
さ
ん
は
こ
の
龍
神
村

を
始
め
各
地
で
桜
沢
如

一
先
生
の
御
指
導
に
よ
る

玄
米
、
菜
食
の
料
理
講
習
会
を
開
き
、
そ
こ
の
生

徒
と
し
て
善
夫
さ
ん
が
顔
を
出
し
た
の
が
き
っ
か

け
だ

っ
た
と
か
。

五
十
年
前
お
父
様
と
植
え
た
と
い
う
大
木
に
育

て
上
げ
た
森
林
を
案
内
し
て
下
さ
っ
た
善
夫
さ
ん

と
美
人
の
賀
代
さ
ん
。
下
山
さ
ん
の
行
末
は
こ
の

お
二
人
と
共
に
あ
る
事
を
納
得
し
な
が
ら
帰
途
に

つ
い
た
の
だ

っ
た
。

那智勝浦町回色川の村山宅前で
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富
士
宮
市
に
あ
る
リ
マ
・
ク
ッ
キ
ン
グ
ア
カ
デ

ミ
ー

・
富
士
宮
校
は
、
本
校
の
師
範
修
了
生
で
あ

る
松
永
早
穂
理
さ
ん
が
主
宰
さ
れ
、
十
余
年
の
実

績
を
持

つ
分
校
で
す
。

年

一
回
の
試
作
会
に
は
、
里
真
先
生
も
出
向
か

れ
、
親
し
く
修
了
証
を
手
渡
し
さ
れ
て
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
し
た
が
、
こ
の
三
年
ほ
ど
は
私
ど
も
が
伺

っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
五
年
度
に
は
、
新
築
さ
れ
た
教
室

・
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
パ
ワ
ー
を
頂
け
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
、
窓

も
大
き
く
開
か
れ
た
、
和
室
の

「光
の
間
」
で
、

試
作
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

三
十
名
近
く
の
方
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
作
品
を

お
持
ち
に
な

っ
て
、
熱
心
に
講
評
に
耳
を
か
た
む

け
て
下
さ
い
ま
し
た
。
「岳
陽
新
聞
」
「岳
南
朝
日
」

と
い
っ
た
地
元
の
新
聞
社
の
記
者
の
方
た
ち
も
取

材
に
こ
ら
れ
、
優
秀
作
に

「岳
南
朝
日
賞
」
が
贈

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

審
査
も
慎
重
に
、
松
永
先
生
と
私
と
も
ど
も
、

意
見
の

一
致
を
見
て
、
遠
藤
さ
わ
ゑ
さ
ん
に
決
ま

り
ま
し
た
。
遠
藤
さ
ん
は
八
十

一
歳
に
な
ら
れ
る

と
の
こ
と
で
し
た
が
、
大
変
お
元
気
で
お
教
室
の

お
手
伝
い
も
進
ん
で
さ
れ
、
初
級
の
修
了
証
を
授

与
さ
れ
、
さ
ら
に
賞
状
も
頂
か
れ
て
大
変
お
喜
び

で
し
た
。

作
品
は
「
き
び
だ
ん
ご
」
。
ソ
フ
ト
な
白
味
噌
の

甘
み
を
生
か
し
た
、
暖
か
い
手
の
ぬ
く
も
り
が
感

じ
ら
れ
る
、
本
当
に
見
た
目
も
可
愛
ら
し
い
お
だ

ん
ご
で
し
た
。

ま
た
、
中
学
生
の
吉
野
香
江
さ
ん
は
、
お
い
し

い

「
ア
ッ
プ
ル
・
パ
イ
」
を
焼
い
て
下
さ
い
ま
し

た
。
生
地
も
サ
ク
ッ
と
上
手
に
焼
け
て
、
リ
ン
ゴ

の
美
味
し
さ
と
マ
ッ
チ
し
て
、
中
学
生
な
が
ら
、

実
に
素
晴
ら
し
い
作
品
で
し
た
。
私
が
持
参
致
し

ま
し
た
、
『
ア
ネ
モ
ネ
ー２
月
号
』
を
佳
作
賞
と
し
て

差
し
上
げ
ま
し
た
。
将
来
が
た
の
し
み
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
お
嬢
さ
ん
に
育
て
ら
れ

た
御
両
親
も
御
立
派
で
す
。
後
か
ら
お
話
し
を
伺

っ
て
分
か
っ
た
の
で
す
が
、
お
父
様
は
中
学
の
英

語
の
先
生
。
し
か
し
自
ら
、
「私
は
保
健
指
導
の
先

生
の
よ
う
で
す
」
と
お
っ
し
ゃ
る
。

最
近
の
子
供
た
ち
の
食
生
活
の
荒
廃
か
ら
、
す

ぐ
頭
痛
が
す
る
と
か
、
腹
痛
が
す
る
と
訴
え
て
保

健
室
に
か
け
こ
む
。
そ
の
子
供
た
ち
に
、
清
涼
飲

料
水
や
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
、　
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
な
ど
の

悪
い
影
響
に
つ
い
て
話
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

い
つゝ
。

ま
た
お
母
様
は
、
こ
の
教
室
で
勉
強
さ
れ
、
長

く
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
実
践
を
さ
れ
、
御
家

族
の
薬
局
長
と
し
て

一
家
の
要
で
す
。
本
当
に
素

晴
ら
し
い
御
家
族
で
す
。

ま
た
、
松
永
先
生
御
自
身
も
二
人
の
お
嬢
さ
ん



た
ち
に
リ
マ
ク
ッ
キ
ン
グ
を
教
え
ら
れ
、
な
か
に

は
本
校
ま
で
学
び
に
来
ら
れ
た
方
も
い
ら

っ
し
ゃ

っ
て
、
御
主
人
様
を
は
じ
め
文
字
通
り
家
族
ぐ
る

み
で
自
然
食
品
の
店
舗
も
運
営
し
て
い
ら

っ
し
ゃ

る
の
で
す
。

地
方
で
教
室
を
運
営
し
て
ゆ
く
と
い
う
こ
と
は

皆
さ
ん
が
集
い
や
す
い
よ
う
な
企
画
を
立
て
る
こ

と
や
、
親
身
に
な

っ
て
お
世
話
す
る
こ
と
な
ど
、

本
当
に
難
間
が

一
杯
な
の
で
す
。
そ
れ
を
長
年
続

け
て
運
営
し
て
こ
ら
れ
る
実
績
に
は
本
当
に
頭
が

下
が
り
ま
す
。

目
下
の
と
こ
ろ
、
愛
知
県
小
牧
市
の
長
生
堂
の

運
営
す
る
小
牧
校
、
こ
ち
ら
も
長
い
実
績
が
あ
り

ま
す
が
、
芽
を
出
し
か
け
て
い
る
鳥
取
県
東
伯
町

の
食
養
村
ヤ
ス
恵
の
熱
心
な
活
動
、
本
校
と
密
接

な
関
り
を
持

っ
て
共
に
あ
ゆ
ん
で
ゆ
こ
う
と
さ
れ

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
お
近
く
の
皆
様
は
ぜ
ひ

各
教
室
の
方

へ
も
お
運
び
下
さ
い
。

今
月
は
、
富
士
宮
校
に
出
品
さ
れ
た
方
の
レ
シ

ピ
を
御
紹
介
致
し
ま
し
ょ
う
。

∩田日間‐二゙‐旧Ｈ円Ｈ日〕遠藤さわゑさん

●
材
　
料

た
か
き
び
粉
１３０
グ
ラ
ム
　
玄
米
粉
３０‐
グ
ラ
ム

餅
玄
米
粉
３‐０
グ
ラ
ム
　
本
＜
ず
粉
１５０
グ
ラ
ム

白
味
日
１００
グ
ラ
ム
　
＜
る
み
２
カ
ツ
プ

①
　
く
ず
粉
を
２
カ
ッ
プ
の
水
で
と
き
、
他
の
粉

も
加
え
、
白
味
噌
も
加
え
て
良
く
こ
ね
る
。
耳

た
ぶ
く
ら
い
の
や
わ
ら
か
さ
に
し
て
、　
一
握
り

ず

つ
に
丸
め
る
。

②
　
蒸
気
の
上
が

っ
た
蒸
し
器
に
入
れ
、
約
２０
分

蒸
す
。
そ
の
時
く
る
み
も
上
に
の
せ
る
。

③
　
く
る
み
の
半
量
は
取
り
除
き
、
他
は
良
く
掲

い
て
こ
ね
、
う
づ
ら
の
卵
大
に
丸
め
、
く
る
み

を
の
せ
、　
一
つ
ず

つ
ラ
ッ
プ
で
包
む
。

丁
度
、
弥
生
二
月
の
雛
祭
り
に
作
ら
れ
て
も
良

い
可
愛
ら
し
い
お
菓
子
で
す
。
ホ
ン
ノ
リ
と
し

た
白
味
噌
の
甘
み
が
上
品
な
味
で
す
。

●
材
料

　
（約
５０
コ
）

地
粉
３００
グ
ラ
ム
　
胡
麻
油
大
さ
じ
３

塩
小
さ
じ
１
弱
　
シ
ナ
モ
ン
小
さ
じ
１
弱

水
約
１５０
∝
　
フ
ー
モ
ン
ド
、
＜
る
み
、
カ
シ
ュ

ー
ナ
ツ
ツ
各
４０
グ
ラ
ム
　
レ
ー
ズ
ン
３０
グ
ラ
ム

白
胡
麻
大
き
じ
１
　
ピ
ー
ナ
ツ
ツ
大
さ
じ
２

さ
つ
ま
芋
側
グ
ラ
ム

①
　
地
粉
を
ボ
ー
ル
に
入
れ
、
油
、
塩
、
シ
ナ
モ

ン
を
加
え
手
で
良
く
も
み
ま
ぜ
、
水
を
加
え
て

軽
く
こ
ね
、
ぬ
れ
布
巾
を
か
け
て
３０
分
ほ
ど
お

②
　
ナ
ッ
ツ
類
は
き
ざ
み
、
白
胡
麻
は
炒
る
。

③
　
さ
つ
ま
芋
は
蒸
か
し
て
皮
を
む
き
つ
ぶ
す
。

ア
ー
モ
ン
ド
の
一
部
を
の
ぞ
い
た
②
を
加
え
て

ま
ぜ
ｌ
ｃｍ
直
径
く
ら
い
に
丸
め
る
。

④
　
①
を
２
ｍｍ
く
ら
い
の
厚
さ
に
の
ば
し
４
～
５

ｃｍ
直
径
の
丸
型
で
抜
き
、
③
を
の
せ
、
三
方
を

つ
ま
ん
で
包
み
、
ア
ー
モ
ン
ド
を
の
せ
る
。

⑤
　
２００
℃
の
オ
ー
ブ
ン
に
入
れ
、
約
２５
分
焼
く
。

こ
ち
ら
も

一
口
で
お
口
に
入
り
そ
う
な
可
愛
い

プ
チ

・
プ
チ

・
ガ
ト
ー
で
す
。
お
雛
祭
り
の
パ
ー

テ
ィ
に
ふ
さ
わ
し
い
で
す
ね
。
た
だ
ナ
ッ
ツ
類
は

い
ず
れ
も
陰
性
な
も
の
で
す
か
ら
、
種
類
を
少
し

控
え
ら
れ
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

串
田
本
子
さ
ん



木
村
久
美
子
さ

一 一 ん

一“糊料５（卿爆ヵ）にんじん２‐０グラム

①
・
玄
米
は
洗
っ
て
、
２
割
増
の
水
と
塩
少
々
を

加
え
て
、
圧
力
鍋
で
い
つ
も
の
よ
う
に
炊
く
。

②
　
に
ん
じ
ん
は
斜
め
薄
切
り
に
し
て
、
細
く
切

り
、
塩
小
さ
じ
１
を
ま
ぶ
し
て
蒸
煮
す
る
。

③
　
玄
米
ご
飯
に
②
を
ま
ぜ
る
。

木
村
さ
ん
は
初
め
て
出
品
さ
れ
た
の
で
す
が
、

こ
の
他
に
リ
ン
ゴ
パ
イ
や
お
や
き
パ
イ
も
作
っ
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
に
ん
じ
ん
ご
飯
に
、
油

揚
げ
の
細
切
り
を
煮
た
も
の
も
ま
ぜ
、
白
胡
麻
を

炒
っ
て
胡
麻
に
し
て
ふ
り
か
け
れ
ば
、
こ
れ
も
雛

祭
り
の
ご
馳
走
の
主
食
と
な
り
ま
す
ね
。

〔日円Ⅲ田田日И田田〕安部智恵子さん

●
材
料

　

（五
人
分
）

高
野
豆
腐

（凍
み
凍
結
）
５
枚
　
人
参
１
本

塩
少
マ
　
昆
布
出
し
汁
２
カ
ッ
プ
醤
油
大
さ

じ
２
　
海
苔
５
枚
　
地
粉
少
々
　
揚
げ
油

①
　
高
野
豆
腐
は
ぬ
る
ま
湯
で
も
ど
し
、
軽
る
く

押
し
洗
い
し
、
出
し
汁
に
塩
、
醤
油
を
加
え
て

煮
る
。
タ
テ
２
ツ
に
切
る
。

②
　
人
参
は
高
野
豆
腐
の
型
に
合
わ
せ
て
５
枚
切

り
、
①
に
加
え
て
煮
る
。

③
　
海
苔
を
半
分
に
切
る
。

④
　
一局
野
豆
腐
の
間
に
人
参
を
は
さ
み
、
軽
る
く

汁
を
し
ぼ
り
、
海
苔
で
ク
ル
ク
ル
と
巻
き
、
地

粉
の
水
溶
き
で
端
を
止
め
、
油
で
揚
げ
る
。

⑤
　
斜
め
に
切
り
分
け
る
。

一昌
野
サ
ン
ド
は
リ
マ
・
ク
ッ
キ
ン
グ
の
定
版
と

も
い
え
る
メ
ニ
ュ
ー
で
、
お
も
て
な
し
料
理
に

ピ
ッ
タ
リ
で
す
。
一局
野
豆
腐
を
良
く
煮
含
め
る

こ
と
と
、
汁
気
を
し
ぼ
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し

て
揚
げ
る
の
が
コ
ツ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

高野サンド

え・きくちいくこ

人参入りな米ご
｀
t'ル

/力  1.詞
B5判  130ペ ージ 定価 800円  発売中 !
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美
人
に
な
る
と
治
る
？

私
は
美
人
が
大
好
き
だ
、
美
人
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
有
る
。
人
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
る
物
や
人
や
事
に

引
き
つ
け
ら
れ
る
。

病
人
は
陰
気
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
無

い
、
病
人
の
住

む
家
に
も
、
病
人
の
食

べ
る
も
の
に
も

エ
ネ
ル
ギ
ー

が
無
い
。
病
人
の
心
の
動
き
や
波
動
に
も

エ
ネ
ル
ギ

ー
が
な
い
、
感
じ
ら
れ
な
い
、
感
動
も
な
い
、
歩
き

方
や
姿
勢
や
呼
吸
に
も

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
な
い
。

美
し
い
も
の
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
る
、
病
気
を

治
し
た
け
れ
ば
自
分
を
美
し
く
す
る
、
回
り
も
美
く

し
く
す
る
、
行
動
も
姿
勢
も
表
情
も
口
調
も
美
し
く

す
る
、
美
の
生
活
を
す
る
と
治
る
、
治
そ
う
と
し
な

く
て
も
治

っ
て
し
ま
う
。

美
人
の
住
む
家
庭
は
…
…

・
便
所
が
ピ
カ
ピ
カ
、
台
所
も
ピ
カ
ピ
カ

。
明
る
い
、
温
か
い
、　
ユ
ー
モ
ア
の
波
動

。

「
お
帰
リ
ー
」
の
声
が
い
つ
も
あ
る

。
同
じ
物
を
同
じ
時
間
に
同
じ
テ
ー
ブ
ル
で
食
す

。
「良
か
っ
た
」
「嬉
し
か

っ
た
」
「有
り
難
か
っ
た
」

難
０
■
ぐ
■
〓
鑽
■
一０
■

，
■
」●

牧
一内
泰
道

一
一
一一
一
・・一一一．・
　

　

　

　

　

一

人
修
学
協
会
理
事
長

・
熱
海
温
泉
道
場
長

…
―
の
話
題
ば
か
り

。
置
き
方
、
置
物
に
、　
千
不
ル
ギ
ー
が
あ
る

「美
」
の
想
像
と
創
造
が
治
す

美
人
は

「私
は
美
人
だ
」
と
思
い
込
ん
で
い
る
、

だ
か
ら
そ
の
と
う
り
美
人
に
な
る
、
運
の
悪
い
人
は

「
私
は
運
が
悪
い
」
と
思
い
込
ん
で
い
る
、
だ
か
ら
そ

の
と
う
り
運
が
悪
い
。
人
は
想
像
し
た
と
う
り
の
人

間
に
な
る
、
想
像
し
た
事
が
創
造
さ
れ
る
の
だ
。

な
ら
ば
良

い
想
像
を
す
る
事
だ
、
悪
い
想
像
を
し

て

一
生
を
終
わ
る
人
が
多
い
、
病
気
が
ち
に
、
遠
慮

が
ち
に

「気
の
な
い

一
生
」
を
終
わ
る
人
が
多

い
。

一
度
し
か
な
い
人
生
な
ら
ば
‐００
％
生
き
抜
い
て

「何

だ
か
ん
だ
と
言

っ
て
も
、
俺
の
人
生
は
面
白
か
っ
た
、

良
か
っ
た
」
と
言

っ
て
死
ぬ
の
だ
。

そ
の
為
に
、
此
の

「想
像
は
創
造
」
の
原
理
を
応

用
し
て
生
き
る
、
「私
は
美
人
だ
」
「私
は
頭
が
い
い
」

「私
は
ツ
イ
て
る
」
…
…
と
。

人
生
は
演
技
だ
、
真
似
し
ろ

健
康
に
な
り
た
け
れ
ば
、
健
康
の
真
似
を
す
る
、

運
の
良
い
人
に
な
り
た
け
れ
ば
、
運
の
良
い
人
と
同

じ
様
な
生
活
を
す
る
。

病
人
は
病
気
に
な
る
様
な
生
活
を
根
気
良
く
長
い

間
続
け
て
来
た
、
病
人
と
同
じ
様
な
生
活
を
し
、
病

人
に
な
る
練
習
を
続
け
て
来
た
、
そ
の
結
果
病
人
の

姿
が
創
造
さ
れ
た
訳
だ
。

運
の
悪
い
人
は
、
す
ぐ
判
る
、
眉
に
数
を
寄
せ
い

か
に
も

「私
は
運
が
悪
い
の
で
す
」
と
言
う
様
な
顔

を
し
て
歩
い
て
い
る
。
運
の
悪
く
な
る
様
な
表
情
や

姿
勢
や
歩
き
方
を
し
て
い
る
、
陰
気
、
の
ろ
ま
、
早

喰
い
で
あ
る
。

「気
の
な
い
生
活
者
」
は
同
じ
波
動
だ
か
ら
、
同

じ
波
動
の
場
に
集
ま
る
。

世
間
に
は
、健
康
で
豊
か
な
人
も
沢
山
存
在
す
る
、

「気
の
有
る
人
」
は
元
気
で
明
る
い
、
前
向
き
だ
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
充
電
で
き
る
。

所
詮
人
生
は
演
技
で
あ
る
、
俳
優
に
な
っ
て
思
い

き
り
生
き
抜
く
の
だ
。

シ
ン
プ
ル
ラ
イ
フ
の
シ
ナ
リ
オ
を
書
き
、　
エ
ン
ジ

ョ
イ
ラ
イ
フ
を
演
出
す
る
。

自
分
は
俳
優
、
世
間
は
舞
台
、
演
出
も
シ
ナ
リ
オ

も
思
い
ど
う
り
だ
、
だ
か
ら
愉
快
だ
、
面
白
い
、
こ

の
世
は
ど
の
様
に
も
な
る
、
自
分
の
想
像
し
た
と
う

り
に
創
造
さ
れ
る
の
だ
。

質
問
相
談
室
●
０
５
５
７
１
・３
０
１
２
１
０
１
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癌く 編 〉

癌
は
す
ぐ
治
る

会
津
若
松
に
、
四
十
年
前
か
ら
玄
米
を
食
べ
て

い
る
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
は
あ
る
家
族

が
中
心
に
な

っ
て
い
て
、
そ
の

一
家
が
料
理
の
学

校
を
開
い
た
り
し
て
、
活
躍
し
て
い
る
ん
で
す
。

以
前
、
こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
る
と

き
、
そ
こ
の
お
父
さ
ん
が
、
急
に
体
の
調
子
が
悪

く
な
り
ま
し
て
ね
、
さ
っ
そ
く
東
北
大

へ
行

っ
て

み
て
も
ら
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
う
し
た
ら
、
も
う

す
で
に
癌
の
末
期
だ
と
言
わ
れ
て
し
ま
っ
た
ん
で

す
ね
。
胃
癌
が
か
な
り
、
全
身
に
転
移
し
て
い
ま

し
て
ね
…
…
。
と
て
も
こ
れ
で
は
助
か
ら
な
い
と
、

そ
う
言
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
お
父
さ
ん
、
当

時
は
六
十
五
歳
ぐ
ら
い
で
し
た
が
…
…
。

そ
れ
で
結
局
、
私
の
と
こ
ろ
に
電
話
が
か
か
っ

て
き
ま
し
て
、
泣
き
つ
い
て
き
た
ん
で
す
。
も
ち

ろ
ん
、
み
て
あ
げ
ま
し
て
、
治
し
て
あ
げ
ま
し
た

よ
。
そ
の
と
き
の
治
療
法
と
い
う
の
は
、
な
に
も

特
別
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
い
た
い
、
癌

の
処
方
箋
と
い
う
の
は
そ
う
難
し
く
な
い
ん
で

す
、
い
ま
申
し
上
げ
た
と
お
り
。
玄
米
に
ご
ま
塩

を
い
っ
ぱ
い
か
け
る
こ
と
と
、
根
菜
類
を
油
と
塩

で
煮
し
め
た
よ
う
な
、
よ
う
す
る
に
陽
性
食
で
す

ね
。
ゆ
る
ん
で
い
る
細
胞
を
、
反
対
に
し
め
つ
け

て
し
ま
え
ば
い
い
わ
け
で
す
。

飲
み
物
も
塩
番
茶
と
か
、
梅
生
番
茶
と
か
、
塩

気
を
入
れ
た
も
の
。
手
当
て
も
生
姜
湿
布
と
芋
パ

ス
タ
な
ど
で
す
。
そ
ん
な
ふ
う
に
、
私
は
た
だ
い

つ
も
の
よ
う
に
食
箋
を
教
え
て
あ
げ
た
。
そ
う
し

た
ら
、
四
カ
月
目
に
、
本
人
は
す

っ
か
り
元
気
に

な
り
ま
し
て
ね
。
散
歩
を
始
め
る
し
、
庭
木
造
り

ま
で
始
め
る
始
末
で
す
。

私
の
と
こ
ろ
へ
も
、
娘
さ
ん
が
お
礼
に
い
ら

っ

し
ゃ
い
ま
し
て
ね
。
ち
ょ
う
ど
元
気
に
な
ら
れ
て

五
カ
月
日
の
こ
ろ
で
す
か
。
そ
の
こ
ろ
私
は
、
Ｃ

Ｉ
の
健
康
学
園
と
い
う
の
を
伊
豆

・
松
崎
の
海
岸

で
や
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
そ
こ
へ
娘
さ
ん
が
来

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
「
い
ま
父
は
、
非
常
に
い
い

顔
色
に
な
っ
て
、
あ
ち
こ
ち
飛
び
歩
い
て
て
、
そ

れ
を
見
た
親
戚
の
ひ
と
か
ら
も
、
大
森
先
生
の
と

こ
ろ
へ
行

っ
て
お
礼
し
て
来
な
さ
い
、
と
言
わ
れ

ま
し
て
、
と
り
あ
え
ず
私
が
、
親
戚
を
代
表
し
て

お
礼
に
ま
い
り
ま
し
た
」
と
言

っ
て
い
ま
し
た
。

わ
ざ
わ
ざ
会
津
若
松
か
ら
来
た
わ
け
で
す
か
ら
、

私
も
、
「あ
ん
た
も
ね
、
健
康
学
園
で
海
水
浴
や
っ

て
ね
、
若
返

っ
て
帰
り
な
さ
い
」
と
言

っ
て
、
三

日
ば
か
り
で
お
返
し
し
ま
し
た
。

癌
の
ほ
ん
と
う
の
お
そ
ろ
し
さ

と
こ
ろ
が
、
そ
の
翌
日
に
な
っ
て
突
然
、
本
人

か
ら
電
話
が
来
ま
し
て
ね
、
な
ん
と
、
酒
が
飲
み



た
い
っ
て
言
い
だ
す
ん
だ
。
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
い
、

鯨
の
ス
ー
プ
も
飲
み
た
い
っ
て
言
う
ん
で
す
よ
。

実
は
ね
、
こ
の
お
父
さ
ん
の
癌
の
原
因
の

一
つ

に
、
そ
の
鯨
を
食
べ
て
い
た
っ
て
こ
と
も
あ
る
ん

で
す
。
だ
か
ら
も
ち
ろ
ん
、
私
は
反
対
し
た
。
鯨

で
つ
く

っ
た
癌
だ
か
ら
、
と
ん
で
も
な
い
っ
て
言

っ
た
の
で
す
。

こ
こ
が
ね
、
癌
の
お
そ
ろ
し
い
と
こ
ろ
な
ん
で

す
よ
。
こ
れ
が
も
し
胃
潰
瘍
だ

っ
た
ら
、
胃
を
切

っ
た
翌
日
に
酒
を
飲
も
う
が
邪
食
し
よ
う
が
、
た

い
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
ん
で
す
。
な
ん
と
か

な
る
。
け
れ
ど
も
、
癌
と
い
う
も
の
は
、
治

っ
た

と
い
っ
た

っ
て
ま
だ
全
身
の
細
胞
が
癌
化
し
て
い

る
と
考
え
た
ほ
う
が
い
い
。
そ
の
う
ち
の
、
い
ち

ば
ん
弱

っ
て
い
る
部
分
が
盛
り
上
が
っ
て
、
癌
細

胞
に
な

っ
た
だ
け
で
、
ほ
ん
と
う
は
全
身
が
ま
だ

癌
化
し
て
い
る
ん
だ
。
だ
か
ら
、
治

っ
た
あ
と
も
、

ま
だ
ま
だ
安
心
で
き
な
い
ん
で
す
。
体
中
の
、
何

兆
と
あ
る
細
胞
が
み
ん
な
ゆ
る
ん
じ
ゃ
っ
て
い
る

わ
け
で
す
か
ら
。

だ
か
ら
、
癌
の
末
期
の
ひ
と
は
、
お
菓
子
ひ
と

切
れ
で
も
死
に
ま
す
よ
。
そ
れ
を
、
鯨
の
ス
ー
プ

な
ん
て
言
い
だ
す
ん
だ
か
ら
、
こ
ま
っ
ち
ゃ
い
ま

す
ね
え
。

と
こ
ろ
が
癌
の
連
中
と
い
う
の
は
、
な
ぜ
か
性

格
が
も
の
す
ご
く
頑
固
な
ん
で
す
。
い
ざ
と
な

っ

た
ら
、
こ
っ
ち
の
言
う
こ
と
な
ん
か
き
か
な
い
ん

で
す
。
「私
の
体
な
ん
だ
か
ら
、
私
の
自
由
に
し
て

い
い
で
し
ょ
う
」
と
ま
で
言
い
だ
す
始
末
で
ね
。

だ

っ
た
ら
、
な
ぜ
私
に
治
し
て
く
れ
っ
て
頼
ん

だ
ん
だ

っ
て
、
言

っ
て
や
り
た
い
と
こ
ろ
で
す
け

れ
ど
も
、
ど
う
し
て
も
飲
み
た
い
っ
て
言
う
も
の

だ
か
ら
、
ど
う
し
よ
う
も
な
く
な
り
ま
し
て
ね
。

そ
れ
で
、
仕
方
な
く
、
「
お
ち
ょ
こ

一
杯
だ
け

だ
」

っ
て
言

っ
て
あ
げ
た
ん
で
す
よ
。
お
ち
ょ
こ

一
杯
の
鯨
の
ス
ー
プ
。
特
級
酒
も
お
ち
ょ
こ

一
杯

で
す
。

そ
の
か
わ
り
、
娘
さ
ん
に
出
て
も
ら
い
ま
し
て

ね
、
卵
醤
を
用
意
さ
せ
た
ん
で
す
。
た
い
へ
ん
な

こ
と
が
起
き
る
か
ら
、
と
言
い
ま
し
て
ね
。
棺
桶

に
片
足
を
突

っ
込
ん
じ
ゃ
っ
た
の
を
助
け
る
に
は

も
う
、
卵
醤
し
か
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
。

そ
う
し
た
ら
、
朝
方
に
死
ん
で
し
ま
っ
た
ん
で

す
。
な
ん
と
鯨
の
ス
ー
プ
を
、
ど
ん
ぶ
り

一
杯
も

飲
ん
で
い
ま
し
た
。
お
酒
は
三
合
で
す
。
急
い
で

死
ん
で
い
っ
た
よ
う
な
も
の
で
す
ね
。

癌
が
治
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か

と
こ
ろ
が
、
そ
の
あ
と
が
ま
た
た
い
へ
ん
な
ん

で
す
よ
。
亡
く
な
ら
れ
た
ご
主
人
の
、
お
兄
さ
ん

か
ら
長
い
手
紙
が
来
ま
し
た
。
Ｈ
さ
ん
と
い
う
有

名
な
書
道
家
で
す
。
な
ん
で
も
、
そ
の
こ
ろ
玄
米

士冗

9876 5432 1

目
　
　
次

ガ
ン
の
正
体
―
―
無
双
原
理
に
よ
る
ガ
ン

の
解
明
―
―

夏
に
多
い
病
気
・症
状
の
原
因
と
手
当
方
法

正
食
に
よ
る
短
時
間
睡
眠
法

ど
の
食
べ
物
が
体
の
ど
こ
へ
行
く
か

動
物
性
食
品
の

「安
全
な
」
食
べ
方

「危

険
な
」
食
べ
方

正
食
療
法
と
手
当
法
　
（
１
）

″
　
　
″
　

　

（
２
）

Ｃ

Ｒ

Ｕ

Ｘ

（
Ｐ

Ｕ

問

題

集

）

を

解

く

Ｐ
Ｕ

・
正
食
Ｑ
＆
Ａ

●ご注文はハガキ。電話・FAXで。後払いでお受けします。

日本CI協会 ]13需3驚驚誡器 :,1闘



歴
六
十
年
で
、
八
十
六
歳
で
し
た
か
、
そ
の
方
か

ら
手
紙
で
、
た
い
へ
ん
な
抗
議
を
い
た
だ
い
た
わ

け
で
す
。

そ
れ
に
よ
る
と

「大
森
先
生
は
噂
に
よ
る
と
、

世
界
で
い
ち
ば
ん
厳
格
な
食
養
の
指
導
者
だ
と
聞

い
て
い
る
。
そ
れ
な
の
に
、
な
ぜ
私
の
弟
に
邪
食

を
許
し
た
の
か
。
そ
の
点
が
ど
う
し
て
も
な

っ
と

く
が
い
か
な
い
」
と
言
う
ん
で
す
ね
。
た
だ
し
、

「親
戚

一
同
、
と
て
も
感
謝
し
て
い
る
」
と
。
医
者

が
見
放
し
た
も
の
を
あ
そ
こ
ま
で
治
し
て
く
れ

て
、
半
年
ち
か
く
、
元
気
に
な

っ
て
散
歩
ま
で
で

き
る
よ
う
に
し
て
く
れ
た
ん
だ
か
ら
、
そ
の
こ
と

に
関
し
て
は
感
謝
し
て
い
る
と
言
う
ん
で
す
。
な

ん
で
も
本
人
が
、
死
ぬ
前
の
日
に
、
親
戚
み
ん
な

の
前
で
私
の
こ
と
を
ほ
め
て
く
れ
て
い
た
ら
し
い

ん
で
す
ね
。

け
れ
ど
も
、
感
謝
し
て
い
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、

「世
界
で
い
ち
ば
ん
厳
し
い
と
い
わ
れ
る
方
が
な

ぜ
、
お
ち
ょ
こ

一
杯
を
許
し
た
の
か
。
も
う
そ
の

時
点
で
、
指
導
者
と
し
て
の
精
神
が
だ
め
だ
」
と

そ
う
い
う
、
厳
し
い
ご
批
判
の
お
手
紙
を
い
た
だ

い
た
ん
で
す
。

だ
い
た
い
癌
患
者
を
指
導
す
る
と
き
、
私
は
ね
、

食
箋
を
す
く
な
く
と
も
三
年
は
厳
格
に
や

っ
て
ほ

し
い
と
言

っ
て
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
患
者
の
精

神
状
態
に
関
し
て
は
、
こ
れ
は
も
う
ど
う
し
よ
う

も
な
い
ん
で
す
。
で
す
か
ら
、
ど
う
し
て
も
言
う

こ
と
を
聞
か
な
い
患
者
に
は
ね
、
ほ
ん
の
す
こ
し

だ
け
邪
食
を
許
し
て
、
そ
れ
で
痛
い
思
い
を
さ
せ

て
反
省
さ
せ
る
。
人
間
と
い
う
の
は
そ
こ
ま
で
し

な
い
と
だ
め
な
ん
で
す
ね
。
そ
れ
で
、
あ
の
お
父

さ
ん
の
場
合
に
も
、
お
ち
ょ
こ

一
杯
を
許
し
た
わ

け
で
す
。
そ
の
よ
う
に
説
明
し
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
に
、
癌
と
い
う
も
の
は
元
気
に
な

っ

て
か
ら
も
、
ほ
ん
と
う
は
五
年
く
ら
い
は
み
て
あ

げ
て
い
な
い
と
、
危
な
く
て
し
ょ
う
が
な
い
も
の

な
ん
で
す
よ
。
ま
あ
、
い
ま
の
患
者
さ
ん
は
だ
い

た
い
、
私
が
治
し
て
あ
げ
て
か
ら
五
年
以
上
は
ピ

ン
ピ
ン
し
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
。

と
こ
ろ
で
最
近
の
お
医
者
さ
ん
た
ち
は
、
癌
を

治
す
と
き
に
、
ど
の
程
度
の
も
の
を

″治

っ
た
″

と
判
断
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
た
と
え
ば

大
病
院
で
で
す
ね
、
現
代
的
な
精
密
検
査
を
し
て
、

細
胞
ま
で
全
部
調
べ
て
、
た
と
え
、
ど
こ
に
も
癌

細
胞
が
な
い
状
態
に
な

っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な

っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
で
は
と
て
も
治

っ
た
と
は

言
え
な
い
わ
け
で
す
。
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
五
年
。

五
年
た
っ
て
、
よ
う
や
く

一
人
前
の
日
常
生
活
が

送
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
は
じ
め
て
、
治

っ
た
と
言

え
る
わ
け
で
す
。

そ
れ
に
私
は
、
現
代
医
学
の
検
査
は
受
け
る
な
、

と
ま
で
言
い
切

っ
て
い
ま
す
。
ど
う
い
う
こ
と
か

と
言
い
ま
す
と
、
た
と
え
ば
胃
を
検
査
す
る
と
き
、

胃
カ
メ
ラ
を
入
れ
た
り
し
ま
す
ね
。
と
こ
ろ
が
癌

細
胞
と
い
う
の
は
ね
、
刺
激
し
た
ら
悪
化
す
る
ん

で
す
。
そ
れ
な
の
に
、
薬
を
つ
か
っ
た
り
、
レ
ン

ト
ゲ
ン
を
か
け
た
り
す
る
。
そ
れ
で
、
せ
っ
か
く

治
り
か
け
た
の
が
ま
た
検
査
し
た
ば

っ
か
り
に
、

ひ
ど
く
な

っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。

（
つ
づ
く
）



健
康
な
子
供
を
産
む
た
め
の

「
マ
ク
ロ
ダ
イ
エ
ツ
ト
法
」

男
の
子
が
欲
し
い
、
女
の
子
が
欲
し
い
と
い
う
希

望
を
良
く
聞
き
ま
す
が
、
で
は
、
ど
ん
な
仕
組
み
で

男
の
子
や
女
の
子
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

宇
宙
の
法
則
を
見
る
と
、
「陰
は
陽
を
生
み
、
陽
は

陰
を
生
む
」
と
あ
り
ま
す
。

父
親

（陽
性
）
の
精
子
が
母
親
の
卵
子
よ
り
健
康

な
ら
女
児
が
産
ま
れ
、
母
親

（陰
性
）
の
卵
子
が
健

康
な
ら
男
児
が
産
ま
れ
る
理
屈
で
す
。

◆

♂
∧
♀
↓
♂

母
親
が
動
物
性
の
食
べ
物
を
節
し
て
い
る
程
、
血

液
は
ア
ル
カ
リ
性

。
健
康
な
状
態
に
な
り
ま
す
。
そ

の
状
態
で
で
き
る
卵
子
は
健
康
で
丈
夫
に
育
ち
ま
す

か
ら
、
男
児
が
生
ま
れ
る
頻
度
が
高
く
な
り
ま
す
。

卵
子
が
精
子
よ
り
健
康
な
ら
生
ま
れ
て
く
る
子
供

は

「男
子
」
で
す
。

性
細
胞
の
健
康
度
だ
け
で
考
え
て
も
、
母
親
が
父

親
よ
り
若
い
ほ
ど
、
男
児
が
生
ま
れ
る
頻
度
が
高
く

な
り
ま
す
。

◆

♂
∨
♀
↓
♀

逆
に
、
母
親
が
動
物
性
蛋
自
質
を
多
く
摂
り
、
砂

糖

・
果
物
を
含
む
食
品
や
、
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
ん
で

血
液
を
酸
性

・
汚
血
に
し
て
い
る
と
、
育
つ
卵
子
は

弱
く
な
る
の
で
女
児
が
生
ま
れ
ま
す
。

精
子
が
卵
子
よ
り
健
康
な
ら
生
ま
れ
て
く
る
子
供

は

「女
児
」
で
す
。

高
齢
の
母
親
が
女
児
を
産
む
頻
度
が
高
い
の
は
そ

の
た
め
で
す
。

但
し
、
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
が
ア
ル
コ
ー
ル
を

摂
取
し
て
い
る
と
、
特
に
妊
娠
初
期

（妊
娠
と
判
断

が
つ
く
前
の
時
期
）
の
飲
酒
で
は
、
生
ま
れ
る
子
供

に
ダ
ウ
ン
症
を
始
め
脳

・
神
経
の
障
害
を
起
こ
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
結
婚
前
か
ら
、
女
性
が
飲
酒
の
習

慣
を
持
つ
の
は
、
非
常
に
危
険
な
事
で
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
の
メ
ー
カ
ー
は
、
若
い
女
性
層

を
商
圏
に
取
り
込
む
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
宣
伝
を
し

て
い
ま
す
。
亡
国
産
業
の
餌
食
に
な
ら
な
い
様
、
用

心
々
々
。
そ
の
他
、
便
利
さ
、
簡
便
さ
を
担

っ
た
化

学
調
味
料
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

類
、
固
形
ス
ー
プ
類
、
各
種
タ
レ
類
な
ど
等
、
更
に

阿
部
　
責

◎
赤
坂

レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ソ

ニ
ッ
ク
院
長

東
京
都
港
区
赤
坂
２
１
１４
１
２８
　
鳳
月
堂
ビ
ル
４
Ｆ

〒
１
０
７
　
容
０
３

（３
５
８
６
）
５
９
５
６

健
康
飲
料
、
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
、
市
販
の
全
て
の
ジ

ュ

ー
ス
類
も
同
罪
の
製
品
で
す
。

命
は
、
私
達
に
と

っ
て

一
番
大
切
な
掛
け
替
え
の

無

い
も
の
で
す
。
そ
の
命
を
養
う
た
め
に
「簡
便
に
、

手
軽
に
」
で
は
、
貴
女
の
命
や
人
生
を
余
り
に
も
軽

視
し
た
考
え
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

最
近
、
人
命
の
貴
さ
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

重
み
を
自
ら
実
行
す
る
に
は
、
ま
ず
手
始
め
に
、
食

べ
物
は
手
塩
に
か
け
て
作
る
の
が
本
筋
と
い
う
も
の

で
す
。
愛
情
を
込
め
、
気
を
入
れ
て
作
る
、
手
塩
に

か
け
た
食

べ
物
か
ら
し
か
、
本
当
の
健
康
や
、
健
全

な
心
は
育
ち
ま
せ
ん
。

た
だ
、
「男
の
子
が
欲
し
い
」
「
女
の
子
が
欲
し
い
」

と
い
う
だ
け
で
、　
一
時
的
に
食
事
療
法
を
行
い
、
願

い
が
叶

っ
て
も
、
子
供
が
不
健
全
に
育

っ
た
の
で
は
、

何
の
た
め
の
思
い
入
れ
だ

っ
た
の
か
と
反
省
の
時
が

来
る
に
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。

ア
メ
リ
カ
上
院
の
栄
養
特
別
委
員
会
で
は
、
人
間

に
最
も
理
想
的
な
食
事
は
、
日
本
の
室
町
時
代
以
前

の

「精
進
料
理
」
と
結
論
し
て
い
ま
す
。
そ
の
精
進

料
理
は
、
私
達
祖
先
の
英
知
の
結
晶
で
あ
り
、
人
類

の
遺
産
と
も
言
え
る
料
理
で
す
。

健
康
な
母
親
が
、
安
全
に
、
健
康
な
子
供
を
産
み
、

健
康
に
育
て
る
事
の
大
切
さ
を
、
今

一
度
考
え
て
み

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
日
々
の
食

べ
物
の
努
力
は
地

味
で
す
が
、
小
さ
な
毎
日
の
努
力
の
積
み
重
ね
が
将

来
の
健
康
と
幸
せ
を
作
り
ま
す
。



身土不二 と一物全体の
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務
む
べ
し

絹
綴
り

《
同
注
釈
》

（カ
ナ
ヅ
カ
イ
は
原
本
の
ま
ま
）

①
君
は
天
照
る
月
日
な
り
…
…

「
君
」
は

「木
実
」

の
義
で
男
神
女
神
を
表
わ
す
。
男
女
の
君
と
い
う

の
は
、
天
に
照
る
日
と
月
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る

と
の
意
。

②
火
摩
…
…
火
鑽
の
こ
と
。
樅

・
檜
な
ど
の
枯
木

を
も
ん
で
火
を
起
こ
す
法
。

③
火
打
ち
…
…
火
打
ち
石
と
火
打
ち
鎌
を
打
ち
合

わ
せ
て
発
火
さ
せ
る
方
法
。

④
良
女
…
…
嫁
の
こ
と
。

《
同
口
訳
》

忍
穂
耳

尊

（天
照
神
の
嫡
子
）
が
、
伊
勢
の
道

に
つ
い
て
聞
き
た
い
と
申
さ
れ
ま
し
た
。
天
児

屋

〈叩

（春
日
磨
命
）
は
説
か
れ
ま
す
。

「男
女
と
い
う
も
の
は
、
八
百
万
の
人
間
が
い
れ

ば
八
百
万
の
人
と
も
分
け
隔
て
な
く
、
み
な
天
地

の
法
則
と
い
う
も
の
を
備
え
持

っ
て
い
る
も
の
で

ご
ざ
い
ま
す
。
御
世
の
君
と
い
う
の
は
、
男
女

一

対
を
な
し
て
、
は
じ
め
て
君
な
の
で
あ
り
、
日
夜

の
天
に
照
り
輝
く
日
月
の
よ
う
な
も
の
で
ご
ざ
い

ま
す
。
国
神
は
、
そ
の
国
を
照
ら
す
日
月
の
よ
う

な
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
民
も
ま
た
夫
婦
と
な

っ

て
日
月
の
よ
う
に
輝
く
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、

陰
の
中
に
は
火
が
あ
り
、
火
鑽
り
や
火
打
ち
で
生

じ
る
火
は
、
月
の
霊
気
に
よ

っ
て
生
じ
る
火
で
ご

ざ
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
陽
の
中
に
は
水
が
あ
り
、

ま
た
水
が
あ

っ
て
は
じ
め
て
炎
は
燃
え
る
の
で

す
。
炎
の
中
が
暗
い
の
は
、
火
の
中
に
水
が
あ
る

か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
夫
婦
は
男
女
の
違
い
は

あ
り
ま
す
が
、
火
に
水
が
あ
り
、
水
に
火
が
あ
る

ご
と
く
、
そ
の
本
質
を
掌
る
神
は

一
体
な
の
で
あ

◎
伊
勢
の
道
の
教
え
◎

含
秀
真
伝
』
本
文
》

伊
勢
道
お
請
ふ

「
イ
モ
オ
セ
は

分
ち
無
く

法
備
ふ

月
日
な
り

国
の
照
り

陰
に
火
あ
り

月
の
火
ぞ

燃
ゆ
る
火
ぞ

火
の
水
よ

神

一
つ

‘
　
よ

　

め

　
　

　

つ
き

良
女
は
月

光
無
し

月
の
影

日
の
道
は

月
は
内

春
日
麿
命
説
く
な
り

八
百
万
氏
の

み
な
天
地
の

君
は
天
照

国
神
は
そ
の

民
も
月
日
ぞ

２

）^
す
り
０
ひ

う

火
摩
火
打
ち
は

陽

に
水
あ
り
て

中

の
暗
き
は

女
男
互
え
ど

良
夫
は
日
な
り

月

は

も

と

よ

り

日
景
お
受
け
て

女
男
も
こ
れ
な
り

中
節
の
外

男
は
外

業

女
は
内
治
め



り
ま
す
。

良
き
夫
は
日
の
ご
と
く
、
良
き
女
は
月
の
ご
と

し
。
男
は
日
の
霊
気
よ
り
生
ま
れ
、
女
は
月
の
霊

気
よ
り
生
ま
れ
ま
す
。
月
は
も
と
も
と
光
を
持
た

ぬ
も
の
。
日
の
光
を
身
に
受
け
て
、
は
じ
め
て
光

り
輝
き
ま
す
。
男
女
の
理
も
こ
れ
と
同
じ
で
ご
ざ

い
ま
す
。
月
は
日
に
付
き
次
ぐ
ゆ
え
に

『
つ
き
』

と
申
し
ま
す
。
け
っ
し
て
月
で
あ
る
女
が
男
に
先

立

っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

天
空
の
日
の
道
は
、
中
節
の
外
に
あ
り
、
月
の

道
は
中
節
の
内
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
と
同
じ
く
、

日
と
同
気
同
質
の
男
は
表
向
き
の
仕
事
を
掌
り
、

月
と
同
気
同
質
の
女
は
家
内
を
治
め
、
絹
を
織
り

て
操
を
立
て
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
―
―
」

《
筆
者
解
説
》

昨
年
（平
成
五
年
）
、
伊
勢
神
宮
で
は
第
六
十

一

回
式
年
遷
宮
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
遷
宮
は
二
十
年

ご
と
に
行
わ
れ
ま
す
。

な
ぜ
二
十
年
ご
と
に
行
わ
れ
る
の
か
、
何
の
た

め
に
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
行
わ
れ
る
の
か
、
そ
う

す
る
こ
と
に
よ

っ
て
何
が
ど
う
な
る
の
か
、
な
ど

と
疑
間
を
も
た
れ
る
ひ
と
が
多
い
と
存
じ
ま
す
。

紙
面
が
許
せ
ば
、
そ
う
し
た
こ
と
に
つ
い
て
も
述

べ
た
い
の
で
す
が
、
そ
の
ま
え
に
、
伊
勢
神
宮
と

は
い
っ
た
い
ど
う
い
う
神
宮
な
の
か
、
天
照
大
神

を
祭
ら
れ
て
い
る
と
聞
く
が
い
っ
た
い
何
の
た
め

か
、
そ
う
し
た
基
本
的
な
こ
と
を

『
ホ
ツ
マ
』
は

ど
う
記
述
し
て
い
る
か
、
ン」
の
こ
と
を
今
回
述
べ
、

こ
の
た
び
の

「論
考
」
シ
リ
ー
ズ
の
と
り
あ
え
ず

の
マ
ト
メ
に
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

引
用
文
は

『若
彦
命
伊
勢
鈴
明
の
紋
』
の

一
節

で
す
。
天
照
大
神
の
教
え
を
、
天
児
屋
根
命
が
「伊

勢
の
道
の
教
え
」
と
し
て
嫡
子
や
重
臣
た
ち
に
語

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
点
に
関
し
て
、
鳥
居
礼
著
『神
代
の
風
儀
』

（た
ま
出
版
）
が
簡
明
に
解
説
し
て
い
る
の
で
、
そ

れ
を
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

コ
伊
勢
の
道
』
と
は
イ。
モ

・
ヲ
セ。
の
道
の
略
で
、

す
な
わ
ち
男
女
の
踏
み
お
こ
な
う
べ
き
道
を
意
味

し
ま
す
。
の
ち
の
世
に

『妹
背
』
と
い
う
言
葉
と

な

っ
て
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
天
照
大

神
の
説
か
れ
た
教
え
で
、
原
文
に
で
」
の
道
を
　
学

ぶ
所
は
　
神
風
の
　
伊
勢
の
国
な
り
』
と
あ
り
、

伊
勢
国
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
教
え
が
広
ま
っ
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
（中
略
）

天
照
大
神
は
、
母
君
伊
失
舟

尊
の
胎
内
に
お
い

で
に
な
っ
た
と
き
も
、
お
生
ま
れ
に
な
ら
れ
て
か

ら
も
、
母
君
に
ご
苦
労
を
お
か
け
し
た
こ
と
を
思

わ
れ
、

親
の
恵
み
を
　
返
さ
ん
と
　
伏
し
て
思
え
ば

子
を
授
く
　
道
は
恵
み
を
　
返
す
な
り

と
お
お
せ
に
な
ら
れ
た
の
で
し
た
。
す
な
わ
ち
、

親
か
ら
受
け
た
恵
み
を
返
そ
う
と
、
伏
す
よ
う
に

し
て
深
く
考
え
た
が
、
そ
れ
は
、
民
に
子
を
授
け

る
道
を
教
え
導
く
こ
と
で
あ

っ
た
、
と
い
う
こ
と

で
す
。
天
照
大
神
は
、
こ
の
子
孫
繁
栄
の
道
の
も

と
で
あ
る
夫
婦
和
合
の

『伊
勢
の
道
』
を
、
伊
勢

国
は
伊
雑
宮
の
お
白
洲
に
民
を
招
か
れ
お
説
き
に

な
ら
れ
た
の
で
し
た
。
子
孫
繁
栄
、
夫
婦
和
合
の

教
え
こ
そ
、
天
照
大
神
の
も

っ
と
も
重
き
を
置
か

れ
た
も
の
で
あ
り
、
「
ホ
ツ
マ
』
の
中
で
最
重
要
な

思
想
と
い
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
（中
略
）

家
の
核
た
る
夫
婦
の
結
合
を
確
固
た
る
も
の
に

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
の
泰
平
が
導
き
出
せ
る

と
い
う
、
古
代
日
本
人
の
考
え
は
、
男
は
日
の
霊

気
に
よ
っ
て
、
女
は
月
の
霊
気
に
よ
っ
て
生
ず
る

と
い
う
宇
宙
観
に
根
ざ
し
た
も
の
で
し
た
。
男
女

が
和
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
祭
政
が
整
い
、
ひ
い

て
は
天
地
自
然
と
の
調
和
が
保
た
れ
る
と
い
う
、

霊
的
な
視
点
か
ら
の
思
想
な
の
で
す
。

ｏ

『常
睦
ま
じ
く
』

相
と
も
に
　
常
睦
ま
じ
く
　
情
な
せ
　
わ
れ
二

神
の
　
道
を
な
す
　
わ
が
子
つ
ら
つ
ら
　
道
ゆ
か

ば
　
日
月
の
栄
ゑ
　
天
地
と
　
正
に
窮
無
し

（夫
婦
と
も
に
、
常
に
睦
ま
じ
く
し
て
深
い
情
を

も

っ
て
、
お
た
が
い
に
思
い
や
り
な
さ
い
。
わ
が

両
親
の
伊
失
諾

・
伊
失
寺

尊
が
、
男
神
女
神
の
神

力
に
よ

っ
て
天
地
の
歌
を
も

っ
て
民
に
教
え
を
広



め
国
を
栄
え
さ
せ
給
う
た
。
わ
た
し
も
ま
た
、
国

が
栄
え
る
よ
う
に
と
二
神
の
敷
か
れ
た
道
を
歩
ん

だ
。
わ
が
子
も
心
を
こ
め
、
祖
先
よ
り
も
道
を
続

け
て
歩
む
な
ら
、
夫
婦
は
日
月
と
と
も
に
栄
え
、

天
地
と

一
体
と
な
っ
て
、
正
に
無
窮
の
も
の
と
な

る
で
あ
ろ
う
）

ｏ

『子
末
思
ひ
て
』

子
末
思
ひ
て
　
睦
ま
じ
く
　
業
を
務
む
る
　
伊

勢
の
道
か
な

（子
孫
が
長
久
に
続
く
こ
と
を
願

っ
て
、
夫
婦
睦

ま
じ
く
、
心
を
配
る
こ
と
こ
そ
伊
勢
の
道
な
の
で

あ
る
と

（以
下
省
略
）

以
上
の
よ
う
に
説
い
て
い
ま
す
。

要
約
す
れ
ば
、
「伊
勢
の
道
の
教
え
と
は
、
夫
婦

和
合
、
子
孫
繁
栄
の
道
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。夫

婦
相
睦
ま
じ
く
あ
る
た
め
に
は
、
男
女
の
特

徴
や
特
性
を
正
し
く
理
解
し
て
、
己
れ
自
身
を
よ

く
知

っ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

女
男
の
特
徴
を
、
陰
に
火
あ
り
、
陽
に
水
あ
り

て
　
燃
ゆ
る
炎
ぞ
　
中

の
暗
き
は
　
炎

の
水
よ

の
表
現
は
興
味
ふ
か
い
と
こ
ろ
で
す
。
陰
陽
の
定

理
を
述
べ
て
い
ま
す
。

女
は
外
面
は
陰
で
す
が
、
内
に
は
火

（陽
）
が

あ
る
と
い
う
の
で
す
。
す
な
わ
ち
、
陰
陽
の
記
号

で
表
現
す
れ
ば
▽
と
い
う
こ
と
で
す
。

男
は
外
面
は
陽
で
す
が
、
内
に
水

（陰
）
あ
り
、

こ
の
陰
が
あ
る
ゆ
え
に
火
が
燃
え
る
こ
と
が
で
き

る
、
と
い
う
の
で
す
。
す
な
わ
ち
、
△
に
よ

っ
て

示
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

燃
ゆ
る
炎
の
中
に
暗
き
部
分
が
あ
る
の
は
、
炎

（火
＝
陽
）
に
水

（陰
）
が
内
在
し
て
い
る
か
ら
だ

と
解
析
し
、
こ
の
世
に
は
絶
対
の
陽
と
か
、
陰
だ

け
と
い
う
存
在
は
無
い
こ
と
を
も
示
し
て
い
ま
す
。

男
女
の
特
徴
を
理
解
し
た
う
え
で
、
『男
は
外

業
務
む
べ
し
　
女
は
内
治
め
絹
綴
り
』
を
主
た
る

仕
事
と
し
な
さ
い
と
述
べ
て
い
ま
す
。
．

当
時
は
、
男
性
の
外
で
の
仕
事
と
し
て
は
漁
携

狩
猟
採
集
や
農
耕
や
土
木
作
業
等
が
主
だ

っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。
『
ホ
ツ
マ
』
で
は

一
貫
し
て
、
荒
地

を
開
墾
し
て
田
を
つ
く
り
、
稲
作
農
業
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
お
米
の
増
産
を
推
賞
し
て
い
ま
す
。

女
性
の
仕
事
と
し
て
は
、
蚕
飼
し
て
絹
を
ひ
き
、

衣
服
を
織
り
、
育
児
、
家
事
に
専
念
す
る
こ
と
を

も

っ
と
も
貴
重
な
仕
事
と
し
て
い
ま
す
。

お
米
つ
く
り
と
、
絹
織
物

つ
く
り
、
こ
れ
は
現

代
に
お
い
て
も
最
重
要
な
、
わ
が
国
の
風
土
に
最

適
の
産
業
で
あ
る
こ
と
に
か
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

お
米
も
絹
も
、
日
本
と
い
う
風
土
で
生
活
す
る
の

に
は
、
も

っ
と
も
健
康
を
増
進
し
保
持
さ
せ
て
く

れ
る
最
上
の
食
糧
と
衣
料
で
す
。
こ
の
貴
重
な
衣

食
が
、
見
せ
か
け
だ
け
の
加
工
品
や
輸
入
品
に
よ

読
者
の
み
な
さ
ま
へ

協
会
で
は
た
だ
い
ま
、
左
記
の
情
報

を
求
め
て
い
ま
す
。
皆
様
の
身
近
で
関

連
す
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
協
会

・
花
井
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

一
、
館
内
の
Ｐ
Ｏ
Ｐ
を
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

と
し
て
お
手
伝
い
し
て
い
た
だ
け
る

方

（ポ
ス
タ
ー
・
案
内
等
）。

一
、
協
会
に
お
け
る
関
連
行
事
の
テ
ー

プ
お
こ
し
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

手
伝
っ
て
下
さ
る
方
。

一
、
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
的
な
考
え

を
持
た
れ
て
い
る
お
医
者
さ
ん
。

一
、
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
的
一な
考
え
を

持
た
れ
て
い
る
有
機
農
業
実
践
家
。

一
、
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
的
な
生
き

方
を
し
て
い
て
、
ぜ
ひ
本
誌
で
紹
介

し
た
い
方
。

一
、
あ
な
た
が
見
つ
け
た
お
す
す
め
商

品

（衣
食
住
に
関
係
あ
る
も
の
）

一
、
あ
な
た
の
町
の
郷
土
料
理
。



っ
て
と
っ
て
代
わ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
健
全
な
生

活
環
境
を
放
棄
し
て
、
不
健
全
か
つ
病
理
の
環
境

を
招
い
て
い
る
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
い
ま
日
本

人
が
、
本
心
か
ら
健
康
生
活
と
健
康
人
生
を
希
求

す
る
の
な
ら
、
日
本
の
風
土
で
生
産
さ
れ
る
お
米

と
、
絹
織
物
と
で

″衣
食
″
を
と
と
の
え
、
日
本

の
風
土
で
生
産
さ
れ
る
木
材

・
土
石
で

″住
″
を

と
と
の
え
る
、
い
う
な
れ
ば
で
き
る
か
ぎ
り
の
自

給
自
足
の
産
業
経
済
体
制
に
よ
る
生
活
を
確
立
す

る
こ
と
で
す
。

「身
土
不
二
と

一
物
全
体
」
の
生
活
と
は
、
ご
く

あ
た
り
ま
え
の
日
常
生
活
を
し
な
が
ら
、
健
康
で

た
の
し
い
一
生
を
く
ら
せ
る
生
き
方
、
く
ら
し
方

の
生
活
法
で
す
。
日
に
日
に
、
日
本
の
善
き
伝
統

文
化
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
、
悪
し
き
外
来
文
化

崇
拝
や
舶
来
物
品
崇
拝
を
続
け
て
、
こ
の
国
で
の

ま
こ
と
の
生
き
方

・
く
ら
し
方
を
見
失

っ
た
な

ら
、
子
孫
繁
栄
も
国
家
安
泰
も
、
人
類

へ
の
貢
献

も
望
む
べ
く
も
あ
り
ま
せ
ん
。

『
ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ
』
は
私
に
と
っ
て
、
日
本
と
日

本
人
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
深
く
考
え
直
さ
せ
て

く
れ
た
尊
い
書
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
、
ひ
と
ま

ず
筆
を
お
く
こ
と
に
し
ま
す
。
　

　

　

　

（完
）

ス
本
文
》
《
注
釈
》
《
口
訳
》
は

国
九
訳
秀
真
伝
』

よ
り
引
用
）

■
参
考
図
書

『完
訳
秀
真
伝
　
上

・
下
』
鳥
居
礼

編
著

（八
幡
書
店
　
各

一
四
、
○
○
○
円
）
『神
代

の
風
儀
』鳥
居
礼
著
（た
ま
出
版
　
一二
、
五
〇
〇
円
）

『ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ
が
明
か
す
超
古
代
の
秘
密
』鳥
居

礼
著

（日
本
文
芸
社
　
一
、
二
〇
〇
円
）
い
ず
れ
も

送
料
別
　
Ｃ
Ｉ
協
会
取
扱

『言
霊
ア
ワ
歌
に
よ
る
自
然
治
癒
の
ビ
テ

活
性

法
』
石
田
英
湾
著
（ア
ワ
祝
詞
礼
共

一
、○
○
○
円
）

群
馬
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
扱
。

佐々丼譲カセットテープ
『マックさんの無双原理教室シリーズ』

第 1集  見えない世界へのご招待 発 売 中

第 2集  日本語のヒビキが示すもの 発 売 中

第 3集  破局の道を回避するには 発 売 中

第 4集 神 ・ 仏 を の り こ え て 発 売 中

第 5集  生命の流れをさか上りて 発 売 中

第 6集  永 遠 な る 世 界 発 売 中

第 7集  「いのち」の探検隊の作つた地図 発 売 中

価 格 各60分 2本組 ¥2′ 500(税込)/送料¥250

囲田団田□田

宇  宙  の  秩  序 発 売 中

無 双 原 理 の 12定 理 取扱中止

生 命 と は 何 か 発 売 中

身近におきる原子転換の話 新 発 売

ケルプランの原子転換解説 新 発 売

原 子 転 換 最 前 線 新 発 売
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つ
ま
リ
コ
ノ
世
は
大
き
な
劇
の
舞
台
で
あ
る
。
そ
の
舞
台
で
君
は
ど
ん
な
役

で
も
買

っ
て
出
る
コ
ト
が
で
き
る
。
善
玉
で
も
悪
玉
で
も
、
殺
し
屋
で
も
殺
さ

れ
屋
で
も
、
自
分
を
殺
す
自
殺
屋
で
も
。
（大
部
分
の
人
は
自
殺
屋
で
あ
る
！

特
に
宗
教
渡
世
、
学
者
、
そ
の
中
で
も
特
に
医
者
や
栄
養
学
者
は
殺
し
屋
兼
自

殺
屋
で
あ
る
。
歴
代
の
ガ
ン
研
究
病
院
院
長
な
ど
は
そ
の
実
例
で
あ
る
。
）
永
遠

の
幸
福
、
無
限
の
自
由
、
絶
対
の
正
義
を
も

っ
て
い
な
い
人
は
み
な
殺
し
屋
で

あ
り
、
自
殺
屋
で
あ
る
。
そ
れ
に
ソ
レ
を
知
ら
な
い
人
々
に
比
べ
る
と
、
た
っ

た
１
人
の
人
を
殺
し
た
だ
け
で
、
逃
げ
か
く
れ
す
る
引
逃
げ
屋
の
如
き
は
善
人

で
し
か
な
い
。
自
分
の
ツ
ミ
を
知

っ
て
い
る
の
だ
か
ら
。

口
円

― ―
国
皿

―
―
人
間
は
自
由
で
あ
る
。
無
限
の
自
由
ソ
ノ
モ
ノ
で
あ
る
。

だ
か
ら
好
き
な
事
を
す
る
よ
り
他
は
な
い
。
皆
し
て
い
る
。

人
生
は
あ
ま
り
に
も
短
い
。
よ
し
ど
れ
ほ
ど
好
き
な
こ
と
を
や
っ
た
と
し
て

も
知
れ
た
モ
ノ
で
あ
る
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
、
ワ
グ
ナ
ー
の
音
楽
、
ゲ
ー
テ
、

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
文
学
、　
ヘ
ー
ゲ
ル
の
論
理
学
、

ニ
ュ
ー
ト
ン
や
ア
イ
ン
シ

ュ
タ
イ
ン
の
自
然
科
学
、
カ
ン
ト
や
デ
カ
ル
ト
の
哲
学
、
ピ
カ
ソ
や
ド
ラ
ク
ロ

ア
の
画
…
…
全
て
は
イ
ン
キ
で
よ
ご
れ
た
紙
や
布
の
山
で
は
な
い
か
―

そ
ん
な
大
芸
術
家
、
大
科
学
者
、
大
思
想
家
に
な
り
た
い
な
ら
、
無
双
原
理

▽
△
の
学
校
の
最
劣
等
生
に
な
る
だ
け
で
よ
ろ
し
い
。
殺
し
屋

（教
育
者
、
医

者
、
政
治
屋
、
実
業
家
、
工
業
家
、
な
ど
な
ど
）
に
な
り
た
い
な
ら
、
こ
の
▽

△
学
校
に
石
を
投
げ
た
り
、
火
を
つ
け
た
り
、
強
盗
に
入

っ
た
り
、
密
告
し
た

り
す
る
だ
け
で
よ
ろ
し
い
。

し
か
し
、
貧
し
く
、
名
は
な
く
と
も
、
美
し
く
、
面
白
い
人
生
を
楽
し
み
た

い
人
、
人
に
知
ら
れ
ず
と
も
、
自
分

一
人
で
素
晴
ら
し
い
人
生
を
生
き
ぬ
き
た

い
人
は
、
日
常
の
生
活
に
、
特
に
食
卓
に
▽
△
を
と
り
入
れ
る
コ
ト
ー

ど
ち
ら
の
道
を
と
っ
て
も
、
人
は
所
詮
は
無
限
の
宇
宙
空
間
の
ひ
ろ
さ

（自



由
）
、
そ
れ
を
自
分
の
モ
ノ
と
し
て
遊
び
回
る

一
生

（幸
福
）
、
そ
の
秩
序
―
―

▽
△
と
云
う
発
電
所
か
ら
無
限
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
受
け
取

っ
て
、
す
べ
て
の
問

題
を
解
決
し
て
行
く
面
白
さ

（正
義
）
を
実
証
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
か
ら
。

私
は
ど
の
道
を
え
ら
べ
と
も
云
わ
な
い
。
選
択
は
諸
君
の
自
由
で
あ
る
。
器

量
で
あ
る
。
た
だ
私
は
こ
の
宇
宙
、
無
限
の
生
命
の
案
内
図
を
提
供
す
る
だ
け

で
あ
る
。
死
は
終
点
で
も
な
け
れ
ば
、
来
世
の
入
口
で
も
な
い
コ
ト
、
死
は
実

は
大
き
な
永
遠
の
生
命
の
生
き
た
物
語
の

一
行

一
句
の
終
り
の

「間
」
で
あ
る

コ
ト
、
そ
の

「間
」
が
無
限
の
虚
空
と
云
う
大
キ
ャ
ン
バ
ス
の

一
部
の
極
微
の

世
界
で
し
か
な
い
コ
ト
、
こ
の
キ
ャ
ン
バ
ス
な
し
に
は
い
か
な
る
世
界
も
あ
り

え
な
い
コ
ト
、
こ
の
無
限
空
、
絶
対
、
永
遠
者
が
す
べ
て
の
生
命
の
灯
を
と
も

す
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
不
断
に
送
り
出
す
無
限
発
電
会
社
で
あ
る
コ
ト
、
自
分

一
個

の
生
命
と
云
う
小
さ
い
ラ
ン
プ
だ
け
を
自
分
だ
と
思
う
排
他
性
を
す
て
て
、
無

限
大
発
電
所
が
自
分
の
生
〈Ｔ
Ｉ
上
思
志
、
精
神
の
本
体
で
あ
る
コ
ト
を
時
々
思

い
出
そ
う
、
と
云
う
だ
け
で
あ
る
。

死
と
云
う
モ
ノ
は
な
い
の
だ
。
死
は
大
き
な
長
篇
映
画
の
数
百
万
コ
マ
あ
る

画
面
の
上
に

一
秒
毎
に
十
六
回
か
ら
三
十
二
回
の
ス
ピ
ー
ド
で
お
ち
て
く
る
シ

ャ
ッ
タ
ー
の
様
な
モ
ノ
で
あ
る
。
ソ
レ
は

一
秒
ご
と
に
、
十
六
回
か
二
十
二
回

私
た
ち
の
眼
底
の
映
像
を
か
き
け
す
モ
ノ
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
あ
る
が
故
に
私

た
ち
は

一
枚

一
枚
動
き
の
な
い
写
真
を
見
な
が
ら
、
う
ご
き
、
う
つ
り
か
わ
り

を
見
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
死
と
我
々
が
よ
ぶ
闇
―
光
の

「間
」
―
は
実
は

光
の
母
胎
で
あ
る
。
と
云
う
コ
ト
で
あ
る
。
光
の
中
に
こ
そ
闇
が
あ
る
の
で
あ
る
。

オ
　
　
ワ
　
　
リ

追
記
―
い
く
ら
書
い
て
も
う
ま
く
書
き
表
せ
な
い
。
も
う
こ
の
辺
で
や
め
よ

う
。
こ
こ
で
諸
君
に
お
願
い
が
あ
る
。
こ
の

一
文
に
つ
い
て
の
感
想
、
批
判
、

質
問
、
思
い
つ
き
を
す
ぐ
知
ら
せ
て
ほ
し
い
。
ソ
レ
は
私
の
表
現
の
ま
ず
さ
を

訂
正
す
る
の
に
役
に
立
つ
。

つ
ま
り
私
は
こ
の

「生
と
死
」
の
問
題
を
西
洋
人

全
体
に
説
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
、
ソ
レ
を
諸
君
と
私
の
合
同
作
品
に
し
た
い

の
で
あ
る
。

日
常
生
活
の
中
で
の
次
の
様
な

「生
と
死
」
に
つ
い
て
の
反
省
も
面
白
い
。

①
　
毎
夜
、
我
々
は
ね
る
。
ね
て
い
る
間
は

一
切
の
創
造
、
行
動
、
思
考
さ

え
止
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
眠
り
の
お
蔭
で
我
々
は
新
し
い
生
命
活
動
を

ま
た
始
め
る
の
だ
。
こ
の
眠
り
が
死
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
で
あ
る
。
眼
が
さ
め
た

ら
ま
た
面
白
い
楽
し
い
遊
び
の

一
日
が
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
誤

っ
て
死
と
よ

ば
れ
て
い
る
も
の
だ
。

②
　
だ
か
ら

一
日

一
日
が
素
晴
ら
し
い
、
面
白
い
、
楽
し
い
モ
ノ
で
な
い
人

は
、
生
き
る
喜
び
を
知
ら
な
い
人
、
知
る
コ
ト
の
で
き
な
い
人
、
つ
ま
り
ま
だ

寝
て
い
る
人
で
あ
る
。
ま
だ
こ
の
宇
宙
の
カ
ラ
ク
リ
が
分
か
ら
な
い
、
見
え
な

い
見
な
い
人
で
あ
る
。
ネ
ボ
け
て
い
る
人
で
あ
る
。

つ
ま
り
生
け
る
死
人
で
あ

る
。
奴
隷
、　
一
生
不
幸
な
人
、
非
業
な
く
や
し
い
最
後
を
と
げ
る
人
は
、
す
べ

て
ま
だ
眼
の
さ
め
な
い
人
、
寝
て
い
る
人
、
生
け
る
死
人
、
ガ
キ
、
畜
生
、
で

あ
る
。

③
　
私
は
外
国
を
旅
行
し
て
よ
く
風
呂
に
入
る
。
西
洋
の
風
呂
は
細
長
い
寝

棺
そ
っ
く
り
で
あ
る
。
そ
の
中
に
長
々
と
身
を
よ
こ
た
え
る
度
に
、
私
は
寝
棺

の
中
に
こ
う
し
て
横
た
わ

っ
て
、
埋
葬
さ
れ
る
日
を
想
像
す
る
の
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
。
西
洋
の
人
は
こ
ん
な
寝
棺
に
入
る
た
び
に
、
死
ん
で
ゆ
っ
く
り
横

に
な

っ
て
、
長
い
眠
り
を
す
る
日
の
楽
し
さ
を
思
わ
な
い
か
し
ら
。
そ
れ
は
五

十
年
か
八
十
年
の
、
素
晴
ら
し
い
或
は
つ
ま
ら
な
い
、
楽
し
い
或
は
苦
し
い
一

生
の
後
の
休
み
で
あ
る
。
風
呂
の
中
で
、
横
に
長
々
と
ね
て
い
る
時
、
人
は
ハ

ダ
カ
で
あ
る
。
服
も
時
計
も
な
い
。
権
力
も
位
も
な
い
。
そ
の
ノ
ン
ビ
リ
さ
―

こ
の
快
適
さ
は
、
よ
く
働
い
た
後
で
は

一
そ
う
楽
し
い
。

し
か
し
、
こ
ん
な
天
国
に
長
々
と
身
を
横
た
え
な
が
ら
、
此
の
世
の
く
だ
ら

な
い
こ
と
を
考
え
、
こ
の

一
日
の
生
活
の

「間
」
を
楽
し
ま
ず
、
ま
た
寝
棺
の



中
で
同
じ
様
な
身
分
に
な
る
日
の
コ
ト
を

一
度
も
考
え
な
い
―
何
十
年
、
何
百

年
続
け
て
も
ま
だ
西
洋
の
人
は
誰

一
人
、
こ
の
風
呂
と
云
う
寝
棺
の
楽
し
さ
、

あ
り
が
た
さ
、
を
考
え
た
人
が
な
い
の
か
？

ソ
レ
で
は
ま
る
で
カ
ラ
ス
の
行
水
み
た
い
で
は
な
い
か
？

０
　
西
洋
、
特
に
独
逸
で
は
日
本
の
箱
風
呂
が
日
本
ブ
ー
ム
の

一
端
と
し
て

此
の
頃
よ
く
見
ら
れ
る
。
日
本
の
箱
風
呂
は
、
音
の
四
角
い
棺
の
様
で
、
寝
棺

よ
り
よ
ほ
ど
お
粗
末
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
四
角
い
棺
の
中
で
は
、
母
胎
時
代
、

生
れ
出
で
ん
と
す
る
赤
ン
坊
の
姿
勢
を
イ
ヤ
で
も
と
ら
さ
れ
る
。
だ
か
ら
、
ジ

ー
ッ
と
つ
か
っ
て
い
る
と
、
ソ
コ
で
は
生
れ
出
で
る
赤
ン
坊
の
様
な
元
気
、
生

命
力
が
感
じ
ら
れ
て
楽
し
い
。
日
本
と
西
洋
で
は
人
生
観
同
様
、
風
呂
の
形
ま

で
棺
と
母
胎

（死
と
生
）
の
違
い
を
示
し
て
い
る
。

働
　
死
と
生
の
関
係
は
、
毎
夜
の
眠
り
と
毎
朝
の
目
覚
め
の
様
な
モ
ノ
で
あ

る
。
た
だ
コ
ノ
眠
り
は
全
く
夢

（
つ
ま
ら
な
い
夢
、
す
ぐ
忘
れ
て
し
ま
う
夢
、

恐
し
い
夢
）
を
見
な
い
安
眠
で
あ
る
。

つ
ま
ら
な
い
夢
、
ほ
ん
と
う
に

「夢
の

様
な
話
」
と
云
う
類
の
夢
を
見
る
人
は
、
不
幸
な
不
自
由
な
つ
ま
ら
な
い
一
生

を
送

っ
て
い
る
人
で
あ
る
。
恐
し
い
悪
夢
を
見
る
人
は
悪
い
人
で
、
排
他
性
の

強
い
、

エ
ゴ
イ
ス
ト
の
、
ゴ
ー
マ
ン
人
か
殺
し
屋
で
、
知

っ
て
か
知
ら
ず
に
、

毎
日
大
無
限
宇
宙
の
秩
序
に
横
車
を
お
し
て
い
る
人
、
必
ず
最
後
に
不
幸
な
不

幸
な
目
に
あ
う
。
で
な
か
っ
た
ら
、△
７
す
で
に
毎
日
毎
日
が
不
幸
な

一
生
で
あ
る
。

つ
ま
ら
な
い
夢
や
恐
し
い
夢
を
見
る
人
は
、
死
ん
で
、
生
ま
れ
更

っ
て
ま
た

同
じ
様
な
人
生
を
始
め
る
。
今
生
で
つ
ま
ら
な
い
、
不
自
由
な
、
或
は
不
幸
な

一
生
を
送

っ
て
い
る
人
は
皆
そ
れ
で
あ
る
。

今
生
で
楽
し
い
、
素
晴
ら
し
い
、
あ
り
が
た
い
一
生
を
送

っ
て
い
る
人
は
前

生
で
は
ち
っ
と
も
夢
を
見
な
い
人
だ

っ
た
。
つ
ま
り

「夢
を
見
ず
、
動
か
ず
、

深
く
眠
る
」
と
云
う
健
康
の
七
大
条
件
の
第
二
を
生
き
た
人
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
来
世
に
素
晴
ら
し
い
一
生
を
送
り
た
い
人
は
私
の
健
康
の
七
大
条

件
を
実
行
す
れ
ば
い
い
。
私
は
ソ
レ
を
私
の
七
十
二
年
体
験
、
何
十
万
、
何
百

万
と
見
て
き
た
実
例
か
ら
断
言
し
、
保
証
す
る
。
七
大
条
件
を
理
解
し
、
実
行

し
、
体
現
す
る
人
は
来
世
と
云
わ
ず
、
今
生
、
今
日
只
今
か
ら
、
素
晴
ら
し
い
、

楽
し
い
、
あ
り
が
た
い
人
生
を
演
出
で
き
る
。
私
の
話
を
聞
い
た
り
、
本
を
読

ん
で
ソ
ン
を
す
ぐ
や
る
人
を
私
は
数
十
万
人
見
た
。
そ
し
て
す
ぐ
見
違
え
る
様

に
変
わ
っ
て
ゆ
く
人
を
何
万
人
と
な
く
見
た
。

と
に
か
く
正
食
法
で
夢
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
眠
り
を
安
ら
か
な
深
い
も
の

に
す
る
人
は
未
来
を
も
、
来
世
を
も
支
配
で
き
る
。
だ
か
ら
人
の

一
生
も
、
幸

不
幸
も
前
生
の
く
り
返
し
で
あ
る
と
云
う
の
は
コ
ノ
意
味
で
正
し
い
。
ソ
レ
を

私
は
生
物
学
的
、
生
理
学
的
、
医
学
的
正
食
絶
対
健
康
不
老
長
寿
法
で
、
実
地

に
、
今
生
で
、
今
晩
か
ら
保
証
す
る
。

昔
の
教

（仏
教
、
道
教
、
儒
教
、
キ
教
等
々
）
で
は
来
世
の
幸
福
の
た
め
に

善
根
を
つ
め
、
徳
を
つ
め
、
正
直
に
せ
よ
、
殺
す
な
か
れ
、
盗
む
な
か
れ
、
姦

涯
す
る
な
か
れ
…
…
等
々
教
え
た
。
ソ
レ
は
嘘
で
は
な
い
に
し
て
も
、
余
り
効

果
は
な
い
し
、
功
利
主
義
で
あ
る
。
第

一
、
合
理
的
で
は
な
い
。
第
二
、
人
を

奴
隷
に
す
る
。

な
ぜ
不
合
理
か
？
　
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
で
き
な
い
か
ら
。

な
ぜ
効
果
が
な
い
か
？
　
誰
で
も
表
面
ソ
レ
を
守

っ
て
も
、
裏
で
は
時
々
ヤ

ミ
を
や
る
。
中
に
は
盲
目
的
に
守
る
努
力
を
や
る
人
も
あ
る
が
、
最
後
は
不
幸

に
な
る
。　
一
生
を
教
育
に
さ
さ
げ
た
り
、
布
教
に
送

っ
た
り
し
な
が
ら
病
気
に

な
る
人
、
不
幸
に
な
る
人
が
た
く
さ
ん
あ
る
コ
ト
が
、
そ
の
証
明
。

な
ぜ
功
利
主
義
だ
と
云
う
か
？
　
ソ
レ
は
説
明
す
る
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
交

換
条
件

つ
き
だ
か
ら
だ
。

私
は
来
世
と
云
わ
ず
、
今
世
で
、
只
今
か
ら
、
楽
し
い
、
素
晴
ら
し
い
、
面

白
い
、
あ
り
が
た
さ
で

一
杯
、
あ
り
が
た
さ
で
窒
息
し
そ
う
な
生
活
が
送
れ
る

コ
ト
を
ド
コ
、
イ
ツ
、
グ
レ
を
問
わ
ず
、
保
証
す
る
正
食
法
を
五
十
二
年
間
ひ



ろ
め
る
だ
け
で
、
面
白
い
、
波
瀾
万
丈
の

一
生
を
送

っ
て
来
た
。
私
は
ソ
ノ
続

き
を
来
世
で
も
続
け
る
だ
ろ
う
し
、
七
度
生
ま
れ
変
わ
っ
て
も
続
け
る
。
ソ
レ

は
何
千
辺
く
り
返
し
て
も
飽
き
な
い
喜
び
、
面
白
さ
で
あ
る
。

功
利
主
義
は
今
生
の
不
幸
で
、
来
世
の
幸
せ
を
釣
る
と
云
う
エ
ビ

。
タ
イ
主

義
で
あ
る
。
そ
れ
は
今
、
政
府
だ
け
が
や
っ
て
い
る
最
も
大
規
模
な
バ
ク
チ
富

ク
ジ
み
た
い
な
モ
ノ
で
、
時
と
す
る
と
、
モ
ト
も
子
も
な
く
な
り
、
今
世
の
わ

ず
か
な
哀
れ
な
、
小
さ
い
喜
び
さ
え
と
ば
し
て
し
ま
う
。
私
の
正
食
絶
対
健
康

法
は
タ
イ
で
エ
ビ
を
つ
る
方
法
で
あ
る
。
つ
ま
り
反
功
利
主
義
で
あ
る
。
正
食

―
ソ
レ
は
宇
宙
無
限
の
輪
廻
流
転
の
、
万
人
が
無
常
と
思
い
込
ん
で
い
る
火
の

車
を
、
空
と
ぶ
カ
ー
ペ
ッ
ト
に
す
る
秘
密
の
カ
ギ
ー
を
バ
ラ
マ
ク
遊
び
の
連
続

で
あ
る
。
そ
れ
は
ガ
ラ
ス
の
張

っ
て
な
い
パ
チ
ン
コ
遊
び
み
た
い
な
モ
ノ
で
、

私
た
ち
は
指
で
、
自
分
の
思
う
通
り
の
コ
ー
ス
に
玉
を
走
ら
せ
る
コ
ト
が
で
き

る
の
だ
。
こ
の
パ
チ
ン
コ
で
使
う
玉
は
人
生
、　
一
生
と
云
う
玉
で
あ
る
。
こ
の

地
球
の
上
に
今
三
十
五
億
人
と
云
う
玉
が
こ
ろ
が
っ
て
い
る
。
誰
で
も
幸
福
と

云
う
大
穴
を
狙
い
に
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
私
た
ち
の
エ
ビ
タ
イ
式
パ
チ
ン
コ

遊
び
に
は
す
ぐ
、
誰
で
も
仲
間
入
り
し
て
く
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
パ
チ
ン
コ

屋
の
主
人
で
あ
る
人
や
そ
の
使
用
人

（政
府
、
資
本
家
、
と
云
う
名
の
暴
力
団
、

そ
の
手
先
で
あ
る
教
育
家
、
官
吏
、
医
者
な
ど
は
必
死
に
な
っ
て
間
の
夜
道
で

私
た
ち
の
帰
り
を
待
ち
伏
せ
、
ひ
ど
い
目
に
合
わ
せ
た
り
、
川
に
投
げ
こ
ん
だ

り
す
る
。
ソ
レ
は
私
た
ち
の
人
生
を
波
瀾
万
丈
に
す
る
合
い
の
手
の
囃
子
で
あ

る
。
私
た
ち
は
多
く
の
悲
劇
の
主
人
公

（所
謂
自
由
人
、
革
命
家
）
の
様
に
恐

惨
な
最
後
を
決
し
て
遂
げ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
正
食
絶
対
健
康
法
は
戦
わ
ず
し
て

勝
ち
、
説
か
ず
し
て
説
服
し
、
負
け
て
勝
ち
、
逃
げ
て
も
勝
つ
無
手
勝
流
、
不

死
身
の
秘
法
で
も
あ
る
か
ら
。
）

数
千
年
か
か
っ
て
、
粒
子
が
有
限
で
あ
る
コ
ト
を
発
見
し
た
り
、
ま
だ
空
間

が
無
限
で
あ
る
コ
ト
が
分
か
ら
ず
、
反
対
に

「宇
宙
無
限
空
間
は
有
限
で
あ

る
！
」
と
主
張
し
た
り
す
る
様
な
判
断
力
で
は
、
こ
の
正
食
絶
対
健
康
法
、
即

ち
最
高
判
断
力
獲
得
法
は
分
か
ら
な
い
。
だ
か
ら
こ
の
タ
イ
エ
ビ
大
学
の
入
学

志
願
者
は
少
な
い
し
、
又
入
学
し
た
学
生
の
大
部
分
は
功
利
主
義
の
学
生
で
あ

り
、
模
倣
者
か
、
流
行
カ
ブ
レ
か
、
奴
隷
だ
か
ら
、
裏
切
り
者
、
密
告
者
、
背

任
横
領
常
習
犯
が

一
杯
い
る
コ
ト
も
当
然
で
あ
る
。
そ
ん
な
こ
と
で
キ
モ
を
つ

ぶ
す
に
は
当
ら
な
い
。
ソ
レ
が
面
白
い
こ
と
で
あ
る
！
　
　
　
　
　
　
（完
）

メ



●低温核融合の理論的先駆者

ケルヴラン博士の世界的名著、堂々邦訳

低エネルギーにおける
原子転換 最細―

― その生物学的実証一

ルイ・ ケルヴラン著

吉見 クリマック訳

コ
ス
タ
・ド
・ボ
ー
ル
ギ
ャ
ー
ル
（理
論
物
理
学
）
に
よ
る

最
終
評
価

ケ
ル
ヴ
ラ
ン
効
果

十
年
余
り
ま
え
に
ル
イ

・
ケ
ル
ヴ
ラ
ン
氏
が
、
彼
の
著
書

「生
体
に
よ
る
原

子
転
換
」
２

九
六
二
年
）
、
「放
射
性
を
伴
わ
ぬ
自
然
原
子
転
換
」
２

九
六
三

年
）
、
「低

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
原
子
転
換
」
２

九
六
四
年
）
を
送

っ
て
下
さ
っ
た
時
、

読
者
は
驚
き
も
さ
れ
な
い
と
思
う
の
で
あ
る
が
、
私
の
最
初
の
反
応
は
と
て
も

信
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
気
持
ち
で
あ

っ
た
。

気
を
紛
ら
わ
す
た
め
に
架
空
の
物
語
と
し
て
読
む
べ
き

《
サ
イ
エ
ン
ス

・
フ

イ
ク
シ
ョ
ン
》
で
あ
る
よ
う
に
私
に
は
思
え
た
の
で
あ
る
。
友
情
を
も

っ
て
率

直
に
次
の
よ
う
に
申
し
上
げ
て
も
、
ケ
ル
ヴ
ラ
ン
氏
が
そ
れ
を
根
に
も
た
れ
る

こ
と
も
な
い
と
思
う
が
、
当
時
氏
の
持
た
れ
た
原
子
転
換
の
考
え
方
の
う
ち

一

部
分
は
、　
一
九
七
四
年
の
今
日
の
私
の
目
か
ら
見
て
も
、
依
然
と
し
て
サ
イ
エ

ン
ス

・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
見
え
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
重
要
な
の
は
そ
う
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
熟
練
し
た
化
学
者
で
あ
り
、

労
働
医
学
や
衛
生
学
や
農
業
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
あ
り
、
要
す
る
に
第

一
流
の

在
り
方
で
生
化
学
者
と
し
て
完
全
な
資
格
を
備
え
た
ケ
ル
ヴ
ラ
ン
氏
が
、
上
記

の
学
問
に
さ
ら
に
地
質
学
を
加
え
た
分
野
に
存
在
し
て
い
た
多
数
の
な
ぞ
に
つ

い
て
、
経
験
的
に
受
諾
で
き
る
唯

一
の
説
明
を
引
き
出
す
と
い
う
特
異
な
功
績

を
な
し
た
と
い
う
点
が
重
要
な
の
で
あ
る
。

こ
の
説
明
は
、
氏
が

「低

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
非
放
射
性
の
原
子
転
換
」

と
呼
ん
で
い
る
も
の
で
あ
り
、　
一
般
に

（し
か
し
必
ず
し
も
常
に
そ
う
と
は
か

ぎ
ら
な
い
だ
ろ
う
）
生
物
に
よ
る

《
触
媒
作
用
》
に
よ
っ
て
起
こ
る
原
子
転
換

で
あ
る
。
も
し
ケ
ル
ヴ
ラ
ン
氏
が
正
し
い
と
す
れ
ば

（現
在
私
は
個
人
的
に
彼

が
正
し
い
と
確
信
し
て
い
る
が
）
、
彼
は
ま
も
な
く
第

一
級
の
科
学
的
発
見
の
列



に
そ
の
名
を
連
ね
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

生
化
学
や
地
質
学
上
の
多
く
の
な
ぞ
に
対
し
て
ケ
ル
ヴ
ラ
ン
氏
が
提
唱
し
た

一
般
的
説
明
が
、
経
験
的
に
受
諾
で
き
る
と
上
述
し
た
が
、
だ
か
ら
と
言

っ
て

理
論
的
に
も
受
諾
で
き
る
と
言

っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
言
い
換
え
る
と
、
氏
の

説
明
が
反
論
を
ゆ
る
さ
ぬ
理
論
的
な
諸
原
理
体
系
に
明
快
に
結
び
付
く
、
と
は

言

っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
長
い
間

一
つ
の
重
大
な
困
難
が
あ

っ
た
の

だ
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
で
触
れ
る
。
そ
の
点
が
、
ラ
ヴ
ォ
ア
ジ

ェ
や
ラ
ザ

フ
ォ
ー
ド
の
後
継
者
た
ち
の
共
同
戦
線
に
よ
る
ケ
ル
ヴ
ラ
ン
氏
否
定
論
の
根
拠

な
の
で
あ
る
。

こ
の
反
対
者
た
ち
は
ケ
ル
ヴ
ラ
ン
氏
を
次
の
よ
う
な
ジ
レ
ン
マ
の
中
に
閉
じ

込
め
よ
う
と
し
た
。
『も
し
あ
な
た
が
核
物
理
学
を
や
っ
て
ら
っ
し
ゃ
る
ん
だ

っ

た
ら
、
放
出
さ
れ
た
り
吸
収
さ
れ
た
り
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
今
ｏ
２
８
ｏ
〓
の
く
》

程
度
に
な
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
が
見
落
と
さ
れ
る
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。
多
量

の
【
光
子
、
中
性
子
、
そ
の
他
が
出
る
で
し
ょ
う
。
不
幸
な
生
物
は
こ
の
宇
宙
竜

巻
の
真

っ
た
だ
中
で
ど
う
や

っ
て
生
き
延
び
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

あ
る
い
は
そ
う
で
な
く
、
あ
な
た
が
生
物
に
ふ
さ
わ
し
い
柔
軟
な
調
節
の
で
き

る
、
穏
や
か
な
反
応
の
話
を
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
だ

っ
た
ら
、
そ
の
場
合
は

使
用
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
お
く
程
度
で
し
ょ
う
。
そ
れ
な
ら
あ
な
た
の
扱

っ

て
い
ら

っ
し
ゃ
る
の
は
正
統
派
の
化
学
で
あ

っ
て
、
元
素
は
転
換
す
る
こ
と
な

く
保
存
さ
れ
ま
す
』

一
方
ケ
ル
ヴ
ラ
ン
氏
の
方
は
、
驚
く
べ
き
観
察
の
集
積
を
よ
り
所
と
し
て
、

《
第
二
の
道
》
が
あ
る
こ
と
を
頑
固
に
主
張
し
た
。
第
二
の
道
と
い
う
の
は
明
ら

か
に
何
種
類
か
の
酵
素
や
微
生
物
に
よ
っ
て
開
か
れ
る
言
わ
ば

《
北
東
航
路
》

で
あ
り
、
物
理
学
者
や
化
学
者
が
新
た
に
発
見
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
と

し
て
残
さ
れ
て
い
る
の
だ
、
と
主
張
し
た
の
だ

っ
た
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
統

一
戦
線
の
同
盟
を
崩
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

《
訳
注
者
―
北
東
航
路
と
は
、
ベ
ー
リ
ン
グ
海
峡
を
通

っ
て
大
西
洋
か
ら
太
平

洋
に
達
す
る
シ
ベ
リ
ヤ
北
方
の
北
極
海
の
航
路
。　
一
八
七
九
年
に
ス
エ
ー
デ
ン

人
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
開
か
れ
た
。
従
来
、
大
西
洋
か
ら
太
平
洋
に
出
る
た
め

に
は
、
ア
フ
リ
カ
の
希
望
峰
を
ま
わ
リ
イ
ン
ド
洋
を
横
切
る
航
路
と
、
大
西
洋

を
南
米
ま
で
進
ん
で
太
平
洋
に
達
す
る
航
路
の
二
つ
が
あ

っ
た
》

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
目
的
の
た
め
に
氏
が
提
案
し
た
考
え
方
は
、
彼
の
反

対
者
た
ち
―
そ
の

一
派
も
同
様
で
あ
る
が
、
―
を
ほ
え
さ
せ
る
要
素
を
含
ん
で

い
た
こ
と
は
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
は
っ
き
り
言

っ
て

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
ラ
ン
ジ

ュ
ヴ
ァ
ン
の
α
比
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
質

量
の
等
価
の
原
理

（Ｗ
＝
Ｃ
ｍ
）
に

《
暇
を
出
す
》
こ
と
に
等
し
か
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
ケ
ル
ヴ
ラ
ン
氏
は
８
〓
の
く
程
度
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
や
り
取
り
を
含

む

一
群
の
原
子
転
換
反
応
を
提
唱
し
て
お
き
な
が
ら
、
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
を

す

っ
か
り
無
視
し
、
い
と
も
簡
単
に
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
存
在
し
な
い
と
声
明

し
た
の
で
あ

っ
た
。
ど
の
よ
う
な
物
理
学
者
も
こ
れ
は
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
隠
れ
た

《
北
東
航
路
》
が
あ
る
こ
と
を
正
当
化
す
る
た
め
に
使

え
る
公
準

（仮
説
）
は
他
に
も
あ
る
。
そ
れ
は
放
射
性
崩
壊
の
際
の
、
力
積

エ

ネ
ル
ギ
ー
と
ス
ピ
ン
の
収
支
に
お
け
る
見
か
け
の
赤
字
を
消
す
た
め
に
フ
ェ
ル

ミ
に
よ

っ
て
提
唱
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
物
質
と
の
非
常
に
弱
い
相
互
作
用
に

お
い
て
逃
亡
す
る
粒
子
が
あ
る
と
い
う
仮
説
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
ニ
ュ

ー
ト
リ
ノ
が
生
ま
れ
た
。
そ
れ
が
実
際
に
存
在
す
る
こ
と
は
今
日
で
は
十
分
す

ぎ
る
ほ
ど
に
証
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
押
し
込
み
強
盗
よ
ろ
し
く
盗
品
を

も

っ
て
出
て
行
く

（放
射
）
と
き
に
も
、
招
か
れ
ざ
る
客
の
よ
う
に
図
々
し
く

や
っ
て
来
る
と
き
に
も
、
と
も
に
証
明
さ
れ
て
い
る
。

フ
ェ
ル
ミ
の
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
が
、
ケ
ル
ヴ
ラ
ン
効
果
の
な
ぞ
の
解
決
に
な
り

得
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
私
の
今
日
考
え
て
い
る
事
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
以



前
に
は
存
在
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た

《
中
性
流
》
の
存
在
が
ワ
イ
ン
バ
ー

ガ
ー
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
２

九
六
七
年
）
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で
確
認
さ
れ
た
こ

と
に
基
い
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
問
題
に
入
る
前
に
私
は
、
い
か
に
し
て
ケ
ル

ヴ
ラ
ン
氏
の
本
の
魅
力
が
、
最
初
は
サ
イ
エ
ン
ス

・
フ
イ
ク
シ
ョ
ン
の
少
々
皮

肉
な
読
者
で
あ

っ
た
私
を
転
換
し
て
、
こ
れ
が
実
際
に
重
大
で
、
適
当
な
解
決

を
要
す
る
問
題
で
あ
る
と
言
う
こ
と
を
受
け
入
れ
る
気
持
ち
に
さ
せ
た
か
に
つ

い
て
先
ず
語
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

言
わ
ず
も
が
な
で
あ
る
が
、
私
は
化
学
者
の
資
格
を
ま

っ
た
く
欠
く
も
の
で

あ
る
。
し
か
し
ま
あ
単
純
な
常
識
さ
え
あ
れ
ば
、
十
分
次
の
よ
う
な
事
は
理
解

で
き
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
も
し
地
面
か
ら
絶
縁
し
た
湿
り

気
の
あ
る
壁
に
、
最
初
は
石
灰
の
カ
ル
シ
ウ
ム
し
か
な
か
っ
た
の
に
、
硝
石
に

含
ま
れ
る
カ
リ
ウ
ム
が
絶
え
間
無
く
生
産
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
疑
い
も

な
く
化
学
的
で
は
な
い
何
か
が
起
こ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
時
に
、
カ
ル
シ

ウ
ム
も
カ
リ
ウ
ム
も
含
ま
ぬ
え
さ
を
与
え
ら
れ
た
雌
鳥
が
殻
の
無
い
卵
し
か
生

ま
な
く
な
り
、
そ
れ
が
カ
リ
ウ
ム
は
含
む
が
カ
ル
シ
ウ
ム
は
含
ま
ぬ
雲
母
を
つ

い
ば
む
と
た
ち
ま
ち
正
常
に
返
り
、
毎
日

一
個
ず

つ
殻
の
付
い
た
卵
を
生
む
よ

う
に
な
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
場
合
も
化
学
の
領
域
で
は
な
い
何
か
が
生
じ
て

い
る
の
で
あ
る
。

私
は
こ
の
二
つ
の
観
察

（な
ら
び
に
多
数
に
の
ぼ
る
他
の
ケ
ル
ヴ
ラ
ン
氏
の

報
告
）
に
対
し
て
も
、
ま
た
ミ
シ
ェ
ル
ソ
ン
に
よ
る
実
験
の

《
否
定
的
結
果
》

に
対
し
て
も
、
反
対
の
立
場
を
取
ら
な
い
。
私
は
自
分
の
日
で
観
察
し
た
わ
け

で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
私
が
結
論
す
る
の
は
た
だ
、
ミ
シ
ェ
ル
ソ
ン
の

《
否

定
的
結
果
》
に
申
し
分
の
な
い
説
明
が
あ
る
よ
う
に
、
ケ
ル
ヴ
ラ
ン
の

「低

エ

ネ
ル
ギ
ー
の
原
子
転
換
」
に
も
満
足
の
行
く
説
明
が
存
在
す
る
は
ず
だ
と
い
う

こ
と
だ
け
で
あ
る
。　
一
度
こ
の
説
明
が
出
さ
れ
る
と
―
そ
れ
は
多
分

《
つ
ま
ら

な
い
ほ
ど
明
白
》
な
も
の
に
見
え
る
こ
と
だ
ろ
う
が
―
あ

ろ
い
ろ
な
係
わ
り
あ

い
を
細
か
く
調
査
す
る
必
要
性
が
生
じ
て
来
る
こ
と
を
私
は
予
期
し
て
い
る
。

そ
の
う
ち
多
く
は
新
し
く
広
範
囲
に
及
ぶ
可
能
性
が
あ
る
。

ケ
ル
ヴ
ラ
ン
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
た
核
反
応
は
、
陽
子
一工

（私
が
先
ず
真

っ

先
に
検
討
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
こ
の
場
合
で
あ
る
）、
ア
ル
フ
ァ
粒
子
¨

〓
①
、
酸
素
の
核
】̈
〇
、
Ｐ『〇
、
】̈
〇
、
あ
る
い
は
他
の
原
子
の
核
を
足
し
た
り
引
い

た
り
し
て
、
安
定
し
た
ニ
ュ
ー
ク
リ
ッ
ド
か
ら
他
の
安
定
し
た
ニ
ュ
ー
ク
リ
ッ

ド

ヘ
移
行
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
解
放
さ
れ
た
り
吸
収

さ
れ
た
り
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
《
０

・
０

一
原
子
質
量
単
位
、
す
な
わ
ち
電
子

の
固
有
質
量
の
二
十
倍
、
す
な
わ
ち
８
〓
の
く
す
な
わ
ち
ｒ
ｏ
Ｘ
８
‐
モ
ジ

ュ
ー
ル

程
度
で
あ
る
と
み
な
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
繰
り
返
し
に
な
る
が
ラ
ヴ
ォ
ア

ジ

ェ
流
の
化
学
の
限
界
内
で
は
巨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
が
、
核
物
理
学
、

素
粒
子
物
理
学
、
あ
る
い
は
宇
宙
物
理
学
の
世
界
で
は
ご
く
取
る
に
足
り
な
い

も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
実
在
す
る
と
仮
定
さ
れ
る

《
ケ
ル
ヴ
ラ
ン
の
反
応
》
の
第

一
の
典

型
的
な
特
徴
は
、　
千
不
ル
ギ
ー
放
出
反
応
の
場
合
、
解
放
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
完
全
に
見
落
と
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
と
、
逆
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
吸
収
反
応
で
吸

収
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
同
様
ま
っ
た
く
問
題
に
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ま

る
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
造
作
も
無
く
使
用
で
き
る
状
態
に
あ

っ
た
か
の
ご
と
く
、

又
ま
る
で
そ
れ
の
吸
収
が
お
な
じ
く
目
に
付
か
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
、
す
べ

て
が
進
行
す
る
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
こ
の

《
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
赤
字
》
は
、
反
応

に
あ
ず
か
る
元
素
の
許
容
質
量
か
ら
、
質
量
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
等
価
の
公
式
（Ｗ

Ｈ
Ｃ
ｍ
）
に
よ
っ
て
計
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
質
量
が
存
在
す
る
と
い

う
こ
と
は
議
論
の
余
地
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
質
量
と
質
量
と
の
間
に

赤
字
が
あ
る
と
い
う
点
が
説
明
を
要
す
る
の
で
あ
る
。
不
足
す
る
質
量
も
、
そ

れ
に
対
応
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
同
様
に
、
ち
ょ
っ
と
見
た
だ
け
で
は
見
過
ご
さ



れ
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
ケ
ル
ヴ
ラ
ン
氏
は
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

の
質
量
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
公
式
に

『暇
を
出
し
た
』
よ
う
に
、
ラ
ヴ
ォ
ア
ジ

ェ
の

原
理
に
も

『暇
を
出
す
』
と
い
う
結
果
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
来
る

と
、
だ
れ
も
彼
に
つ
い
て
ゆ
け
な
く
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

ケ
ル
ヴ
ラ
ン
氏
と
の
文
通
の
中
で
、
相
対
論
支
持
者
の
私
は
、
理
論
物
理
学

か
ら
そ
の
礎
石
の

一
つ
を
取
り
上
げ
る
に
等
し
い
、
か
く
も
無
謀
な
彼
の
提
案

に
対
し
て
い
つ
も
憤
激
を
声
高
に
表
現
し
た
の
だ

っ
た
。
後
に
こ
の
点
に
つ
い

て
専
門
家
で
な
い
読
者
に
も
理
解
し
て
い
た
だ
く
よ
う
努
力
し
て
み
よ
う
。
従

っ
て
私
は
ケ
ル
ヴ
ラ
ン
氏
に
、
氏
の
説
明
に
あ
る
《欠
け
て
い
る
鎖
の
環
》
は
、

た
と
え
ば
フ
ェ
ル
ミ
の
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
の
よ
う
な
極
度
に
隠
さ
れ
た
粒
子
の
放

出
や
吸
収
で
あ
る
に
違
い
な
い
と
い
っ
た
。
そ
れ
は
ま
さ
に
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
そ

の
も
の
で
あ

っ
て
も
い
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
＊
＊
＊
　
以
下
略
　
＊
＊
＊

゛
ブ

歌
|

亀 ‐

年さくらホールで開催された
´
93正食医学フォーラムが ビデオにな りました。

ライブ版のため雑音等が少々入 つていますが、便利な病気別編をご活用 ください。

発売予定  3月 15日
大森英桜

ビデオ 病 夕司 CD夕1台 Lフ ケ シリーズ 全 9巻

VHSカ ラー各巻約 90分  1巻 づつでも販売 します

各巻 4、 000円 (税込)送料 1巻の時400円  2巻 の時700円  3巻 以上の時800円

1巻 成人病の治 し方 糖尿病 高血圧 狭心症 心筋梗塞 脳卒中 脳溢血

2巻 胃腸病の活 し方 胃カタル (胃炎) 胃潰藩 十二指腸潰癌 胃下垂 腸カタル

3巻 ア レルギーの治 し方 ア トビー 湿疹 乾疹 鼻炎 花粉症 ぜんそ く

4巻  ガンの治 し方  胃癌 大腸癌 肝臓癌 乳癌 子宮癌 肺癌 白血病

5巻 子供の病気の治 し方 発熱 は しか 風邪 水ぼうそう 風疹 小児マ ヒ

6巻 妊娠 と自然な出産 無月経 月経不順 不妊症 生理痛 流産 男女生み分け方

7巻 婦人病の治 し方 子宮筋腫 子宮癌 乳癌 不妊症

8巻 泌尿器系疾患の治 し方 膀臓炎 腎不全 急性腎炎 尿道結石 前立線肥大

9巻 肝臓病の治 し方 肝炎 黄疸 肝硬変 肝臓癌 腹水抜き

日本 Ci協会
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■
お
便
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

掲
載
分
に
は
図
書
券
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

巻
末
の
愛
読
者
カ
ー
ド
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

イラスト・田中員- 50

毒
け
し
料
理
法
を
教
え
て

正
し
く
し
て
い
れ
ば
身
体
は
し
ま
り
、
す
べ
て

最
高
な
の
で
す
が
、　
一
歩
外

へ
出
ま
し
て
、
お
つ

き
合
い
を
し
ま
す
と
、
つ
い
邪
食
を
し
て
し
ま
い

ま
す
。
罪
の
意
識
を
感
じ
つ
つ
体
調
を
く
ず
し
て
、

も
と
へ
も
ど
そ
う
と
思

っ
て
も
な
か
な
か
で
き
な

い
、
な
さ
け
な
い
私
で
す
。
大
根
湯
と
椎
茸
ス
ー

プ
等
を
時
々
や

っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
正
食
だ
け
で
行
こ
う
と
思
う
と
（
い

ち
ば
ん
い
い
こ
と
で
す
が
）
変
人
あ
つ
か
い
さ
れ

そ
う
な
こ
と
も
あ

っ
て
、
い
け
な
い
と
は
思
い
な

が
ら
動
物
性
も
少
し
入
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の

時
の
毒
け
し
料
理
法
を
取
り
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

（岐
阜
県
　
加
藤

エ
ミ
）

●
毒
け
し
料
理
は
、
接
待
や
お
つ
き
あ
い
の
多
い

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
に
と
っ
て
も
必
須
課
題
で
す
。

『
正
食
医
学
講
義
録
第

一
集
』
に
あ
る

「動
物
性

食
品
の
安
全
な
食
べ
方

ｏ
危
険
な
食
べ
方
」
を
ご

覧
下
さ
い
。

ひ
ど
い
ア
ト
ピ
ー
が
治

っ
た
Ｈ

正
食
を
始
め
て
四
年
。
そ
の
間
に
主
人
の
慢
性

腎
炎
、
長
女

（
一
歳
）
の
ひ
ど
い
ア
ト
ピ
ー
を
治

し
ま
し
た
。　
一
口
に
治
っ
た
と
言
っ
て
も
、
特
に

長
女
の
ア
ト
ピ
ー
を
治
す
時
は
、
ま
わ
り
の
猛
反

対
も
あ
り
、
本
当
に
つ
ら
い
日
が
続
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
指
導
者
や
正
食
の
友
達
の
励
ま
し
も
あ

っ
て
、
困
難
を
乗
り
切
り
、

１０
カ
月
日
に
治
り
ま

し
た
。

最
初
、
半
信
半
疑
で
私
達
親
子
を
見
て
い
た
、

子
育
て
グ
ル
ー
プ
の
お
母
さ
ん
た
ち
も
、
長
女
が

ア
ト
ピ
ー
を
治
し
た
こ
と
で
、
正
食
に
非
常
に
興

味
を
持
ち
始
め
、
今
で
は
、
た
く
さ
ん
の
人
が
我

が
家
を
訪
れ
、
正
食
料
理
を
楽
し
く
食
べ
て
い
っ

て
く
れ
ま
す
。
暗
か
っ
た
我
が
家
の
正
食
生
活
も

や
っ
と
花
が
開
き
始
め
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

（愛
知
県
　
彦
坂
好
香
）

●
食
に
よ
っ
て
体
調
が
変
化
す
る
事
実
は
、
普
及

し
て
い
る
よ
う
で
な
か
な
か
う
け
い
れ
て
も
ら
え

ま
せ
ん
。
事
実
を
つ
き
つ
け
る
の
が
最
も
効
果
的

で
す
が
、
事
実
に
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
ま
で
に
、

相
当
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
本
誌
で
は
６
月
号
と

‐２
月
号
に
「食
が
治
す
Ｈ
奇
跡
の
体
験
レ
ポ
ー
ト
」

と
題
し
、
体
験
記
特
集
を
企
画
致
し
ま
す
。
彦
坂

さ
ん
、
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
５
枚
～
１０
枚
位
に
ま

と
め
て
送
っ
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。

楽
し
み
に
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

誌
上
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

〔譲
り
ま
す
〕岩
手
山
の
麓
の
陽
性
な
土
と
き
れ
い

な
水
と
空
気
に
育
て
ら
れ
た
特
別
栽
培
米

（ア
キ

タ
コ
マ
チ
）
を
譲
り
ま
す
。

１０
鼈
＝
九
〇
〇
〇
円

（１０
Ｌ
以
上
送
料
サ
ー
ビ
ス
）
り
８
８
占
望
”
田

岩
手
県
盛
岡
市
仙
北
３
１
１５
‐
２９
　
皆
川
ョ
シ

〈誌
上
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
お
知
ら
せ
〉

葉
書
に
、住
所
・氏
名
占
叩
名
・数
量
・購
入
年
・希

望
価
格
・連
絡
方
法

（制
ハ
ガ
キ
等
）
譲
っ
て
下
さ

い
・譲
り
ま
す
等
明
記
の
う
え
編
集
部
ま
で
お
申

し
込
み
下
さ
い
。事
務
局
。編
集
部
は

一
切
ノ
ー
タ

ッ
チ
。
会
員
同
士
の
や
り
と
り
と
な
り
ま
す
。



30代か らの女性のための

[気]に満ちた生活を提案 します。

お近くの書店で、飛鳥新社 (あすかしんじゃ)発売の月刊ポップティーン別冊『アネモネJと ご指定ください。

2月 号発売中です。定価 870円 (税D
.           ◎書店で品切れの際は下記へご注文ください。

発売所>株式会社飛鳥新社 〒 101東京都千代田区神田神保町3-10第 3ア メレックスピル T E L03・ 3263・ 7770

発行所>株式会社ファープル館 〒107東京都港区南青山41卜 33 T E L03・ 5411・ 0321

事
ず
が
め
塵
の

億じる女性のた臨

［〓
Ｌ
●
食
事
を
登
え
‘
機
集
椰

薦
畿
轟
驚
貯
な
い
．

豫
ｗ̈
ｙ
書
轟
繰
て
く
亀
機

で
や
難
慧
輩
量
イ
ッ
や
籍
鸞
．

奪
い
冬
を
元
気
機
の
り
切
る
た
め
の

〓
ａ
ピ
ｔ
ｉ
３

，
・メ
一重
―
を
ご
紺
弁
し
ま
す

ハア
オ
モ
キ
く
ら
し
の
リ
サ
ー
チ
特
墓
簸　
　
　
・　
む

は
じ
め
て
の
オ
イ
ル
セ
ラ
じ
１
．

鍬
犠
ｏい場
経
毅
饉
襲
Ｔ

鰤轟
綴轍爾餘ぜ
謬蝙
爾電霧警
轟

中轟

蘇

菫

嚢

季

趙

鐙

騨
ジ］

　

舅
罐

啜
落墨

……

太
廊
機
０
？
２
〓
（気
）の
縮
籠

，め
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
壼
熱
葬
０
ゆ
ら
ぎ
（鶴
）の
人
り
さ
を
餞
た
ち
に

韓
マ
ー
マ
警
―――
爆
仁
さ
ん
・苺
場
ｆ
・　
　
　
　
　
　
　
安
心
し
て
繊
え
る
懸
袋
整
島
饉
壌
食
器
で
す
。　
　
　
黎
蜃
夕

ユヽ
０
■
然
の
ぶ
材

，篠
嶽
」を
見
直
し
ま
蹴

う
。



大
森
英
桜
講
義
録
よ
り
　
目
目
皿

手
当
法
の
実
際

解
説
と
体
験
例

石 田 英

群馬マクロビオティ

センター主宰

湾
ツク

一
．
り
ん
ど
（
紅
■
や
口
ん
）
の
キ
か

夫
も
ユ
子
は
そ
の
ま
ま
か
じ
ら
せ

小
さ
い
子
に
は
す
り
お
ろ
し

あ
た
え
ま
す

。

・術

聘

郷
奮

Ｒ

ハ4

◎
果
汁
特
集

●
リ
ン
ゴ
汁

（子
供
の
食
べ
す
ぎ
に
よ
る
高
熱
、

カ
ゼ
の
解
熱
な
ど
に

・
心
臓
の
締
ま
り
す
ぎ
に
）

た
と
え
ば
、
赤
ち
ゃ
ん
が

ハ
シ
カ
に
な

っ
た
、

と
い
う
よ
う
な
時
、
第

一
大
根
湯
の
う
す
い
の
を

飲
ま
せ
れ
ば
治
り
ま
す
け
ど
、
赤
ち
ゃ
ん
は
大
根

湯
を
の
ま
な
い
の
で
、
レ
ン
コ
ン
湯
の
中

へ
果
汁

を
入
れ
て
、
甘
味
を
つ
け
て
、
や
り
ま
す
。

子
ど
も
が
食
べ
す
ぎ
て
熱
を
出
し
た
、
と
い
う

時
は
、
酸
味
の
あ
る
リ
ン
ゴ

（紅
玉
と
か
国
光
）

を
と
ら
せ
ま
す
。

（使
用
法
）
は
じ
め
は
半
分
を
、
大
き
い
子
だ

っ

た
ら
、
そ
の
ま
ま
か
じ
ら
せ
、
小
さ
い
子
や
赤
ち

ゃ
ん
だ

っ
た
ら
、
す
り
お
ろ
し
て
与
え
ま
す
。
そ

の
あ
と
で
残
り
の
半
分
を
、
す
り
お
ろ
し
て
布
で

し
ぼ
っ
て
ジ

ュ
ー
ス
に
し
、
レ
モ
ン
汁
を

一
～
二

滴
入
れ
て
飲
ま
せ
ま
す
。

こ
れ
を
飲
ま
せ
れ
ば
、
だ
い
た
い
、
カ
ゼ
の
熱
、

食
べ
す
ぎ
に
よ
る
急
性
の
胃
カ
タ
ル
、
急
性
の
大

腸
炎
な
ど
に
よ
る
熱
は
下
が
り
ま
す
。
当
然
、
浣

腸
し
て
、
出
せ
る
便
は
出
し
て
や
り
ま
す
。

心
臓
が
陽
性
過
多
に
よ
る
締
ま
り
す
ぎ
で
苦
し

か
っ
た
り
不
調
の
場
合
も
、
リ
ン
ゴ
汁
が
効
き
ま

す
。
ふ
だ
ん
肉
食
が
多
か
っ
た
ひ
と
や
、
玄
米
食

に
な
っ
て
も
時
々
動
物
性
食
が
続
い
て
血
が
濃
く

な
り
す
ぎ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
顔
が
充
血
し
て
、

特
に
ほ

っ
ぺ
た
や
鼻
の
頭
ま
で
赤
く
な

っ
て
い

る
、
と
い
う
ひ
と
は
陽
性
過
多
で
す
。
こ
う
い
う

時
は
、
心
臓
に
非
常
に
濃
い
血
が
集

っ
て
き
て
、

心
臓
が
収
縮
し
て
苦
し
ん
で
い
る
状
態
で
す
。
こ

の
よ
う
な
場
合
は
、
血
を
薄
め
る
よ
う
な
も
の
を

や
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

ま
ず
、
リ
ン
ゴ
を
利
用
し
ま
す
。
デ
リ
シ
ャ
ス

と
か
富
士
と
か
い
う
甘
い
種
類
で
は
な
く
、
紅
玉

と
か
国
光
と
か
酸

っ
ぱ
み
の
あ
る
も
の
で
す
。

（摂
り
方

・
与
え
方
）
リ
ン
ゴ
を
す
り
お
ろ
し
、

ガ
ー
ゼ
で
こ
し
、
汁
だ
け
と
っ
て
、
そ
の
汁
に
レ

モ
ン
の
し
ぼ
り
汁
を
二
～
三
滴
入
れ
て
飲
ま
せ
ま

す
。
リ
ン
ゴ
汁
だ
け
で
は
粘
り
気
が
あ
る
の
で
、

レ
モ
ン
汁
で
粘
り
気
を
と
い
て
や
る
わ
け
で
す
。

症
状
の
陽
過
多
状
態
に
よ
っ
て
は
、
リ
ン
ゴ
汁

を
飲
ま
せ
た
あ
と
、
丸
の
ま
ま
か
じ
ら
せ
る
こ
と
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嗜
み
合
、し
て
い
る

ミ

カ

ン
水
と
し
て

立
の
ろ

い
憾

み
か
ん
そ
の
も
の
を

い
負
賀
さ
ま
う

※
陽
位
過
ら
の
人
向
嗜
てヽ
す

”ヽ
市り′』ｒヽ
′′』ド■●′―（ｒヽ
ヨ″
●
ヽ
′
●
・ヽ７
ｏ
ヽ
″
●
し
，
ｏ

ネ
フ
ロむ
に鱚

判肇になるまで煎C.ろ

も
あ
り
ま
す
。
小
さ
い
子
だ

っ
た
ら
、
す
り
お
ろ

し
て
サ
ジ
で
直
接
食

べ
さ
せ
て
も
よ
い
で
し
ょ

う
。
ほ
ほ
の
赤
み
が
ス
ー
ッ
と
ひ
い
て
楽
に
な
る

ま
で
、　
一
～
二
時
間
の
あ
い
だ
に
数
個
与
え
て
も

よ
い
で
し
ょ
う
。

リ
ン
ゴ
汁
は
、
こ
の
ほ
か
、
頭
痛
時
に
額
に
塗

る
と
か
、
ガ
ー
ゼ
に
浸
し
て
頭
や
額
に
貼

っ
て
効

く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●
ミ
カ
ン
汁

（頭
痛
解
熱

・
魚
の
解
毒
）

魚
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
い
た
人
、
玄
米
食
に
な

っ
た
の
ち
も
ち
ょ
く
ち
ょ
く
魚
を
と

っ
て
い
る

人
、
フ」
の
よ
う
な
人
の
高
熱
や
頭
痛
に
用
い
ま
す
。

魚
に
よ
る
陽
性
過
多
の
発
熱
や
頭
痛
に
は
、
最
初

は
、
大
根
や
生
姜
、
わ
さ
び
や
ね
ぎ
な
ど
、
野
菜

で
対
応
す
る
の
が
順
当
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
ら

で
解
決
し
な
か
っ
た
時
、
ミ
カ
ン
汁
や
ミ
カ
ン
そ

の
も
の
、
あ
る
い
は
夏
ミ
カ
ン
な
ど
を
利
用
し
ま

す
。
ピ
タ
ッ
と
適
応
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ミ
カ
ン
は
カ
ゼ
の
妙
薬
で
あ
る
、
と
も
称
さ
れ

て
い
ま
す
。
ミ
カ
ン
汁
と
し
て
用
い
る
以
外
に
、

果
皮
を
干
し
た
も
の
を
陳
皮
と
称
し
、
カ
ゼ

・
す

べ
て
の
ノ
ド
の
病
気

・
せ
き
ど
め

。
発
汗

ｏ
健
胃

。
心
悸
克
進

・
淋
病

・
催
乳
そ
の
他
に
応
用
さ
れ

ま
す
。

●
レ
モ
ン
汁

（油
脂
熱
の
中
和
解
熱

・
肉
卵
の
解

毒
）

こ
れ
は
、
リ
ン
ゴ
や
ミ
カ
ン
と
く
ら
べ
る
と
、

は
る
か
に
陰
性
で
す
。
ふ
だ
ん
肉
や
卵
や
脂

っ
こ

い
も
の
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
き
て
、
体
の
丈
夫
な

人
が
熱
を
出
し
た
、
と
い
う
時
に
レ
モ
ン
汁
を
う

す
め
て
飲
ま
せ
ま
す
。
見
た
だ
け
で
陽
性
そ
う
な

人
で
、
し
か
も
激
し
い
ス
ポ
ー
ツ
や
労
働
や
肉
食

を
し
て
発
熱
し
た
と
い
う
よ
う
な
時

に
用

い
ま

す
。レ

モ
ン
入
り
紅
茶
と
か
、
レ
モ
ン
ス
カ
ツ
シ
ュ

な
ど
は
暑
い
気
候
の
土
地
と
か
、
肉
食
者
用
の
飲

み
物
で
す
。
日
本
人
の
食
事
も
動
物
性
食
品
や
脂

っ
こ
い
食
物
が
多
く
な
り
、
こ
の
よ
う
な
果
汁
が

よ
く
効
く
ケ
ー
ス
が
多
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
玄
米
菜
食
者
や
穀
菜
食
者
に
は
、
や
た
ら

に
用
い
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
油
料
理
の
時
に
、

大
根
お
ろ
し
の
か
わ
り
に
使
用
す
る
と
か
、
他
の

ジ

ュ
ー
ス
に
添
え
て
効
果
を
高
め
る
時
な
ど
に
主

と
し
て
活
用
し
ま
す
。

●
干
し
柿
お
よ
び
干
し
柿
の
ヘ
タ

（ネ
フ
ロ
ー
ゼ

な
ど
の
利
尿

・
解
熱
発
汗
促
進
に
）

幼
児
や
老
人
や
虚
弱
体
質
者
の
流
行
性
感
冒
時

の
解
熱
発
汗
の
促
進
用
と
し
て
、
ミ
カ
ン
の
皮
、

し
ょ
う
が
と
と
も
に
干
柿
を
煮
こ
ん
だ
玄
米
粥
に

つ
い
て
は
、
す
で
に
説
明
し
ま
し
た
Ｇ
手
当
法
の

実
際
』
第
五
回
に
て
）

干
柿
の
ヘ
タ
は
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
に
効
く
利
尿
剤
で



す
。
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
は
、
腎
臓
の
糸
球
体
が
ゆ
る
ん

で
体
に
必
要
な
蛋
白
が
尿
の
中
に
出
て
し
ま
う
と

い
う
、
陰
性
な
腎
臓
病
で
す
。

干
し
柿
の
ヘ
タ
を
六
～
七
箇
、
三
カ
ッ
プ
の
水

で
半
分
量
に
な
る
ま
で
煎
じ
、　
一
日
二
回
に
分
服

し
ま
す
。
冷
め
た
ら
温
め
て
服
用
し
ま
す
。

ネ
フ
ロ
ー
ゼ
に
は
、
こ
の
ほ
か
に
玄
米
ス
ー
プ

も
よ
く
、
野
菜
ス
ー
プ
は
主
と
し
て
陽
性
の
腎
臓

病
の
利
尿
剤
で
す
。

（筆
者
付
記
）

乳
幼
児
の
発
熱
高
熱
に
と
ま
ど
う
こ
と
は
、
よ

く
あ
り
ま
す
。
玄
米
食
者
は
、
と
か
く
、
病
気
は

す
べ
て
陰
性
が
原
因
と
思
い
こ
ん
で
い
た
り
↓
陰

性
は
悪
、
陽
性
は
善
」
と
い
う
ふ
う
な
解
釈
を
し

て
い
る
ひ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
陽

過
多
の
処
方
を
し
て
、
子
ど
も
や
赤
ち
ゃ
ん
を
さ

ら
に
高
熱
に
追
い
こ
ん
で
苦
し
ま
せ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
頬
や
耳
が
赤
く
、
塩
気
の
あ
る

飲
食
物
や
穀
類
を
与
え
る
と
、
さ
ら
に
カ
ー
ッ
と

熱
く
高
熱
に
な
っ
て
熱
が
下
ら
な
い
場
合
は
、
陽

過
多
に
よ
る
熱
病
で
す
。
特
に
穀
類
の
過
食
に
よ

る
高
熱
は
、
野
菜
ス
ー
プ
、
大
根
湯
、
玄
米
ス
ー

プ
な
ど
で
は
解
熱
し
き
れ
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
場

合
に
、
今
回
の
果
汁
を
利
用
し
ま
す
。

果
汁
を
利
用
す
る
場
合
、
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な

い
こ
と
は
、
症
状
が
好
転
し
た
ら
使
用
を
減
ら
す

か
、
や
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
よ
ほ
ど
の
陽
性

症
状
か
陽
性
体
質
者
で
な
い
か
ぎ
り
、
長
い
連
用

は
い
け
ま
せ
ん
。

果
汁
に
は
、
こ
の
ほ
か
に
ス
イ
カ
、
キ
ュ
ウ
リ
、

梅
、
桃
、
ぶ
ど
う
、
柿
、
ビ
ワ
な
ど
、
症
状
に
応

じ
た
的
確
な
判
断
が
で
き
れ
ば
、
薬
効
を
活
用
で

き
る
も
の
は
あ
り
ま
す
。
し
か
し
診
断
が
的
確
で

な
く
、
使
用
法
が
ま
ち
が

っ
た
場
合
、
症
状
を
さ

ら
に
悪
化
さ
せ
た
り
、
複
雑
に
し
て
し
ま
う
例
を

た
く
さ
ん
見
受
け
ま
す
。

正
食
療
法
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
病
気
の
症
状
に
、

台
所
に
あ
る
日
常
の
野
菜
と
今
回
の
果
物
程
度
で

解
決
で
き
ま
す
。
基
本
的
な
手
当
法
を
、
し
っ
か

り
と
習
得
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
　

（
つ
づ
く
）

■
参
考
資
料
『
新
し
き
世
界

へ
五
五
〇
号
』
『新
食

養
療
法
』

原因不明のトラブルでお困りの方に朗報 !l
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■金子式生体エネルギー診断法により、一週間後に人体上の生体
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■ヒフミ食による食卓指導も随時実施致 します。
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１０
年
前
に
快
医
学
に
出
会
っ
て
か
ら
パ
ー
ト
ナ

ー
の
郷
田
共
々
、
古
い
虫
歯
の
治
療
以
外
に
は

一

切
の
薬
、
注
射
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
断
っ
て
医
者
い

ら
ず
で
健
康
な
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。
当
時
３

才
だ
っ
た
祥

（し
ょ
う

ｏ
ｌ３
才
）
も
そ
の
後
に
生

ま
れ
た
二
人
の
子
も
そ
れ
で
通
し
て
き
ま
し
た

が
、
た
ま
に
果
物
の
食
べ
過
ぎ
な
ど
で
風
を
引
く

マクロビオティック
をベースに

快医学と

ライフスタイル
改革を楽しむ

「未来食アトリエ。風」代表

大谷ゆみこ

く
ら
い
で
、
み
ん
な
元
気
い
っ
ぱ
い
に
育

っ
て
い

ま
す
。

現
代
栄
養
学
と
食
品
産
業
の
実
験
台
と
し
て
育

っ
て
し
ま
い
、
雑
誌
な
ど
の
情
報
に
操
ら
れ
て
賢

い
グ
ル
メ
を
気
取

っ
て
い
た
私
に
と
っ
て
、
快
医

学
と
の
出
会
い
、
特
に
食
の
問
題
に
つ
い
て
は
相

当
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
出
来
事
で
し
た
。
反
面
そ
れ

ま
で
に
何
と
な
く
疑
間
に
感
じ
て
い
た
け
れ
ど
答

え
の
見
い
出
せ
な
か
っ
た
こ
と
や
、
感
覚
的
に
な

じ
め
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
、
潜
在
的
に
持

っ
て
い

た
様
々
の
問
い
が
蘇
り
、
わ
く
わ
く
す
る
喜
び
を

覚
え
た
こ
と
も
確
か
で
し
た
。

初
め
て
食
べ
た
玄
米
ご
は
ん
の
お
い
し
さ
に
も

触
発
さ
れ
て
、
「食
の
真
相
を
知
り
た
い
」
「栄
養



学
に
占
領
さ
れ
る
前
の
失
わ
れ
た
食
生
活
を
取
り

戻
し
た
い
」
、
「栄
養
学
に
変
わ
る
確
か
な
指
針
が

欲
し
い
」
と
思

っ
て
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
の
門
を
く
ぐ

っ
て
９
年
に
な
り
ま
す
。

体
が
喜
ぶ
ほ
ん
と
の
お
い
し
さ
に
出
会

い
、

日
々
味
覚
が
呼
び
覚
ま
さ
れ
、
体
が
開
か
れ
て
行

く
の
が
楽
し
く
て
、
あ

っ
と
い
う
間
に
食
生
活
を

丸
ご
と
入
れ
替
え
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
周
り
を

見
回
し
て
み
る
と
、
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク
の
全

体
像
を
把
握
し
て
い
る
人
が
少
な
く
、
治
病
食
と

日
常
食
の
区
別
が
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
食
べ

物

一
つ
一
つ
の
性
質
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
た
り
で
か

え

っ
て
不
健
康
な
生
活
を
し
て
い
る
人
や
、
人
間

関
係
が
狭
く
貧
し
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
人
が
多
い
こ
と
は
不
安
で
し
た
。
ま
た
、

マ
ク

ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
に
対
し
て
、
誤
解
や
強
い
偏
見

を
持

っ
て
い
る
人
が
多
い
こ
と
も
気
に
な

っ
て
い

ま
し
た
。

と
は
言
え
、
私
自
身
に
と
っ
て
は
考
え
方
も
食

事
を
切
り
替
え
た
効
果
も
驚
異
的
な
こ
と
も
事
実

だ
っ
た
の
で
、
な
ん
と
か
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
日

常
食
と
し
て
の
穀
物
菜
食
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

と
、
現
代
生
活
に
フ
ィ
ッ
ト
す
る
料
理
術
を
身
に

つ
け
た
い
と
学
び
工
夫
し
て
い
る
う
ち
に
、
理
屈

抜
き
に

「食
べ
物
と
い
の
ち
の
関
係
」
が
体
感
出

来
る
よ
う
に
な
り
、
７
年
を
過
ぎ
た
頃
に
は
は
っ

き
り
と
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

で
柔
軟
な
全
体
像
が
つ
か
め
て
、
ひ
え

・
あ
わ

・

き
び
等
の
雑
穀
を
主
材
料
と
し
て
、
誰
も
が
理
屈

抜
き
に
お
い
し
い
と
い
っ
て
く
れ
る
創
作
料
理
の

レ
シ
ピ
も
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
生
ま
れ
ま
し
た
。

そ
の
間
に
愛
に
満
ち
た
豊
か
で
多
様
な
人
間
関
係

も
育
っ
て
、
創
造
的
で
や
り
が
い
の
あ
る
天
職
に

め
ぐ
り
会
え
て
、
最
高
に
ハ
ッ
ピ
ー
な
毎
日
で
す
。

病
気
が
重
く
な
っ
て
か
ら
の
自
然
治
癒
力
を
引

き
出
す
、
対
症
療
法
と
し
て
の
正
食
医
学
の
驚
異

的
な
効
果
も
目
の
当
り
に
実
感
し
て
い
ま
す
が
、

や
は
り
病
気
に
な
ら
な
い
前
の
、
の
び
の
び
楽
し

い
日
常
食
生
活
と
し
て
の
穀
物
菜
食
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
を
育
て
る
こ
と
こ
そ
大
切
で
あ
り
、
心
を
わ

く
わ
く
さ
せ
る
お
い
し
い
料
理
で
、
体
と
暮
ら
し

を
丸
ご
と
癒
し
て
い
く
食
生
活
を
提
案
す
る
の

が
、
食
い
し
ん
坊
な
私
の
役
割
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
い
ま
す
。

心
身
は

「食
」、
「息
」、
「動
」
、
霜
ど
、
「環
」

と
い
う
自
然
な
生
命
活
動
へ
の
法
則
違
反
に
よ
っ

て
病
み
、
具
体
的
に
は
運
動
系
の
歪
み
と
内
臓
系

の
歪
み
と
い
う
形
で
現
れ
ま
す
。
快
医
学
で
は
運

動
系
の
歪
み
は
関
節
を
快
方
向
に
動
か
す

「操
体

法
」
で
、
内
臓
系
の
歪
み
は
体
の
重
要
ポ
イ
ン
ト

七
カ
所
を

一
カ
所
は
冷
や
し
、
他
は
循
環
シ
ス
テ

ム
に
即
し
た
順
に
気
持
ち
の
良
い
温
度
で
暖
め
る

こ
と
を
中
心
と
し
た

「綜
統
医
学
」
で
直
し
ま
す
。

他
者
に
依
存
せ
ず
に
自
力
で
自
然
治
癒
力
を
引
き

出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。　
一
九
八
〇
年
に
瓜

生
良
介
氏
が
橋
本
敬
三
氏
の
操
体
法
を
ベ
ー
ス
に

提
唱
し
始
め
た
も
の
で
す
が
、　
一
九
九

一
年
に
は

「世
界
快
医
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
し
て
旗
揚
げ

し
、
高
価
な
薬
や
医
療
器
具
に
頼
ら
な
い
セ
ル
フ

ヒ
ー
リ
ン
グ
術
と
し
て
世
界
中
で
セ
ミ
ナ
ー
を
開

い
て
き
ま
し
た
。
誰
も
が
命
の
し
く
み
を
知
り
、

簡
単
な
治
療
法
を
身
に
つ
け
る
だ
け
で
簡
単
に
自

分
の
健
康
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
「快
医
学
」

と
キ
ツ
チ
ン
が
そ
の
ま
ま
生
命
の
薬
局
で
あ
る

「正
食
医
学
」
、
そ
し
て
日
常
生
活
法
と
し
て
の
「快

医
学
」
と

「
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク
」
が
ド
ッ
キ

ン
グ
す
れ
ば
そ
の
効
果
は
無
敵
で
す
。

快
医
学
で
は
、
Ｌ
・Ｅ
・Ｔ

（ラ
イ
フ
エ
ナ
ジ
ー

テ
ス
ト
）
と
い
う
体
の
歪
み
や
内
臓
の
健
康
状
態
、

感
染
の
有
無
、
体
質

・
体
調
に
適
し
た
食
べ
物
や

薬
草
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
方
法

（ほ
と
ん
ど
器

具
を
必
要
と
し
な
い
）
も
徐
々
に
確
立
し
て
き
て

い
る
の
で
、
体
質
の
判
断
の
誤
り
に
よ
る
事
故
も

防
げ
て
安
心
で
す
。
ま
た
、
現
在
の
快
医
学
に
は

血
液
の
歪
み
と
い
う
項
目
が
欠
け
て
い
る
の
は
と

て
も
惜
し
い
の
で
、
「快
医
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
へ

は
正
食
医
学
と
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
食
生
活
を

見
直
し
、
学
ぶ
こ
と
で
よ
り
力
強
い
活
動
が
可
能



な
こ
と
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
も
う

一
つ
実
感
し
た
の
は
、
心
が
苛
々

し
た
り
、
不
安
に
な

っ
た
り
、
怒

っ
た
り
す
る
と
、

食
が
乱
れ
た
と
き
と
同
じ
よ
う
に
血
液
の
状
態
が

悪
化
す
る
こ
と
、
そ
し
て
食
が
乱
れ
る
と
心
の
状

態
も
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に
な
っ
て
、
苛
々
や
不
安
や

怒
り
の
感
情
を
抱
き
や
す
く
な
る
こ
と
で
す
。
つ

ま
り
食
生
活
と
精
神
作
用
は
と
も
に
血
液
の
歪
み

の
原
因
で
あ
り
、
食
を
整
え
る
こ
と
で
精
神
も
あ

る
程
度
整
え
る
こ
と
が
可
能
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。
血
液
の
歪
み
は
運
動
系
の
歪
み
、
内
臓
系
の

歪
み
と
並
ぶ
大
き
な
要
因
な
の
で
す
。
ま
た
心
の

歪
み
は
あ
ら
ゆ
る
病
気
を
誘
発
す
る
の
で
、
心
の

側
か
ら
の
取
り
組
み
も
欠
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。快

医
学
の
治
療
法
と
正
食
医
学
の
治
療
法
、
快

医
学
の
人
生
観

・
生
命
観
と
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ

ク
の
宇
宙
観

・
生
命
観
が
ド
ッ
キ
ン
グ
す
る
と
、

そ
の
効
果
は
大
き
く
増
幅
さ
れ
る
こ
と
を
た
く
さ

ん
体
験
し
ま
し
た
。

私
が
理
解
し
て
い
る
自
然
の
法
則
に
添

っ
て
自

由
奔
放
に
、
そ
し
て
健
康
に
食
べ
る
こ
と
を
楽
し

む
方
法
で
あ
る
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
、
そ
し
て

快
医
学
を
、
皆
さ
ん
に
知

っ
て
欲
し
い
気
持
ち
で
、

い
っ
ぱ
い
で
す
。

人
類
の
歴
史
の
大
き
な
流
れ
と
地
球
大
に
視
野

を
広
げ
て
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
改
革
か
ら
環
境
改

革

へ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
活
動
を
、
わ
く
わ
く
し

な
が
ら
感
動
に
満
ち
て
日
々
進
め
ま
し
ょ
う
。

正
食
医
学
と
ド
ッ
キ
ン
グ
し
た
快
医
学
の
全
体

像
を
、
瓜
生
先
生
の
お
考
え
や
チ
ャ
ー
ト
を
参
考

に
し
て
作

っ
て
み
ま
し
た
。

現
在
は
、
第
二
段
階
の
重
要
性
に
あ
ら
ゆ
る
分

野
の
人
が
気
づ
い
て
、
様
々
な
模
索
を
始
め
て
い

る
と
き
で
す
。
私
た
ち
家
族
も
、
未
来
食
ア
ト
リ

エ
の
仲
間
た
ち
も
、
全
力
を
挙
げ
て
第
二
段
階
に

快医学治病システム図

大谷ゆみこ

運
動
系
の
歪
み

血
液

の
歪

み

内
臓

の
歪

み

最
も
効
果
的
な
治
療
法
と

体
の
状
態
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る

∩
日

∪

第 1段階

対 自 体
症然  か

霞潟  3

を 子
警 7

学
チ

(7秀じ;訴葺舞結)
生命をのびのびと解き放ち、生の喜びをよ りいつそう充実

させる方向へ他者やすべての生命と共に喜びを分かち合え

るバランスのとれた快感覚をとりもどす

心
と
暮
ら
し
の
あ
り
方

か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

い
の
ち
を
生
か
す
根
本
療
法

五
感
を
解
放
す
る

環
境
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

社

会

改

革

:ま い
んの
とち
の と
関食
係べ
を も
知 の
るの

鍮
期
η

呼
気
に
重
点
を
お
き
、
い
ら
な
い
も
の

を
捨
て
て

社
会
シ
否
ア
ム

マ
ク
ロ
ヒ
オ
テ
ィ
ッ
ク
食
生
活



取
り
組
み
、第
二
段
階
を
模
索
し
始
め
て
い
ま
す
。

環
境
問
題
な
ど
い
き
な
り
第
二
段
階
に
取
り
組
ん

で
い
る
人
に
も
、
少
し
ず
つ
第
二
段
階
で
自
分
自

身
の
心
と
体
と
暮
ら
し
を
取
り
戻
す
こ
と
で
、
も

っ
と
楽
に
効
果
的
に
力
強
い
活
動
が
で
き
る
こ
と

を
伝
え
始
め
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
第

一
段

階
は
、
命
の
土
台
造
り
の
た
め
に
と
て
も
重
要
で

す
。皆

で
情
報
を
交
換
し
合

っ
て
、
ま
だ
ま
だ
未
熟

な
第
二
段
階
の
生
活
術
と
心
の
あ
り
方
、
第
二
段

階
の
命
を
生
か
す
環
境
作
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
積
み

重
ね
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（未
来
食
ア
ト
リ
エ
・
風
　
主
宰
　
山
形
在
住
）

快
医
学
…
操
体
法

・
綜
統
医
学

ｏ
Ｌ
Ｅ
Ｔ
を
三
本

柱
に
数
十
時
間
の
講
義
と
実
技
で
誰
に
で
も
す
ぐ

お
ぽ
え
ら
れ
る
。
自
分
自
身
の
ケ
ア

・
ス
キ
ン
シ

ッ
プ

。
身
近
な
手
当
て
で
、　
一
部
の
特
権
化
し
た

医
療
を
自
分
達
の
手
に
取
り
戻
し
、
自
立
し
た
医

療
活
動
を
し
て
い
る
。

連
絡
先
〒
１６６
杉
並
区
高
円
寺
北
三
―
二
五
―
二
五

ウ
リ
ウ
治
療
質
内
世
界
快
医
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

操
体
法
…
呼
吸
法
と
共
に
体
を
快
方
向
に
動
か
す

こ
と
に
よ
り
運
動
系
の
歪
み
を
正
す
。　
一
人
で
で

き
る

一
人
操
体
、
一
一人
で
や
る
二
人
操
体
と
あ
り
、

自
分
で
自
分
の
体
の
歪
み
を
調
整
で
き
る
の
が
特

徴
。
ま
た
、
息

。
食

・
動

。
想
を
快
法
則
に
従

っ

て
生
活
全
体
を
調
和
の
と
れ
た
も
の
に
し
て
い

線
統
医
学
…
体
の
基
本
と
な
る
六
カ
所
、
胸
腺

・

肝
臓

・
牌
臓

・
小
腸

・
腎
臓

・
足
裏
を
手
当
て
す

る
こ
と
に
よ
り
自
然
治
癒
力

・
免
疫
機
能
を
高

め
、
内
臓
を
強
化
す
る
。
近
代
医
学
の
基
本
で
あ

る
生
理
学

・
病
理
学
を
東
洋
医
学
の
全
体
観
や

生
命
観
で
検
証
し
全
体
医
学
と
し
て
ま
と
め
あ
げ
た
。

Ｌ
・
Ｅ
・
丁

（ラ
イ
フ

・
エ
ナ
ジ
ｌ

ｏ
テ
ス
ト
）
…

０
リ
ン
グ
テ
ス
ト
を
改
良
し
、
よ
り
精
度
の
高
い

検
査
法
を
確
立
し
た
。
手
指
の
筋
力
を
た
よ
り
に

胸
腺

・
肝
臓

・
牌
臓

。
腎
臓

・
小
腸
を
診
た
り
自

分
に
合
う
薬
草
や
食
物
の
発
見
が
で
き
る
テ
ス
ト

法
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
や
薬
を

一
切
使
用
せ
ず
、
検
査

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

未
来
食
ア
ト
リ
エ
・
風
…
穀
物
と
野
菜
料
理
の
創

作
ア
ト
リ

エ
。
『”
鷺
　
３
鉾
気
巴
　
ｒ
一お
　
ヨ
一多

一フ
　

ブ

ｒ
ｏ
お

い
の
ち
に
満
ち
た
食
事
と
愛
に
満
ち
た
暮

ら
し
を
』
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
共
に
か
ら
だ
が
喜
ぶ

ホ
ン
ト
の
お
い
し
さ
の
輪
を
広
げ
る
様
々
な
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
山
形

・
矢
の
沢
の
ア
ト
リ
エ
で

は
、
大
谷

・
郷
田
フ
ァ
ミ
リ
１
６
人
が
生
活
全
方

位
に
も
う

一
つ
の
暮
ら
し
実
験
中
。
私
た
ち
の
夢

は
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
考
え
方
と
調
理
法
を

ベ
ー
ス
に
工
夫
し
た

「
お
い
し
い
穀
粒
根
菜
食
」

を
あ
た
り
ま
え
の
生
活
法
と
し
て
暮
ら
し
の
中
に

根
づ
か
せ
る
こ
と
で
す
。
地
球
の
エ
コ
ロ
ジ
ー
と

心
身
の
エ
コ
ロ
ジ
ー

（健
康
）
を
同
時
に
実
現
す

る

「未
来
食
」
と
し
て
、

２．
世
紀
を
リ
ー
ド
す
る

食
の

一
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
育
て
て
ゆ
き
た
い
と
燃

え
て
い
る
メ
ン
バ
ー
の
集
ま
り
で
す
。

◎未
来
食
ク
ッ
カ
リ
ー
＆
セ
ミ
ナ
ー
　
か
ら
だ
と
地
球
の
未
来
を
開
く

日
常
生
活
法
と
し
て
の

「
お
い
し
い
／
楽
し
い
／
穀
物
菜
食
」
の
技

術
と
考
え
方
を
、
い
の
ち
主
体
の
生
命
観
、
生
活
感
と
と
も
に
ま
る

ご
と
味
わ
い
学
び
ま
す
。
●
滞
在
型
セ
ミ
ナ
ー

・
春
　
３
／
２５
０

～
２９
〇
四
泊
五
日
　
山
形

・
矢
の
沢
●
矢
の
沢

・
未
来
食
の
集
い
。

の
び
の
び
自
然
を
楽
し
ん
で
３‐
日
の
夜
は
未
来
食
パ
ー
テ
ィ
／

３
／
２９
ω
～
３‐
内
二
泊
三
日
　
山
形

・
矢
の
沢
●

一
年
八
ロ
コ
ー
ス

毎
月
第
二
日
曜
午
前
九
時
半
～
午
後
二
時

・
４
／
Ю
●
５
／
８
●６
／

‐２
・
７
／
‐０
●
９
／
Ｈ
・
１０
／
９
・
Ｈ
／
‐３
・
‐２
／
Ｈ
。主
催
　
未
来
食
ア

ト
リ
エ
・
風
　
講
師
大
谷
ゆ
み
こ
　
８
０
３
●
３
２
６
９
●
０
８
３
３

（鳥
越
）
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望診法
特別ゼミナール

―LIの間に、過去・現在・未来を見透す
驚異の望診法大公開 !!

識雨・ 大森英桜 軸 鵬家
会場● 日本Cl協会 2Fさ くらホール

会費●各回 2食付 24′ 000円

宿泊込 26,000円

人体に秘められた各部位の相を、無双原理で解き明かすことによって、過去 。現在・未来
の姿を見透す法則 (=望診法)を 身につけることができます。また、健康のみならず、幸

福に生きるためのよりよいアドバイスをお約束します。

望診法は、古来より秘伝中の秘伝とされており、企業においては社員の登用や能力開発、

商談等のビジネスに、教育においては生徒のカウンセリングや適職のア ドバイス等に、そ
の活用範囲は多岐にわたっています。

4‐/2)3 ||15/7>8

人相と手相

●A484・・・●・舌|あ||
・首    ■■■

2A485…ほくろ ・ ■
3尋恭鸞論。手相1■生
|1鑢

畢

6/4)5
■手相、足相、声相、他‐

●1報 5…勧 1綺

:‐

‐‐

鼈 |
5便と尿による診断
6 音響診け去・実翼雪

人体発生学と人相 ‐

111´1銀疑釧ピ学と動

主催・申し込み●日本 CI協会容03(3469)7631
■電話で必ず予約して下さい。■受講には日本 Cl協会の正会員か誌友会員にな
ることが必要です。■講義は各回ごとに2日 間通しの受講のみ受付ます。講義
ずつの部分受講はできません。■会費は当日受付にてお支払い下さい (一括前
納は受け付けておりません)。

■土
12:30-1
1 :00-2
3 :00-4
4 :30～ 6

6 ,00-7
7 :30-9
11 : 00-

■日

6 :00-7
7 :30-9
9 :30-11
11 :00-12
12:30-2
2 : 00-3

00受付
30講義 1

30講義 2

00夕食
30講義 3

00質疑応答
消灯、就寝

30起床、清掃、体操、歌
00講義 4

00講義 5

30朝食
00講義 6

00質疑応答
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マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
実
践
者
に
は
直
接
関

係
の
な
い
こ
と
で
す
が
、
１
月
２．
日
付
の
朝
日
新

聞
に

「畜
水
産
食
品
、
抗
生
物
質
の
残
留
容
認
、

厚
生
省
、
基
準
設
定
諮
問

へ
」
と
い
う
見
出
し
で

こ
れ
ま
で
ゼ
ロ
基
準
で
あ

っ
た
抗
生
物
質
と
合
成

抗
菌
剤
の
残
留
を
米
国
や
欧
州
か
ら
の
圧
力
で
撤

廃
す
る
と
い
う
記
事
が
で
て
い
ま
し
た
。

戦
後
、
日
本
古
来
の
伝
統
食
を
栄
養
学
の
名
の

も
と
に
破
壊
し
、
栄
養
学
で
い
う
と
こ
ろ
の
健
康

優
良
児
を
奨
励
し
た
結
果
、
体
位
は
向
上
し
た
が

体
力
は
低
下
す
る
と
い
う
矛
盾
し
た
現
象
を
う
み

だ
し
ま
し
た
。
更
に
戦
前
で
は
あ
り
え
な
か
っ
た

難
病
、
奇
病
が
多
発
し
た
の
も
事
実
で
す
。
今
度

は
コ
メ
を
輸
入
さ
せ
る
こ
と
で
、
わ
ず
か
に
残
さ

れ
た
日
本
民
族
の
パ
ワ
ー
を
な
く
し
て
し
ま
う
よ

う
に
も
み
う
け
ら
れ
ま
す
。
ま
る
で
実
験
室
の
フ

ラ
ス
コ
の
よ
う
な
日
本
。
い
つ
の
間
に
か
抵
抗
力

も
な
く
な
り
、
頭
も
体
も
使
い
捨
て
の
ロ
ボ
ッ
ト

の
よ
う
に
な

っ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
。

◆
‐２
月
１
日
　
東
西
合
同
会
議
を
名
古
屋
で
開

催
、
来
年
の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
に
つ
い
て
討
議
。

初
め
て
の
試
み
と
し
て
共
同
主
催
を
検
討
。

◆
‐２
月
４
日
　
ノ
ン
フ
イ
ク
シ
ョ
ン
作
家
、
高
宮

檀
氏
来
館
。
高
宮
氏
は
宗
教
、
政
治
方
面
の
新
進

ラ
イ
タ
ー
。

◆
・２
月
８
日
　
湧

・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ヘ

「地
湧
社
」
の
増
田
社
長
を
訪
ね
、
ア
ド
バ
イ
ス
を

う
け
る
。

◆
‐２
月
１４
日
　
広
島
県
沼
隈
郡
に
あ
る

「
み
ろ
く

の
里
」
に
神
勝
寺
、
副
住
職
檀
上
宗
謙
氏
を
訪
ね

る
。
「
み
ろ
く
の
里
」
は
広
大
な
敷
地
に
禅
寺
、
研

修
セ
ン
タ
ー
、
ホ
テ
ル
、
温
泉
、
遊
園
地
を
擁
す

る
別
天
地
。

訪
問
後
、
福
山
市
内
の
友
の
店

「あ
す
ろ
文
化

社
」
を
訪
ね
る
。
（詳
細
本
文
ア
ー
ス
ト
リ
ッ
プ
）

副
住
職
の
檀
上
さ
ん
は
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク
の

理
解
者
で
も
あ
り
、
実
践
者
で
も
あ
る
。

佐
藤
事
務
局
長
は
翌
日
地
元
の
友
の
店
を
ま
わ

り
帰
京
、
花
井
専
務
理
事
は
、
奈
良
に
泊
り
翌
日

吉
野
葛
の
生
産
者
を
訪
ね
る
。

◆
‐２
月
１５
日
　
オ
ー
サ
ワ
ジ
ャ
パ
ン
い
取
扱
の
本

く
ず
粉
の
生
産
者
を
吉
野
郡
に
訪
ね
る
。

国
産
の
く
ず
粉
も
、
労
働
力
不
足
と
採
取
に
要

す
る
経
費
の
高
騰
の
た
め
、
中
国
か
ら
の
輸
入
を

検
討
中
と
の
こ
と
。
（４
月
号
掲
載
）

◆
‐２
月
２５
日
　
ポ
ト
ラ
ッ
ク

（持
ち
込
み
）
形
式

に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
。
持
ち
込
み
参

加
者
３０
名
。
リ
マ
ク
ッ
キ
ン
グ
の
料
理
も
加
わ
り
、

総
勢
１００
名
余
り
の
参
加
者
は
大
満
足
。
在
日
外
国

人
も
１０
数
名
加
わ
り
国
際
色
豊
か
な
交
流
パ
ー
テ

ィ
ー
で
し
た
。

◆
・２
月
２９
日
　
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
、
仕
事
納
め
。

◆
１
月
７
日
　
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
の
職
員
新
年
会
を

祖
師
ヶ
谷
大
蔵
の

「真
名
井
」
に
て
開
催
。
百
年

祭
を
終
え
、
本
年
は
出
版
に
力
を
入
れ
る
こ
と
を

全
員
で
確
認
す
る
。



駅5分)□ 8045(894)4799 岡田

私達の台所 料理教室、研究会
■一慧のクッキング ロ毎月第2木曜
■食箋料理、手当法研究会 □毎月第4

日曜 国大森一慧 □相模台公民館

固卸 427(84)3163 加藤

御殿場・富岳庵
■食養料理集中講座 □田中愛子 □
第 1土曜14時～翌日14時 □11,000円

(宿泊合)□80550(83)4759 富岳庵
■基本食道場 (合宿)指導/友井寛

□803(3866)3545 健康道場

□静岡県御殿場市萩原743

富士宮 。正食料理教室

□松永早穂里 日第2日 曜10時～ □
静岡県・富士宮中央公民館 固80544
(24)0556 富 Lグ ソーン健康センター

健心館道場 料理教室
●食箋料理とお話 □大森一意

□第2日 曜13時 ～ □静岡県富士刑
`□80544(67)0356

愛知・ リマクツキング

□浮津宏子 □第 1日 曜11時、15時

□小牧市・長生堂 固80568(76)2731

石打ペンション ブルージュ

●玄米食スタッフ募集″ □新潟県南
魚沼郡 □80257(83)3667 鈴木

自然食ペンション 大原山荘
●自家製作物、 ミネラル温泉、スキー

□岐阜県大野郡 □805776(8)2953

山本祥園自然食料理教室

□山本祥園

0□第1木曜10時 ～13時 □神戸市・

上御影会館 固8078(822)3328

●□第2水曜10時 ～13時 □牧方市。

サダ公民館 □80720(53)2200

0コ第3月 曜10時 ～15時 □神戸市・

ひなたぼっこ □8078(583)0347

神戸たんぽぽ会 料理教室
ロヘイルウッド知子 □第1木曜10時

～14時 □2000円 □神戸ヘルスフー
ズ ロ劉 78(453)1777 岡本

新多聞ウェルネスクラブ
■料理教室 □佐 木々桂子

□第3土曜10時 ～14時

■オープンハウス ーウェルネスライ
フ、マクロビオティックを語り合う一
口月または水曜10時～

□神戸市垂水区本多聞

□8078(783)4591

狭山マクロビオティック料理教室
□小林夕夏 日第 1・ 3土曜(夜 )、 第
2・ 4水曜(昼)□埼玉県狭山市・一

玄「昼 固80429(59)1941

たべものや 連句会
□偶数月の第3日 1記 14時 ～18時半

□町田市。たべものや □0427(25)3201

座・ 連句

□3/2012時～ □新宿住友生命ビル

□東京都練,馬 区旭町271103 平井

未来食ア トリエ風 Fu
■未来食クッカソー&セ ミナー8回 コ

ース ロ大谷ゆみこ 日 4月 ～12月 の

第 2日 曜 (8月 休み)午前・午後

●秋のコース新設 ′ □ 9月 ～7月 の

第2土曜 ('94・ 5月 は第 1)午前・午後
■未来食クッキングパーティー

日第 2日 日程15時 ～18時半

■季節の未来食デー (予約制)

日毎月 1回  t曜か日曜の昼・夜

ロイ∫楽町線江戸川橋 2分

□容03(3269)0833 風 Fu・ 島越

秋葉原・津田温古堂 操体教室

日第 2・ 4[1曜 □ao3(3864)0557

」APON蒼 玄 MBF 行事案内
■翔進料理教室 (8月 より)

●八王子本部…第 1週金～FI曜  ●立

川支部…第2週 水～金曜 ●会津支部
…第3週金～日曜 ●長野支部分室…

第4週金～日
'翼

 □水～ L曜…18～ 20

時 日曜…H～ 13時 □普藤真佐徳

■正食医学講座 ●長野支部…第4金

曜18時 ～●会津支部…第411曜 18時 ～

■半断食説明会 本部・各支部随時

■半断食ドッグ 本部 。各支部随時

□◎八王子本部雪0426(25)0096 ◎長

野支部80262(32)0301 ◎長野支部分

室80262(21)8631 ◎会津支部80262
(29)8116 ◎立川支部80425(36)8477

自然食品店 イノチの糧屋

●スタッフ募集″ 正社員、アルバイ

ト可 □八王子市 □だЮ426(65)4311

あさいろ舎 料理教室、勉強会
■料理教室 □川内翔保子 □第2か

第3木・金・11 □秦野 と本厚木

■あさいろ塾 □佐々井譲 □第2土

曜18時～日秦野市・ レストラン「マニ

ホージュ」 □80463(82)6036

横浜 。自然食料理教室

日火曜10時～ ■基礎科、本科 (グル

メ料理、正食理論、野草料理、自家製

酵母パン)□横浜市栄区 (」 R本郷台

手稲食養サロン 基本料理請習会
□森山恵瑞香 □月1回 第 3日 曜
13時～16‖寺 □札幌市手稲区前田 (北

ll大 そば)Elaoll(681)1120

正食のはたこ「民宿パス青森」
●宿泊、料理講習、l11食 料1談、スキー教
室 □青森市戸山 □劉 177(41)9559

仙台。みちの く自然食品センター
■食養料理教室 □佐々木はるか 日
第 3日 曜 9時～ □劉 22(262)7677

東北正食協会  月例会

□月末の日曜 1時～ □仙台・食事処
「友苑」 固劉 22(246)2771

パス 《食禅》合宿

□毎月 1日 ～5日 (8月 は13日 ～17日 )

●自然の中での“食物による禅"。 料理

講習、食哲学、瞑想他 □橋本宙也

□福島県いわき市 □8o246(88)2545

マナ自然食  「P5前の小僧会」
●定例勉強会 □第 3水曜10時 ～

□岩手県盛悩l市 □ao196(62)6205

群馬マクロビオテ ィックセンター
■料理教室 □第 1木曜 昼・夜

□吉成知江子

■陰陽勉強会 日第 3日 曜11時～

□高崎 。MA tt NA □0273(22)5484

半断食 「宿便 と り」研修

□大森英桜、牧内泰道 日毎月 1～ 8

日 合宿 □静岡・熱海温泉道場 (短

期)固80557(80)2101 群,馬 。桐生学

園(長期研修)固80277(45)3001

上尾食養料理教室

□吉成知江子 □埼玉県上尾市・小川
自然食品店 □80487(74)8504

●掲動をご希望の方は、毎月末までに

原稿を郵送又はFAXで編集部あてに

あ送り下さい。採否はあ任せ願います。



鳥取陰陽会 定例勉強会

日伊藤誠 (長 生堂)□4/24(日 )10～ 16時

回平岩会館 ●正食相談あり(要予約)

■鳥取陰陽会 リマクッキング 囲浮津

宏子 □3/26(土 )、 27(日 )10～ 16時

□八橋 (ヤ バセ)地区公民館

固0858(52)2243 井上裕恵

食物の気と意識のセミナー

(実用弁証法の実習 )

●食物の気が身心に与える影響、意識

が身心に与える影響、食物の選び方、

意識の用い方を実習しながら実用弁証

法を体得 してゆきます。実用弁証法の

実習により身心の健康を体得し、真の

自由人として生きることがこのセミナ

ーのテーマです。

□毎月第 3日 曜13～ 16時 □赤ひげ堂

渋谷区代々木□03(3370)5015回 2000円

c:協会2Fさ くらホール

課外教室

●ヨガ教室

□三好暁 日毎週月18時 ～19時30分・

火曜15時～16時 国会員/5 LI・ 5000

円 会員外/4回・5000円

□劉 422(55)8963 三好

●太極拳教室

□大友映男□月2回 固 1回・2000円

□劉 422(47)6639 大友

●ヨガとインド古典舞踊教室
裸足で大地を踏みならしませんか′

ロニシャ立田 □毎週火曜18時 ～19時

□803(3780)1062、 03(3469)0468
ニシャ・インド舞踊研究会

穂高養生塾 '94塾生募集

癒しに関わる職業についている人、深
い癒しに関心のある人を対象に、約20

名の限定メンバーで、毎月 1回 (年間

計8回 )講師のみを変えて行います。

□(前)1994年 4～ 7月 (イカ1994年 8～ 12月

□長野県南安曇郡穂高町 □全8回

¥80,000□ 80263(83)5260 福田

禅林庵 。大森一慧料理教室

□大森一慧□毎月第3日 曜日12時～

□福島県・いわき市平禅林庵レストラ

ン内 “華"ク ッキング・スタジオ

日60246(25)2952

奈良正食友の会・定例健康講座

□松岡四郎 □奇数月第 4木曜 10:30
～15:00□奈良市 固劉 742(498026

大場正食料理教室

□大場育子 日月3回 10:30～ 13:00

□奈良市 □劉 742(45)8026

働愛知・玄 自然食品 学習会

■環境問題①合成洗剤、石けんについ

て②電磁波について③自動車公害に

ついて④藻塩の歴史と作り方について

□9:00～ 、13:40～ 日程は受ち合わせ

■手作 りみそ講習会

□中央線多治見駅→束鉄バスグランド

循環線陶元町0愛知 。玄自然食品

□0572(22)5537 川崎康宏

※希望者一人より学習会開きます。

出張学習会あり。

三重・正食料理教室、試食会

■MACROBIOTIC 自然食料理教室

□第 3水、日曜日 3日 前まで要予約

■MACROBIOTIC 自然食料理試食会

日第 4日 曜日 3日 前まで要予約

□南牟婁郡 □05979(8)1366 笹井

●純正食者の方のみお泊めします。

正食協会岡山支部料理教室

●生徒募集″ 〈初級・中級 。上級〉固
8086(262)0312 野田キヌ子

愛康内科医院 定例勉強会

■愛康会 □第2土曜13時～

□福岡県久留米市 □劉 942(21)5556

東村山ふれあい勉強会

□石田光延 □第2水曜 2時～

□久米川自然食店 ふれあいの村

□80423(95)9525(1時 ～
)

たまねぎ倶楽部

■食養講座 □松田盛夫 □第 2月 曜

10時 ～12時 □函館市民体育館

屋久島・ベンション天然村

●自然食料理でおもてなしいたします

□鹿児島県熊毛郡 □809974(7)2922

マク ロビオティック・ ヨガ教室

●毎週水曜10:00～ 11:30(山崎宅)

●毎週木曜11:00～ 13:00(大 阪・

SpaceNIna)

●毎週土曜9:45～ 11:15(神戸・港島

憩いの家)回8078(302)4316 らい

ふりふお―む塾 (代表/山崎まゆみ)



籐豫.は難鰺嬢羅警 健 康 憮艤警警警灌警黎

生命 と生活をい となむうえで基本 となる健康なか らだ とこころ。

すこやかに、やす らかに暮 らせるということ。

私たちの身体は、血や肉や髪の毛一本にいたるまで、

すべて食べた ものによってつ くられています。

マクロビオティックでは、字宙のな りたちと体の しくみを知 り、

日々の食事を通 して自然な体を取 り戻 します。

癬癬機勒 難警幾 エ コ ロ ジ ー 難欝檬聾警驀筆警

人間の生活は自然の代償の Lに成 り立っています。

ひとりひとりが心がけ、おこなってこそ、

子供たちに美しい自然を伝 えることがで きるのです。

農薬や化学肥料などの化学物質は自然のサイクルを舌Lし ます。

食べ物の摂 り方ひとつで、私たちは自然の一部として、

より人間らしく生 きるための第一歩を踏み出すことがで きます。

こヽ摯.や・箸1書‐銹李‐や
ネ冨  苺警警鬱難警華‐鰺

環境に生かされていると感じられること、

さまざまなものの “いのち"を生かしてあげられること。
“いのち"は科学で解明するものではなく、自分で感じとるもの。

季節を感じて、自然を感じて、字宙を感じて、自分を感じて、

そんな豊かな心をはぐくんでみませんか。



■ ゛

し い つさ

マクロビオティックの歴史は、H召和 3年夏、桜沢女Π一が北海道で開いた

「第 ‐
II,1無 双原理大学講習」か ら始まります。以来66年間、いまや日本は

もとよ り、欧米にまで広が り、医療・教 fJN I対係 者等に多大な t杉響を lJ・ え

ています。日本では、日本CI協会が昭和32年か ら桜沢如l^の指導の もとに、

マクロビオティックの普及 と研究を重ね、昭和41年 、師の亡 きあ とも現在

に至 るまで、運動の中核 として研鎖を積んで まい りました。

今日、世界的に環境破壊が |11題 になっていますが、桜沢はすでに昭和12

年 1こ “ビオ・エコロジー"と いう名称をもって、環境保 |:隻 の先鞭をつけて

います。世界中の民族がイデオロギーを超 えて、身 If不 1。 一物全体の原

則を守 る方向で、共に助け合い、健康 と1=村:1を 育て合う世界を創生するた

めにも、今後共、マクロビオティックの普及 を続けていきたい と思ってお

ります。

,イ

桜沢日本 Cl協会会長 里真

生命は、その個体全体でノ1｀ ランスを

保つてし1ま す。野菜は皮をむかず、ア

ク抜きやゆでこぼしをせず、葉の部分

も根の部分も調理 します。漁なら頭

からまるごと食べられるものを、穀物

は精自してし1な しヽものを食べること

で、食物本来の生命力をしヽただく

ことができます。

宇宙のすべてのものは陰陽の/1ラ ン

スによ つて成 り立 つてしヽます。広がる

力 、遠んl力が陰 、縮む力、求ノ出力が腸。

元素 では、カ リウムが陰
jl■ 、ナトリウ

ムが腸 ll■ であり、カリウム分 の多しヽ果

物な どを摂れば体が帰えて緩み、ナ

トリウム分の多ιヽものを摂れば

体が暖まりひき締まります。

人間の歯の構成を見ると、穀物を腫

み砕くのに適した自歯が″本中2θ本あ

り、約θθ%を占めてし1ま す。また、陰

陽 の/1ラ ンスか らみ ても、未精自穀物

は安定 した中庸 の ll■質 のため、穀物を

主食 とすることで、どんな環境にお

いても身体や精神の/1'ランスを

保ちやすくなります。

身体と大地は一元一体であり、人間

もJR~境の産物であるとしヽうこと。

暑ι地 域、暑い季節には信 ll■の作物が

でき、逆に寒ι地 域、寒し1季節には陽

ll■ の作物ができるため、その土地、そ

の季節の物を常食することで、身体

は環境に調和じ、人間はもつと

もよく生かされるのです。



領冷鋼冷 日本Ci協会活動案内◆銀鼈儡

玄米や穀物類、味わい深い季節の野菜、野中、

海草、豆類など、大 自然の幸を生命の糧 として

いただ くマクロビオティック料理は、化学的に

汚染 されない (無農薬、無化学肥料)新鮮な材

料を、純正な調味料 (天然醸造の味噌・醤油、

自然塩、ゴマ油、ナタネ油など)で調理 し、化

学 lJ・・l味料は用いません。

年間 3期、各121Jの初級 。中級 。上級師範科、

1泊 2日 の集中料理講座等が展開されています。

東洋医学、東洋哲学、 また桜沢如|一 の説いた

無双原理にもとづき、人間の成 り立ち、人体の

生理か ら食物の持つそれぞれの性質・食べ方、

体内での作用を始め、人相・手相 。体格・性格

な どによる望診法、各種病気の原因・11状 と治

療法 まで、科学や西洋医学のはか り知れない生

命の現象を解 き明かし、新 しい時代の常識をつ

くります。

月 1卜 1、 1泊 2日 の 6「1コ ースで部分受講 も

可能です。

正 しい食生活の指導原理、宇宙を貫 く法員1、

東洋医学の哲学、易経、教育、環境な ど、さま

ざまな方面か ら現代社会に疑間を投げかける桜

沢如l一の杵書を始め、桜沢里真会長のマクロビ

オティック米1理 :芋 ほか、医学・料理講座のカセッ

トテープ、ビデォな どもあ ります。

マクロビオティックとその|ツ1法 に関するホッ

トな情報、健康 と美を創 り、生命をはぐくむた

めの食事法 と、 その知識のご紹介な ど、あなた

の人生を豊かにする1｀肯報が満載です。

また、日本 CI協会で行っている講座や料理教

室な どのお知 らせ、ご案内 も掲載 しています。

マクロビオティックを楽しく学ぶ基本コース

として、軽食付 きの人間講座、家庭の手当法、

生活相談ほか、 そして課外教室 として大極拳、

気功、 ヨガ教室、ィンド古典舞踊 などが勢ぞろ

い しています。

種  別 年 会 費 典特

A正 会員 13000円
月刊機関誌 (年 間 12回発行)1部 送呈、会員証、各種行

無農薬玄米配布のカムカムクラフ入会可。 2000円 分の日本CI協会発行の図書テープ券進呈。

B 誌 友 6,000円
月刊機関誌 (年 間12回発行)1部 送呈。料理教室、正食医学講座 受講、無農薬玄米配布のカムカムク
ラブ入会可。

C 法 人 30.900F9
本紙5部配布。本紙巻末に広告掲載。協会出版物等の卸取引可。各種行事害」引。
料理教室、正食医学講座、正食相談受講可。

●会費の納入は日本CI協会専用振替用紙、又は郵便局備え付けの振替用紙でお申込み下さい。振替東京0-194125



●●●●日本Ci協会概略― ◇

自然の法則を理解 し、健康 と平和を実現す ることを目的 に、故・

桜沢女:l一 (1893～ 1966)に よってM.I.を 経て昭和32年 に創立。

その前身は明治時代、カリウムとナ トリウムの拮抗性原理を発

見 した陸軍薬剤監・石塚左玄が明治29年 に出版 した「化学的食養

長寿論」の理念を実現す るために設立 され、食物養Jl法・食物療

法 。玄米穀物食を普及 した社団法人・食養会。

昭和初年か ら食養会に身を投 じた桜沢如i一 はノli玄 の理論をさら

に深 め、食物療法だけにとどまらず、社会・文化 。自然な どあら

ゆる方面に適用で きる統一理論 としてまとめあげ、欧米各国、イ

ン ド、アフリカ、ベ トナムなどを講演のために巡遊 し、 卜数か国

語に著書が訳される。

また、その共鳴者、教 え 1達 によって昭和44年 に純正食品事業

部 Fl・ オーサワジヤパン株式会社が設立。

「不老長寿術、長イ11き 法」が本来の意味である マ`クロビオティッ

ク
〃

という,争 葉は、今 日欧米においては桜沢如一提唱による正食

法、東洋の食り手法な どの意味で使われ、 ヨーロッパやJヒ米 。南米

の諸都市で 《マクロビオティック》《オーサワ》《イン・ヤン》を

表題 にした占籍や雑誌、自然食品店 を見受けることがで きる。

創始者 故 。桜沢如一

>“ CI"とは、Le Centre lglЮ tt「■ls

「無知なるもののセンター」。第二次

大戦後、桜沢如―が青年教育の家を“MI"

Malsonヒno「amusと命名。こざかし

い知恵を捨て、無知であることに徹底し

たものが真の幸福を得ることができる。

寺
　
　
‐井ｂ
願
臨

。新

・継

規 |  |
続 |  | 日本 Ci協 会 入 会 申 込 書 鮨書で書してください)

(会員別の符号をOでかこんでください。)

□
年

□
月号から

□
年間分

A.正 会 員

(13000円 )

B.誌  友

(6,000円 )

C.法   人 (店舗)

(30,900円 )

フリガナ

氏  名

職 業 (

男 。女
明

生年月日金 年 月

)

日生

O(「 )号室 ((11つ 様方)と 詳 しく。
住 (〒        )
所 T巨 L

*未婚、既婚 (家族    名)

あなたが贈呈したい方

の住所・氏名 ( )

●本紙はさみ込みの振替用紙で会費を納入される場合は、この申込書は不要です。
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マクロビオティック

書籍案内

日本CI協会取扱書

●

新
し
き
世
界

ヘ

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
の
月
＝
誌

■
五
五
〇
円
（送
料
込
み
）

マ
ク
ロ
ピ
オ
テ
ィ
ッ
ク
と
そ
の
料
理
法
に
関
す
る

ホ
ッ
ト
な
情
報
、
健
康
と
美
を
創
り
、
生
命
を
は

ぐ
く
む
た
め
の
正
食
と
、
そ
の
知
識
の
ご
紹
介
、

な
ど
な
ど
…
…
。
あ
な
た
の
人
生
を
ゆ
た
か
に
す

る
情
報
が
毎
号
満
載
で
す
。

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
で
行
な
っ
て
い
る
講
座
や
、
マ
ク

ロ
ピ
オ
テ
ィ
ッ
ク
料
理
教
室
な
ど
の
お
知
ら
せ
、

ご
案
内
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●

マ
ク
ロ
ピ
オ
テ
ィ
ッ
ク
と
は
、
桜
沢
如

一
２

八
九
三
～

一
九
六
六
）
に
よ

っ
て
創
設
さ
れ
た
、

大
自
然
と
共
に
生
き
て
、
健
康
と
自
由
の
原
理
を
身
に
つ
け
る
思
想

。
原
理
で
す
。

食
物
が
い
か
に
、
大
自
然
の
恵
み
で
あ
り
、
生
命
の
糧
て
あ
る
か
。

正
し
い
食
に
か
ん
す
る
知
識
が
い
か
に
、
現
代
社
会
に
お
い
て
重
要
て
あ
る
か
。

そ
の
こ
と
を
、　
一
生
を
か
け
て
全
世
界
を
駆
け
め
ぐ
り
提
唱
し
た
の
が
桜
沢
如

一
て
し
た
。

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
て
は
、
桜
沢
の
遺
志
を
つ
ぎ
、
そ
れ
を
世
に
広
め
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

フつElヒ フラ ック料 理

、 |:´
= _｀

"自
由 口 ″

撃,懲
'1●

 =・  ,

■■ン.%、|ンイ

魔
法

の
メ
ガ
ネ

桜
沢
如

＾

■
一
二
三
六
円
　
一Ｉ
二
一
〇
円

″魔
法
の
メ
ガ
ネ
″
っ
て
、
い
っ
た
い
な
ん
で
し
ょ

ぅ
？
　
そ

‐―ぅ
、
そ
れ
は
〈陰
〉
〈陽
〉
の
羅
針
盤
。
人

生
の
大
海
原
に
漕
ぎ
出
す
舟
乗
り
の
、
身
と
航
海

の
安
全
を
守
り
、
す
ば
ら
し
い
一
生
を
送
る
た
め

の
、　
マ
ホ
ウ
の
コ
ン
パ
ス

（羅
針
盤
）
で
す
。
劇

の
形
式
で
や
さ
し
く
書
か
れ
た
、
大
人
と
子
供
ヘ

の
贈
り
物
で
す
。
あ
な
た
も
ぜ
ひ
、
魔
法
の
メ
ガ

ネ
で
人
生
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
変
え
て
く
だ
さ
い
。

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
料
理

桜
沢
―――
真

■
二
五
七
五
円
　
一工
二
八
〇
円

■
食
養
料
理
法
の
決
定
版
／
　
玄
米
食
養
占杢
庭
料

理
八
〇
〇
種
。
食
養
料
理
の
原
則
か
ら
、
七
号
食
、

玄
米
の
正
し
い
炊
き
方
、
主
食
の
い
ろ
い
ろ
、
お

か
ず
の
い
ろ
い
ろ
、
お
や
つ
、
飲
み
物
ま
で
、
く

わ
し
く
書
か
れ
て
い
ま
す
。

付
録
に

「病
人
用
食
箋
料
理
法
」
五
七
種
。
料
理

の
み
な
ら
ず
、
手
当
の
た
め
の
食
品
や
シ
ッ
プ
方

な
ど
。
こ
れ
だ
け
で
も
た
い
へ
ん
な
価
値
／

食
養
人
生
読
本

桜
沢
如

＾

■
一
三
三
九
円
　
一Ｉ
二
一
〇
円

″吉
凶
、
禍
福
は
あ
ざ
な
え
る
縄
の
ご
と
し
″。

ひ
と
の
運
命
は
何
で
決
ま
る
の
で
し
ょ
う
。

も
し
、
人
生
の
吉
凶
、
禍
福
、
寿
夭
、
賢
愚
、
美

醜
、
善
悪
が
食
に
よ
っ
て
決
ま
る
と
し
た
ら
ど
う

で
し
ょ
う
。
恋
愛
、
結
婚
、
家
庭
、
妊
娠
、
育
児
、

幼
年
、
少
年
、
青
年
、
活
動
時
代
、
老
年
。
人
生

の
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
対
応
し
た
食
養
を
説
く
本

書
は
、
現
在
最
も
愛
読
さ
れ
る
名
著
で
す
。

永
遠
の
少
年

桜
沢
如

．

■
八
七
六
円
　
一Ｉ

一四
〇
円

Ｐ
Ｕ
の
眼
―
―
こ
れ
が
何
か
、
ご
存
知
で
す
か

，

こ
れ
は
真
の
幸
福
へ
と
至
る
道
を
見
抜
く
、
陰
と

陽
の
思
想
に
裏
打
ち
さ
れ
た
眼
で
す
。

貧
乏
で
ひ
も
じ
か
っ
た
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
フ
ラ
ン

ク
リ
ン
が
、
な
ぜ
大
き
な
運
気
を
つ
か
む
こ
と
が

で
き
た
の
か

，
　
Ｐ
Ｕ
の
眼
で
た
ど
っ
て
み
た
の

が
こ
の
本
で
す
。
新
し
い
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
伝
に
し

て
マ
ク
ロ
ピ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
す
ぐ
れ
た
入
門
書
。

■ 日本CI協会発行の図書卜・録帝テー

は、 投 書店では扱っておりません。イ
ヘ山J表 ご注文いただ くか、 |1本 CI脇

`υ)店でお求めください。

■日本CI協 会に直オ妻ご注文いただ く

合、代金は後払いとなります。ハガキに

ご注文ください。お子もとに%1「 i力 予り晰

たのちに、現 TIに そえてある請求 :キでイヽ

等をご確認のうえ、3D・ 支払いください。

■お支J_l、 いノレツ(はIJ呪金♂}留、 またはω

林 (東京 019412511本 CI協会宛)に '

ご送金ください。

■お急ぎの場合は、lL話 、フアクシミリ

よるご注文も受け付けております.

■ 2冊以 Lご 注文の場合の梱包・送料 |」

ドの通 りです=●定価合計 3千 円未満

400円 16千円未満-500円 01万円木

=700円 11万円以 11=800円 (92.12
/1N改

定 )

■定価はすべて脇 △みです。

■東京都渋谷区大山町11-5〒 151

■電話 (代 )03(3469)7631(木曜休館 )

FAX 03(3469)7635

一一一一一， 一一一一．　一一．一一」．〓

■
ヽ
一
↑
¨
　

ヽ



撻
.I

持 歯I

lζ l

:J、

1'● ::::
新
食
養
療
法

桜
沢
如

＾

■
二
〇
六
〇
円
　
一エ
二
一
〇
円

正
し
い
食
生
活
の
指
導
原
理
を
示
す
、
食
養
家
庭

に
な
く
て
は
な
ら
な
い
本
。

戦
前
、
実
業
之
日
本
社
か
ら
刊
行
さ
れ
、
た
ち
ま

ち
数
十
版
を
重
ね
、
今
も
増
刷
さ
れ
て
い
る
ロ
ン

グ
セ
ラ
ー
の
増
補
版
。

「台
所
こ
そ
生
命
の
薬
局
」
「す
べ
て
の
病
気
は
判

断
力
の
く
も
り
」
と
う
っ
た
え
る
必
壼
電

梅
生
番
茶
、
生
姜
シ
ッ
プ
な
ど
の
作
り
方
も
。

生
命
現
象
と
環
境

桜
沢
如

一

■
七
七
三
円
　
一Ｉ

一四
〇
円

身
体
と
土
地
。
環
境
は
切
り
離
せ
な
い
。
日
本
国

土
に
育
た
な
い
産
物
を
常
食
す
る
こ
と
が
、
い
か

に
狂
っ
た
こ
と
で
あ
る
か
。

今
日
で
こ
そ
注
目
さ
れ
る
エ
コ
ロ
ジ
ー
。
本
書
は

身
土
不
二
の
視
点
か
ら
、
独
自
の
エ
コ
ロ
ジ
劇
秘

提
唱
し
て
い
ま
す
。
自
然
食
と
は
何
か
、
自
然
で

旬
の
も
の
を
食
べ
る
こ
と
が
な
ぜ
大
切
な
の
か
を

説
い
て
い
ま
す
。

桜

沢

如

一

無
双
原
理
・易

”夕窮
・鷲

無
双
原
理

・
易

桜
沢
如

＾

■
一
五
四
五
円
　
一エ
二
一
〇
円

東
洋
の

コ易
経
」
を
現
代
に
翻
訳
。

パ
リ
・プ
ラ
ン
社
か
ら
昭
和
六
年
、
『東
洋
医
学
お

よ
び
科
学
の
根
本
無
双
原
理
」
（仏
文
）
の
題
で
出

版
さ
れ
、
邦
訳
は
昭
和
一
一
年

「食
養
会
」
か
ら

発
行
さ
れ
た
。
こ
れ
は
昭
和
五
八
年
校
訂
版
。
現

代
科
学
の
分
光
学
、
原
子
核
転
換
を
も
説
明
す
る

無
双
公
理
―
実
用
弁
証
法
と
し
て
、
易
を
現
代
に

生
か
す
偉
業
。

宇
宙

の
秩
序

桜
沢
如

＾

■
一
〇
三
〇
円
　
一工

一四
〇
円

物
に
は
元
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
作
っ
た
モ
ト
が

あ
る
。

で
も
、
モ
ト
に
も
、
ま
た
モ
ト
が
あ
り
ま
す
。
元

の
一石

そ
し
て
、
そ
の
モ
ト
の
モ
ト
の
モ
ト
の
モ

ト
が
、
「宇
曹
の
秩
一抒
」
永
遠
の
生
命
な
の
で
す
。

あ
ら
ゆ
る
生
命
は
、
物
体
と
し
て
は
自
然
の
元
素

か
ら
で
き
て
い
ま
す
。
元
素
は
素
粒
子
か
ら
、
素

粒
子
は
波
動
か
ら
。
で
は
、
そ
の
モ
ト
は
…
…
？

東
洋
医
学

の
哲
学

桜
沢
如

＾

■
二
〇
六
〇
円
　
一Ｉ
二
一
〇
円

シ
ュ
バ
イ
ツ
ア
ー
博
士
を
、
ラ
ン
パ
レ
ー
ネ
の
病

院
に
訪
ね
た
著
者
が
、
博
士
の
理
解
を
求
め
て
フ

ラ
ン
ス
語
で
書
い
て
献
上
し
た
の
が
本
書
で
す
。

現
代
人
類
の
危
機
を
打
開
し
、
万
人
の
平
和
と
自

由
と
正
義
を
得
る
に
は
、
ま
ず

「東
洋
の
医
学
」

と
、
そ
の
根
底
に
あ
る

「無
双
原
理
」
を
宇
宙
の

秩
序
、
つ
ま
り
世
界
憲
章
と
し
て
採
用
す
る
こ
と

が
急
責

と
述
べ
る
最
重
要
弯

ジ

ャ
ッ
ク
と
ミ
チ

桜
沢
如
．
著
／
吉
見
ク
リ
マ
ッ
ク
訳

■
三
〇
〇
〇
円
　
一エ
二
八
〇
円

西
洋
社
会
・
文
明
を
ふ
か
く
愛
す
る
著
者
が
、
自

称

「未
開
人
」
の
主
人
公
の
目
を
通
し
て
、
西
洋

社
会
の
光
と
影
を
天
衣
無
縫
に
斬
っ
て
み
せ
る
、

ユ
ー
モ
ア
風
刺
あ
ふ
れ
る
、
円
熟
期
の
傑
作
。

響

を
愛
す
る
が
如
く
悪
を
愛
せ
、
美
を
愛
す
る

が
ご
と
く
醜
を
愛
せ
」
と
、
宇
宙
万
物

一
体
一
元

の
哲
学
を
説
く
。

原
書
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
書
か
れ
た
。

天
国
の
鍵

桜
沢
如

＾

■
二
六
〇
〇
円
　
一エ
二
一
〇
円

「自
由
と
幸
福
の
教
育
革
命
、
人
間
性
の
開
発
」
戦

争
直
後
の
自
由
と
民
主
主
義
の
熱
狂
の
な
か
、
人

間
の
教
育
こ
そ
す
べ
て
の
基
で
あ
る
と
、
無
双
原

理

（Ｐ
Ｕ
）
と
正
食
に
よ
る
塾

呈
姉
を
情
熱
を
こ

め
て
展
開
。
「天
国
の
鍵
」
と
は
い
っ
て
も
、
「あ
の

世
」
の
救
い
な
ど
で
は
な
く
、
願
望
的
神
秘
的
な

世
界
を
打
破
す
る
革
命
の
書
。
思
想
好
き
の
若
人

に
は
と
く
に
お
す
す
め
。

議
験
餞
頸
圏
甕
■
■
曜

一争七４

ヽ
‥
レ句

食
物
に
よ
る
健
康
法

・

料
理
法
特
集

『新
し
き
世
界
へ
」臨
時
増
制
け

■
二
〇
六
〇
円

（送
料
共
）

こ
れ
一
冊
で
、
講
義
が
四
つ
に
各
種
病
気
の
健
康

相
談
が

一
七
も
／
　
大
森
英
桜
先
生

「七
号
食

・

少
食
・反
応
」、
大
森
一
懇
先
生

「
一
家
を
健
康
に

す
る
料
理
の
工
夫
」
な
ど
。
健
康
相
談
は
ネ
フ
ロ

ー
ゼ
か
ら
胃
腸
蒲
ヽ
腎
臓
病
、
高
血
圧
、
白
内
障
、

リ
ュ
ー
マ
チ
な
ど
、
も
り
だ
く
さ
ん
。

『新
食
養
療
法
』
の
応
用
解
説
版
と
し
て
最
重
要
。

一
一

一
　

一　

　

　

一
　

　

　

　

　

　

一
　

一

　

・

礼
碁
蒟
含
資
γ
瑳
奪
鋳

化
学
的
食
養
長
寿
論

石
塚
左
玄

■
七
七
二
五
円
　
一エ
二
八
〇
円

「食
養
」
の
原
典
中
の
原
典
／
　
こ
の
一
冊
の
出

版
に
よ
り
、
明
二
九
年
は

「食
養
元
年
」
と
な
っ

た
。
「人
類
は
穀
食
動
物
で
あ
る
Ｌ
人
間
は
食
＝
環

境
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
Ｌ
食
物
の
中
の
ナ
ト
リ

ウ
ム
と
カ
リ
ウ
ム
の
構
成
比
率
に
着
目
せ
よ
Ｌ
食

事
の
原
則
は
土
地
の
風
土
環
境
に
よ
る
。
日
本
の

よ
う
な
暖
い
海
国
で
は
、
寒
い
大
陸
の
肉
食
を
真

似
て
は
い
け
な
い
」。
名
言
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
。

『生
体
に
よ
る
原
子
転
換
』

『自
然
の
中
の
原
子
転
換
』

ル
イ
。ケ
ル
ヴ
ラ
ン
著

桜
沢
如

＾
訳

■
各
一量
ハ〇
五
円
　
一Ｔ
各
三
八
〇
円

生
物
は
、
自
ら
必
要
な
物
質
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
無

か
ら
生
み
出
す
生
命
力
を
持
っ
て
い
る
。
フ
ラ
ン

ス
の
物
理
学
者
ケ
ル
ヴ
ラ
ン
教
授
は
、
低
温
、
低

圧
、
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
の
原
子
の
転
換
と
い
う
破

天
荒
の
事
実
を
発
見
し
た
。

燻

又

石 奪 た 菫 経



AND MuCH MucH MoRE

そしてtさらに、

さらに
cl協会では、あなたの

健康と美と命をはぐくむ出版物を

刊行しています

カセットテープや
ビデオによる

講座もありま

食物の陰陽表 (色届1)■ 1枚 )………………………・■ 206円 〒120円

薫食医学の救急手当法 (色刷リー枚)……………。● 206円 〒120円

米国の食事改善目標…………………………………■ 309111〒 120円

◎桜沢如―著作・訳書
心臓を入れ替へる法………………………………Ⅲ●2575円 〒310円
桜沢如―アルバム…………………………………1,,■ 515円 〒240円
わが遺書……………………Ⅲ1111・

・…………………■lo30円 〒240円
PU歌隼…………………・・:・・・|.:.…………………・・■ 309円 〒240円

世界恒ス平la案「意志J教育五十年の実験報告……● 600円 〒240111

病気を治|す術、病人を治す法………………………■ 773円 〒240円

CASSETT TAPE&VIDEO
◎桜沢如一カセツトテープ(す べて〒250円 )       ●
判断力の話■300011 桜沢母を語る■3000円  TES第 1回●3000111

座間講演■3000円 ニューヨーク講演(1～ 7集 ){‖ 本絆i版 )■ 各集3000円

◎大森英桜カセットテープ(す べて〒250円

'|              |無双原理入Fl■3000Fl■傘物と夢判断■3000岬 健康法総批判E4000円  |
眼病の治し方■3000「1■入浴法の研究■〕ЮO醒 食物の陰陽■3000円   |
女の業について日3000Fl 生命と食物の歴史■3000円          |
宇宙|の秩序解説■3000円 人間はどこから来たか日3000111    ■  |
美容とヒフの手当法■3000:11 アレルギー体質の1治 し方■2500円     |
妊振と出産■4000円  玄米の研究■4000円  ′0身改造法■4000円    1
婦人病の治し方■3500111 世紀末大予嘗■3500'l            l
◎佐々 丼譲カセットテープ(すべて〒250111)             |

酢録飩暴詐繰讚讐
|

◎さ<らホール ライブカセットテ∵プ (す べて〒250円)l        l
真弓定夫「飽食日本のこどもが危ない」●2500円             l
橋本佳潤「歯科と食養」■2500111 ■|l                l
高瀬公洋「いたみて死からの解放J■ 2,500円               l

藪 盪 ::制 員 1富il霞
奪舅諮舞電 :漱HI

正食医学講座●第 1集/正食編 ●第 2集・基礎編の I●第3集 基礎編 !

のII ●第4集 /各論編―の1 ●第 5集 //各論編のH●第6集 /′ 各論編 l
のII●各集30,00011: 運命学特別ゼミナール■40,00011!        l
望診漱‐特別ゼミナール●第 1集・人体発生学と人相 ●第2集 /人権|と  1
手4811●第3集′・

・
手相、足相、声相、他■各集30,000「1

◎百年祭ビデオ *詳細はEl」 広告を御覧下さい。
◎さ<らホーソレ ライプビデズ(VHSカ ラー 120分 文1本 〒40011:)

阿部 賓「女のからだの自己診断」|■ 5000111

「'93リ マ・バースデーパーテイ|■■300()lll

「癌・エイズ最前線を行く」■5000「導
*詳細は理|チ|ランをご覧ください(ご請求<ださいゝ

リ

マ
・
ク

ッ
キ

ン
グ

桜
沢
里
真

■
七
七
二
五
円
　
一Ｔ
四
五
〇
円

一塁
華
カ
ラ
ー
愛
蔵
版
、

一
八
八
へ
―
シ
　
リ
マ

ク
ッ
キ
ン
グ
　
ア
カ
テ
ミ
ー
校
長
と
し
て
　
今
ｉ

第

一
線
て
後
進
の
指
導
に
あ
た
る
桜
沢
里
真
先
生

の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
　
化
学
調
味
料
な
ど
の
不
自
然

な
も
の
を
使
用
■
す
　
素
材
の
味
を
生
か
す
コ
ツ

か
わ
か
り
ま
●
　
四
季
の
桜
沢
風
普
茶
料
理

「

洋

・
中
車
風
お
さ
て
な
し
料
理
　
基
本
食
メ
ニ
■

―
十
二
か
月
　
手
作
り
豆
腐
　
コ
ー
フ
ー
な
ど

か

＾
ふ
一

食
養
料
理

カ
ー
ド

ー
・
Ｈ

桜
沢
里
典

■
各
八
二
四
円
　
一Ｔ
二
四
０
匡

．１
・は
食
養
料
理
の
基
礎
中
の
基
礎

．＝
」
は
イ

の
次
に
大
切
な
メ
ニ
ュ
ー

一
五
十

カ
ラ
ー
　
ー

小
豆
入
り
玄
米
二
は

ヽ
　
み
そ
十
　
テ
ッ
カ
味

噌
な
ど

‐＝

＝
南
瓜
か
中

一泊
晨
噌
、
け
ん
ち
ん

・・十
　
そ
‐ｌ
す
し
、　
コ
マ
無
理
●
生

――
正
食
医
学
講
義
録

第

一
集

人
森
英
桜

■
二
〇
〇
〇
円

一Ｉ
ニ
ハ○
円

発
売
以
来
十
年
間
、
大
森
医
学
の
貴
重
な
集
大
成

と
し
て
好
評
の
　
新
し
き
世
界
へ
　
Ⅷ
号
　
の
続

一編
版
―

大
森
正
食
医
学
の
概
要
な
ら
ひ
に
病
名
別
手
当
法

を

一
般
向
け
に
分
か
り
や
す
く
解
説
　
い
ざ
と
い

う
時
の
手
引
書
と
し
て
大
変
便
利
で
す

な
お
、引

き
続
き
病
名
別
健
康
相
談
特
集
等
含
め
て
企
画
中

て
す
　
お
楽
し
み
に
――

千
二
百
年
前
の

一
自
由
人

桜
沢
如

＾

■

一
一
〇
〇
円
　
一正
三
ハ
○
円

伝
教
大
師
最
澄
の
生
涯
を
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ

，

の
視
点
か
ら
大
胆
に
解
釈
し
た
意
欲
作

お
よ
び
、
母
体
と
胎
児
の
関
係
を
人
類
発
生
学
を

も
と
に
し
て
詳
し
く
説
い
た
代
表
作
を
　
あ
わ
せ

て
収
録

こ
れ
ま
で
　
な
か
い
問
刊
行
を
待
た
れ
て
い
た
旧

著
を
、
装
い
も
あ
ら
た
に
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク

ブ
ツ
ク
ス
と
し
て
復
刊

誰
で
も
作
れ
る
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ

ィ
ッ
ク
オ
リ
ジ
ナ
ル
料
理

■
八
〇
０
円

　

一Ｉ
二
一
〇
円

昨
年
秋
、
東
京
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
、
ナ
チ
ュ

ラ
ル
フ
ィ
エ
ス
タ
％
の
未
来
の
Ｘ
界
バ
ー
テ
ィ
に

寄
せ
ら
れ
た
料
理
の
レ
シ
ヒ
か

一
冊
の
本
に
な
り

ま
し
た
。

創
意

・
工
夫
の
こ
れ
ぞ
と
お
も
う

一
品
の
料
理
ば

か
り
で
す
。

あ
な
た
も
創
作
料
理
づ
く
り
に
頑
ば
っ
て
み
ま
せ

ん
か
　
　
。



■マクロピオティツク・ PU(無双原理)に関する本

玄米正食入門 (正食協会編)…………………………………。■ 618円

噛み方健康法 (  ″  )“………………………………・■ 773円

身近な食物による手当法 (  ″  )… …………………・■ 649円

自然の法則と共に生 きる (生存への行進出版部)…………・■ 257円

穀菜食のABC(久 司道夫)…………………………………。■1480円

玄米食の本 (正 食協会編)……………………………………。■1236円

かたみ (小川みち)……………………………………………。■2060円

マクロピオティックの考え方 (三木利夫)…………………。■1648円

マクロビオティック健康法 (久司道夫)……………………。■2060円

「元気」の革命 (イf田英湾)……………………………………■1545円

生活革命 (石田英湾)¨・ヽ ……………………………………・■1236円

陰陽 と酸・アルカリ (ヘノンマン相原 )………………………。■1300円

■子育てとア トビー

母乳で育てるコツ (山西みな子)……………………………。日1442円

母乳相談110番 (  ″  )………………………………。■1236円

明るいチベット医学 (大工原弥太郎 )………………………。■ 910円

内蔵のはたらきと子 どものこころ (fi木成夫)……………。■1226円

ア トピーを家庭で治す (石田英湾 )¨………………………・■1545円

ア トピー性皮膚炎療法 (正 食協会編 )… ……………………・■1000円

聖なる産声 。改訂版 (山懸良江)……………………………。■1300円

■マクロピオティツク料理法

正食料理法入門 (正 食協会編)………………………………・■1030円

正食野菜料理百科 (岡
「

l昭 r)… ……………………………。■1400円

とっておき穀菜食料理 (正食協会編 )………………………。■1300円

食養料理指南 (小川みち)……………………………………。■1200円

玄米健康食料理 (浮津宏 F)…………………………………
1■

2060円

マクロピオティック食事法(11)(久 lil道 夫)………………・■1800円

マクロビオテイツク食事法(下 )(久 F!道夫)¨……………。■2300円

ベジタリアン野菜クッキング (大谷ゆみこ)………………■1030円

■体験発表と健康への道

「がん」ある完全治癒の記録 (サ ティラロ)…………………■1440円 〒310円

玄米正食治病体験記 (正食協会編)… ………………………。■1300円 〒310円

食養療法 (松岡四郎 )・ ………………………………………・・■2200円 〒310円

食物で病気は治せる (石 田英湾)……………………………。■1648円 〒310円

食べもの健康法 (石塚左玄)¨………………………………・■1030円 〒310円

半断食 (国清接史)……………………………………………。■1000円 〒310円

千島学説入門 (悴山紀一)……………………………………・■1854円 〒310円

自分で治すがん (朝 日新聞社)………………………………・■1200円 〒310円

■ G・ 0に関する本

バイキンの国探検 (桜沢如一)………………………………。■1236円 〒310円

食生活の革命児 (松本一朗)…………………………………・■ 803円 〒310円

■ビデオ

リマ・クッキング・ ビデオ (全 3巻 )………………………。■22000円

GO・ ヒス トリービデオ (全 1巻 )…………………………・■ 9000円

リマ/GO・ ビデオ (四 巻セット)…………………………。■28000円

■その他・資料等

ナチュラルレス トランガイド…………………………………■1000円

インターナショナル・マクロピオティック・ディレクトリー'93・ ■̈ 700円

南北相法 (水野南北)¨………………………………………・■3950円

姓名の神秘 (熊崎健翁)………………………………………。■1800円

「食」器公害 (家 1事問題協議会編 )… …………………………。■ 850円

ホツマツタヘ (松本善之助)・ …………………………………■1340円

続・ ホツマツタヘ ( ″ )。………………………………・・■1340円

ホツマッタヱが明かす超古代の秘密 (鳥居礼)・・…………。■1200円

議 ＼ ぎ 講 奮 II■ lⅧ

〒210円

〒210円

〒210円

〒 72円

〒310円

〒310円

〒310円

〒310円
T380H
〒310円

〒310円

〒310円

〒310円

〒310円

〒310円

〒310円

〒310円

〒310円

〒310円

〒310円

〒310円

〒310円

〒310円

〒380円

〒380円

ヨ=380R

〒310円

二||lll
〒310円

〒175円

〒380円

〒310円

〒310円

〒310円

〒310円

〒310円

〒310円

〒310円

〒310円

〒310円

年

念

格

百

記

価

ここに昭 介するのは、日本CI協会以外の

版元から刊行されている書籍付 。

マクロビオディックの原理、

そして料理、正食について、など、なと

正しい食生活、健康づくり、人生づくりに

役立つ本ばかりを集めてみました。

▲r和漢三才図会Jよ り

上から、ぜんまい(四態 )、 甘車。

れ
生
，オ

代
掏

脊



全 1国|■本 |●I協1会‐友の店
■掲載希望の方は別ページの入会申込書 (法人会員)で申し込んで下さい。 3行以上は1行につき5′ 150円 増しになります。

lrマークはオーサワジャバンい食品取扱店です。

販 売 店 名 住 所 電 話
営業時間
休  日

主 な 商 品 ・ 催 し も の

くJし  '1勇  iЁ自〉

部
す

楽
い

倶
ん

ど
ヽ
つ

ね
朽

ま
茶

た
喫

〔〒041〕 函館市美原2820
オ
' 0138-46-8926

9 '00- 15:00
0・ 〇

食品事業 完全無農薬有機農産物、料理教室

バイオエネルギーリサーチ
イ ンナー ク リニ ック

〔〒040〕 函館市松陰町3130
80138-32 2870 FAX 0138 31 2518

9 :00^-21 : 00

0
カイロプラクテ ィック併設 、温浴療法、自然
食品、健康相談

北 海 道 健 康 学 苑
〔〒079〕 旭川市永山町11526
t' 0166-48 4107

8 :00-20100
〇

食養相談、足心道指導、食品、書籍

手 稲 食 養 サ ロ ン 〔〒006〕 本し幌市手稲区前1110条 171H211
80116B〕 1120

9 :00^-18:00
O

食品、CI書籍、料理教室 l13「
| |ム

|

自然食品の店―むぎさと― 〔〒064)‖ .lll市 中央区北2条 西28丁 目
t' 011 644 1921

10:00^-19:00
0・ 祝

食 養手 当法相談 1」・断]達 。■:急frl可
|▲

〈青森県・秋田県・岩手県〉

た ち ば な や 〔〒03)〕 青森llrl青 森市新町218
80177226577「 AXo177-22-6577

10 : 00 ‐19 :()0

0・ 祝
オー サワ商品、CI図 書、食養相談、配達・配送 H」

予約正食弁当、砂糖無南瓜万頭発送可
|ム )

自然食品の店エリナ八戸 〔〒031〕 青森県八戸市 |八 日町2

を
' 0178-44-6461

9 :30- 18:30
①・祝

野市摘 、砂療法、料理教室 （〓

整 骨 院 巴 堂
〔〒013〕 秋田県横手市追廻214
8 0182-32-3331

オーサ ワジャパ ン商品、強健術 （
Ａ

マ ナ 自 然 食
〔〒02001〕 岩手県盛岡市高松1153]
t, 0196 62 6205

9:00ヽ 11):00
111T

食品、野菜雑穀、図書、配達、食養指導、地方発
送

（
Ａ

美 容 と健康 マ コの店
〔〒027〕 岩手県宮古市新町226
t' 0193-62-8012

9 :00へ 18:00
④

健康食 IT:、 健康指導、食養相談

三陸自然食の店スザキ店
〔〒022〕 岩手県大船渡市大船渡町野 F々17以 )

t, 0192 27-1563
9 :0()^-18:()0

0・ 祝
純 |「 食品、CI図書

▲

〈宮城県〉

みちのく自然食品センター 〔〒980〕 宮城県仙台市青葉IX中央3107
t, 022-262-7677

9 : 00- 19: 00

①
食事処「友苑」● 2664095料 理講習

ム

こ う げ ん 堂
〔〒980〕 宮城県仙台市大町2617
f' 022-265-4465

10:00- 19:00
月末①

食品、無農薬野菜、自然食レス トランプラトー
で
' 265-8353

▲

自然食 品サー ナ仙 台
〔〒985〕 11城県多賀城市伝 li山 1528多賀城シティ
ハウス40780223653354

10:00へ 1́8:00
0・ 〇・祝

食養相談、無農薬野菜
▲

自 然 食 品 た ん ぼ ぽ 〔〒98131〕 宮城県仙台市泉区将監10810
■
' 022-373-2225

10:00-18:30
〇

無農薬野菜 と無添加 自然食湿:全 般取扱。
IA'

一
ク

タ

ッ

ン

二

救

´

＆

ナ

食

ン

正

イ
〔〒98131〕 宮城りll仙台市青葉区 li杉1728ロ イヤル
ヒルズ LttH01号 80222233884

10:00-‐ 21:00
0・ 祝

七号正食 ドック、温浴療法、自然食品、健康相
談、水の健康器具 Ｊヽ

〈福島県〉

さ つ き 自 然 食 品 店
〔〒960〕 福島県福島市五月町H19
t' 0245-23 1924

野菜、生物、パ ンな ど火 l12日 入荷 配達可
おにぎり、弁当販売・食堂 (水曜 か ら日曜 )

●

屋沢五 十
〔〒96013〕 福島県伊達郡飯野町字町29
2' 0245-62-3343

０ヽ ２
⑥

食品、自然酒、無農薬野菜 lA~

サ ン マ ー ト 咲 田 店
〔〒963)福島県郡山市咲田218
■, 0249-32 4404

9 :00-23 : 00
鉦

純 正食品、CI図書、食養相談
■

υ
店

や
書

り

ん

わ

な

だ

ち
一
ヽ
に

〔〒963〕 福島県郡山市久留米2丁 目962
80249456332 時間外は店裏自宅ヘ

8 :00-19:30
無休

純正食品、無農薬野菜、パン、絹綿衣類、自然化
粧品、書籍、食による健康法、地方発送配達可

（■

と やみ
〔〒963〕 福島県郡山市開成2415
2, 0249-32-0048

9:0()-20:00
●・祝

無農薬野菜、自然食品、自然酒、自然化粧品、アレル

ギー対応食品、洗剤、肌着、下北 ヒバ まな板、他
|▲

ス
〔〒970〕 福島県いわき市ガ対1町上イ寸1字 中戸渡35
て, 0246-88-2545

月刊『マクロビアン』発行、毎月身体改造合宿、
健康相談ほか

（■

庵林禅
〔〒970〕 福島県いわき市平古鍛治町102
t' 0246-21-4159

9 :30- 19:30
①・祝

OJ食品、CI書籍、無農薬野菜、ランチタイム
有、料理教室 (第 3日曜日)

▲

屋津
〔〒966〕 福島県喜多方市諏訪1561
8024122-4193

7 :00-20:00
霊

無農薬野菜、純正食品、CI図 書、食養相談、配
達、配送 ム

く石川県・新潟県〉

山 本 助 産 院
〔〒921〕 石川県金沢市新保本1222
■
' 0762-49-4805

9 :00へ 1́6:00
予約制

母性・母乳育児の ことな ら何 で もOK
(1'



フP tt r r象
〔〒955〕 新潟県三条市四日町1416
8 0256-35-2468 Ⅷ

Ю］祝。第‐、
９
◎

純正食品、書籍、化粧品、調理器具卸し
①

ン

ユ

ンヽ
ジ

ン

一

ペ
レ

打
′

石
ブ

〔〒94963〕 新潟県南魚沼郡塩沢町石打2037
■
' 0257-83-3667

正食勉強中、スキー、テニス、合宿、セミナー

〈群馬県〉

群馬マクロビオティック
セ ン タ ー MA tt NA

〔〒370〕 群馬県高崎市和田町713
■, 0273-22-5484

０”２
０

図書、食品、料理教室
①

委 里 フ ァ ー ム 〔〒373〕 群馬県太田市中根801

t, 0276-31-8850
０”
○

自然農法農産品、純正食品、米のクッキー、食
養料理 ●

須 藤 商 店
〔〒376〕 群馬県桐生市東久方町2621
7, 0277-44-5733

０”２
◎

純正食品、図書、自然酒、無添加フイン、料理教
室 0

リ フ レ ッ シ ュ 学 園
〔〒376〕 群馬県桐生市宮本町461
7, 0277-45-3001

宿便取り、体質改善半断食セミナー Q

SUN HOUSE麻 理 恵
〔〒37921〕 群馬県前橋市山王町22510
7' 0272-66-5334

11:00-19:00
◎・〇

食品、無農薬野菜、自然化粧品、配達、食事会 rAl

宮 前 薬 局 上 原 店
〔〒378〕 群馬県沼田市上原町180122
2' 0278-24-3678

8 :00-20:00
◎

漢方薬、カイロプラクティック併設 0

〈茨城県・栃木県〉

つくばマクロピオティック 〔〒30042〕 茨城県つくば市北条301
2' 0298-67-1951

14:00-18:00
①・◎

オーサワ商品 自家野菜
lA~l

整 命 院 ・ 茨 城
〔〒31122〕 茨城県鹿島郡大野村和35428029969-
5434 整命院・護国寺〔〒122〕 文京区大塚517長谷川
ハイツ402号 ● 0339439540

難病克服指導、ヒフミ食指導

①

明 日 葉 晨 園
〔〒30012〕 茨城県稲敷郡茎崎町下岩崎1779

`, 0298-76-1479

9 : 00- 19 :00
①

晴雨 (て り ,S、 り)農 場
〔〒34913〕 栃木県下都賀郡藤岡町大前1751

t, 0282-62-2635
自給自足的基盤に立っての衣食住の追求と実
践 O

修学事業協会栃木支部・

自 然 食 の 店 広 陽
〔〒32102〕 栃木県下都賀郡壬生町助谷8865
t, 0282-86-4484

食養、健康、修学相談、相談随時

`〕
ゆか い な 自然 食 品店
ど  ん  ぐ  り

〔〒32132〕 栃木県宇都宮市錯山町6512
t' 0286-67-9200

9 :00-19:00
C午前・第2①

自然食品(冷凍・冷蔵品有)、 パン・クッキー、草
本染毛糸、ハーブ、木製食器、化粧品、地方発送 ●

山 商 店
〔〒324〕 栃木県大田原市山の手1131
t' 0287-22-3350

9 :00-19:00
無休

野菜、果物、自然食 品
■)

〈埼玉県〉

大成 自然 食 セ ンター 〔〒330〕 埼玉県大宮市南中野3061
t' 0486-84-4466

０”２
①

無農薬野菜 、豆腐、パ ン、海産物、配達
A~l

ゆ  う  せ  ん 〔〒330〕 埼玉県大宮市土呂町27213
2' 048-666-5809

11 : 00ヽ 1́8 : 30

○
無農薬野菜 、海産物、配達 C

ヘルス シ ョップ浅 野
〔〒336〕 埼玉県浦和市常盤9104
t' 0488-31-0647

10100-19:00
③

食品、無農薬野菜、書籍、化粧品
●

野 良 ・ 浦 和 店
〔〒336〕 埼玉県浦和市仲町321ス カイマンション105

t' 048-824-4636
11:00-19100
012～ 19・ 無

反農薬八百屋
①

太 陽 堂
〔〒343〕 埼玉県越谷市大沢4105
7, 0489-62-3479

9 :00^´ 20:00
◎

純正食品、野菜、自然化粧品、書籍、料理教室
l■ l

大 橋 自 然 食
〔〒350〕 埼玉県川越市霞ヶ関北42217
t' 0492-32-9445

9 :00-19 :00
◎

無農薬野菜、食品、図書、化粧品、配達、地方発
送、料理教室

lAl

オ ル ゴ ン 堂
〔〒35012〕 埼玉県日高市栗坪41 西武秩父線高麗駅
t, 0429-85-7541

11:00-19:00
③

天然酵母パン地 オーガニックフーズ、カフェ
レストラン、ハープオイル、ピアノコンサート

lAl

プ

カ
ツヨ

ォ
ンヽ力リ

ヤ

デ０
キ

〔〒35002〕 埼玉県坂戸市薬師町218
て, 0492-83-4433

10:00-21:00
③

野菜、化粧品、配達、料理教室
①

た べ も の ク ラ ブ 〔〒355)埼玉県比企郡滑川町月輪9821
t' 0493-62-7461

11 :00-19: 00

⑤
配達いたします。料理教室

①

す こ や か 薬 局
〔〒359〕 埼玉県所沢市松葉町262
で, 0429-95-5570

10:00-20:00
0・ 祝

西武新宿線新所沢駅東回 3分
lAl

玄 屋
〔〒35013〕 埼玉県狭山市入間川153861
t' 0429-59-1941

０”‐
◎ ●

小 川 自 然 食 品 店
〔〒362〕 埼玉県上尾市上町2725
2' 0487-74-8504

０”
◎

純正食品、有機農産物、浄血指導、料理教室 Q

ピ コ
〔〒367〕 埼玉県本庄市緑138仲佳志ビル1階

t' 0495-21-2424
０”２
⑥

lA~



み と
〔〒347)埼 玉県カロ須市久下44113
7, 0480-65-1780 回∞

食品、無農薬野菜、自然化粧品
①

く千葉県〉

カ ム カ ム サ ン (〒 263)千葉県千葉市稲毛区緑町1282
で, 043-247-1737

10 : 00-19:00

◎
無農薬野菜、図書、健康相談、食事指導、配達、
各地発送 ①

市 川 平  和 堂 〔〒272〕 千葉県市川市真間31112
2' 0473-22-0810

10:00-19:00
O

食品、無農薬野菜、料理講習、勉強会、配達 Q

自然食 の店 シーズ ン 〔〒27201〕 千葉県市川市行徳駅前22122行 徳マン
ションlF 8 0473 56 6166

10:00-19:00
Θ 。第2① ●

自然食品の店たんぼぽ
〔〒272〕 千葉県市川市南大野32225
2' 0473-37-5072

10:30´ ヽ́6 :00

0
純正食品、無農薬・有機野菜、生活雑貨、そ
の他

酒 文 商 店
〔〒28925〕 千葉県旭市中谷里2526
■
' 0479-63-9906

9 : 00-19:00 食品全般、自然酒
①

自然 食 品 の 店 た んぼ ぼ
〔〒277〕 千葉県柏市泉町657
て, 0471-67-1997

10-19
第2③

食品、無農薬野菜、食養・美容相談、各地発送 0

早 お き 村
〔〒273〕 千葉県船橋市本町117東武デパートBlF
t' 0474-25-2211

10:00^´ 19:00
③

配達 あ り、品数豊富 な完熟野菜 C

潮 音 (し お ん )

〔〒295〕 千葉県安房郡千倉町北朝夷29651
■
' 0470-44-1975

穀菜食レストラン、OJ食品
エコロジーハウス研究所 ●

〈東京区部〉

GAIA(ガ イ ア )

〔〒101〕 千代田区神田駿河台3313
■
' 03-3219-4865

11 :00-19:00
0・ 祝は12～ 19

エ コロジー商品多数 |ム
|

榊    P    o    S 〔〒102〕 千代田区五番町214
t, 03-3264-6061

完全無臭ニ ンニ ク“サチヴァミン"腸内有効菌
エキス“プシュケー"代理店

不 二 自 然 食 品 〔〒106〕 港区麻布十番2213
● 0334518966郵便振替東京018943

9 :30^´19:00
〇

野菜、海産物、食養相談
T

未来食 ア トリエ風 Fu

〔〒H2〕 文京区関日1179
t, 03-3269-0833

受付時間12～ 18

◎・O
グルメマクロビオティック料理の創作アトリ
エ、料理術セミナー、クッキングパーティー☆
予約制レストラン風 Fu 食事会・パーティー
★パーティーズ パーティー企画・ケータリ
ング。お弁当★ハートホップバザール…食品
と自然雑貨の小売販売

ID

自 然 食 根 津 の 谷
〔〒113〕 文京区根津1114
て
' 03-3823-0030

０”２
③

但 し 5時～営 （Ｌ

高砂自然食品センター 〔〒125〕 葛飾区高砂8135
t, 03-3600-4322

9 :00-20:00
◎

無農薬野菜、果物、料理講習、勉強会、配達
●

東 京 自 然 食
〔〒124〕 葛飾区立石1916
t, 03-3694-0029

10:00‐ 19:30
◎

有機野菜 、食品、 自然化粧品、配達有
①

恵
〔〒143〕 大田区山王215大森駅ビル ララ地下2階
t, 03-3775-0403

10:00-20:00
第3③

有機無農薬野菜、海産物、配達 e
屋

ン

百
キ

八
イ

の
マ

春
ン

青
ゲ

〔〒146〕 大田区池上3147
8 03 3755 7643 Fax 03 3755 1412

10:00-19:00
◎

食品販売、企画出版 etc正 食料理教室併設 C

ン
店

ャ
沢

ン̈ワサ

ョ
一オ

東

〔〒151〕 渋谷区大山町H5(lF)
● 03 3465 5021 Fax 3465 5022

10:30-18:30
⑥

日本 CI協会食品事業部 無添加・純正マク
ロビオティック食品約600品 目。無農薬有機栽
培の野菜・果物・米・雑穀。天然酵母パン多種。
天然にがり豆腐。手づくり冷凍惣菜。圧力鍋・
土鍋・浄水器ハーレⅡ・肌着・タオル・絹製品。
自然素材の生活雑貨各種。

①

自然食品センター本店
〔〒150〕 渋谷区神南110680334967100
営業所/横浜市緑区美しが丘5131880459015111

平 日10～ 19

③・ 祝 は10～ 18

食品全般。図書、小売・卸し、レス トラン「天味」
併設 ●

!.vl*il,4?t (〒 151〕 渋谷区富ケ谷184千田ビル3F
t' 03-3467-2292

心 と体 の トータルヘルスケア、フ リー エ ネル

ギー商品、化粧品 ●

地 球 人 倶 楽 部
(〒 152〕 目黒区自由が丘2158 デリカビルlF
を
' 03-3725-2710

10:00-21:00
征

大丸 ピー コックとモスバーガーの間 の道入 り

右手 、有機野菜

日本 食 用 塩 研 究 会
〔〒155〕 世田谷区北沢2389
7' 03-3460-3961

自然海塩“海の精"配布

れ ん や
〔〒157〕 世田谷区南鳥山5114
t, 03-3326-5085

10:00-19:00 女性 3人の八百屋と玄米レストラン、無農薬
野菜、乾物 ●

経堂自然食品センター 〔〒156〕 世田谷区経堂237
で
' 03-3428-9555

10100-20:00
◎

但し1～ 19時営業 自然農法野菜 自然食品他 C
自然食品と地場野菜の店
く  る  み  や

〔〒157〕 世田谷区砧5246
8 03-3415-1663

０”‐
③

宅配無料、無農薬野菜と果物その他 Q



N・ Pイ ンナークリニック
〔〒156〕 世田谷区宮坂34114 スカイマンション601

80332900102 経堂下車・徒歩10分

10:00-21 :00
盤

心身改善 ドッグ、温浴療法、健康相談、手作り
ゴマ塩、無農薬野菜、純正食品、書籍、勉強会 ①

場道康健
〔〒160〕 新宿区西新宿853ス トーク新宿小岩井ビル
60380333663595新 宿駅 (西 日)よ り徒歩15分

9 :00-17:00
③・祝

サンゴ草、梅醤番、豊寿、陽泉 オーサワ商品
毎月第4日曜午後 1時 より勉強会 ①

詢 ミ ナ 本 店
〔〒165〕 中野区新井52011
で
' 03-3385-6058

10:00-18:00
③・祝 蕊]∬聰

BlFはやおき村010: lAl

ズビ ン
〔〒165〕 中野区新井2710サンハイツ中野lF
t, 03-3388-4436

10:00-‐ 19:00
○

有機無農薬野菜、加工品、豆腐、他

グル ッペ自然食粗品店
〔〒167〕 杉並区荻窪5275
を
' 03-3398-7427

10:30-19:00
③

レス トラン 8033393122411:30-21
000本 み ①

友永ヨーガ学院荻窪本部
〔〒167〕 杉並区上荻11813文化堂3階

t' 03-3393 5481
9 :00-22:00 クラス :入門・中級・安産・断食・瞑想等の講座

カ テ リ ナ ヘ ル ス 〔〒168〕 杉並区方南21815
8 03-3313-7700

休み正月・盆・5月 連体各5日 配達有 lA

の 里′心安
〔〒171〕 豊島区池袋2234
オ
' 03-3987 0952

０”２
０

自然農法野菜・玄米・浄水器・無添加近海魚・特
殊牛乳・本・宅配有 Q

自 然 の 幸 ・ Ando 〔〒171〕 豊島区南長崎5305
t, 03-3951 8509

０”２
⑪

食品、ア除去食、引売、配達、地方発送、自然育
児友の会案内所 Q

サ ン ポ ー フ ー ズ 〔〒174)板 橋区南常盤台1294
,, 03-3973-0721

9 : 30- 19 : 00

①・祝
無農薬のお米と野菜、健康相談 三豊商事KK
食品部 ①

は る さ ん 商 会
〔〒174〕 板橋区蓮根21814
t' 03 3968 4120

11 :00-19:00
第2①

自然食糧品 と生活雑貨、配達有 り
●

富 士 見 台 自然食 品店
〔〒176〕 練馬区貫井31416
t, 03 3990-6773

9 :00‐  19:00
0

自然農法食品、野菜、化粧品、図書
|ム )

自然食品の店ななくさ 〔〒177)練 馬区西大泉町11510
2' 03-3925-0914

9 :00-20:00
◎

無農薬野菜、豆腐、パ ン、書籍、洗剤
①

園農藤
〔〒178〕 練馬区西大泉2144
■, 03 3925-8731

活性発芽玄米餅 製造

オーガニックジャパン 〔〒176)練馬区練馬1227
を
' 03-3994-6911

10:00-20:00
鉦

食品、化粧品、野菜、アンルギー対策食品 全国
発送 ①

榊コス・ワタナベ キッズ・
オーガニック・スペシャル

〔〒130〕 墨田区横川37H
a&FAX 03 3626 9641

9 :00-18:00
①・祝

オーガニ ックファミリーの為のエ コロジー日

用雑貨、無添加菓子、純正食品。配達 。発送可 ①

ブ ラ ウ ン ラ イ ス 〔〒135〕 東京都江東区福住1715
t, 03-3642-0241

9 :00-18: 00
◎・祝

WIIOLE F00Dな お菓子製造・卸し、店頭
販売あり。お菓子教室・食事会開催 ①

ナ チ ュ ラル ′」ヽ岩 店
(〒 133〕 江戸川区南小岩72415」 岩ヽステーションビ
ルポポ1階 80336723710

10:00-20:00
第3④

健康食品、自然食品、有機農法野菜、自然化粧
品等、配達あり ①

〈東京市部〉

は じ め 健 康 食 品 店
〔〒180〕 武蔵野市中町1295
t' 0422-54-7716

食品、野菜、小川 みち先生食 養料 理 教 室 1・ 2・ 3

⑥
lA~

東 京 幸 茸 園
〔〒181)三 鷹市新川425303
7' 0422 48-3877

9 :00-18:00
0・ 祝

霊芝、花粉、純正食品、全国配送、半 断食受付
①

や   さ  い  村
〔〒181〕 三鷹市下連雀3625
t, 0422-47-6639

０”
◎

オーサフ商品取扱、練馬・武蔵野・三鷹・調布地
区引売り

lAl

グ ル ッ ペ 調 布 店
〔〒181〕 三鷹市中原2126
t' 0422-49-7225

10:00-19: 00
①

有機裁培無農薬野菜、海産物、雑穀
①

ほうすいえん自然食品店
〔〒182〕 調布市仙川町11316
t, 03-3326-2356

10:00^´ 19:00
①

無農薬のお茶・有機野菜・果物、純正食品
①

食 養 の 店 和 康
〔〒184〕 イヽ金井市本町41422
■
' 0423 85-5261

10:00へ 1́8:00
①・〇

無農薬野菜、書籍、料理教室、玄米試食会
①

自然 市 場 。国分 寺 店
〔〒185〕 国分寺市本町2145
2' 0423-24-3386

無農薬玄米・自然食品、全国発送 lAl

久米川 自然食センター
、S、・ れ 。あ 。い の 村

〔〒189〕 東村山市栄町22228
8 0423-95-9525

11 100-19 : 00

O
食品、有機野菜、書籍、料理教室

①

自然食品の店たなかや 〔〒190〕 立川市柏町4516
■
' 0425-35-5227

10 : Oll-18 : 30

無
無農薬野菜、純正食品、浮津宏子先生の料理教
室 ①

」APON蒼 玄 M BF

株 式 会 社 蒼 玄
〔〒192〕 ノヽ王子市小門町202● 0426250096支 部/長野、
中野、屋島、会津若松、鎌倉、

野菜、食品、手作 り生活用品、図書、移動販売
南部菜瑛場 (八王子)● 0426463095

lAl

ワ
や

ム

の

ス

も

一

ベ

ス

た
〔194〕 東京都町田市原町田295
80427253201 ガヽ田急町田駅 JR町田駅

ll :00-21 : 00

⑥
玄米主食の各種定食・惣菜・弁当・エビスピール
玄米酒・純正食品・野菜・生活雑貨。書籍・陶器

生 活 広 場 ろ ば や 〔〒203〕 東久留米市滝山5116
8 0424-77-5857

０”‐
Ｏ

無農薬野菜、自然派食品、書籍
①

ドリームス・カム・トウル
ー い (通 称 ダク ト)

〔〒202〕 保谷市新町5520
■
' 0422-36-2055

9:00-21 : 00 自然食品・ 自然化粧品等の通信販 売及び卸販



火 の 島 屋
〔〒10001)東 京都大島町間伏
τ
' 04992-4-0350

三原山の噴火のごとくほとばしる生命への情
熱で新しき世界へ/

lAh

八 丈 自 然 館
(〒 10014〕 八丈島八丈町大賀郷7590
■
' 04996-2-1800

9 100-20:00
祭

鍼灸、レス トラン、食品販売
●

く神奈川県〉

マ ニ ホ ー ジ ュ
(穀案食レス トラン&販詢

〔〒257〕 秦野市今泉323H
t' 0463-82-6036

10:00-17:00
⑥・⑥

食事は予約制、月3回料理教室開催、☆毎月第
一日曜“節の食事会"ご予約お待ちしております

（■

山 崎 鍼 灸 指 圧 院
〔〒213〕 り1崎市高津区末長2243
t' 044-865-5581

9 :00-21 :00
0・ O

鍼灸、指圧、小児鍼、食養相談、PU会、勉強会

イ ンナー ク リニ ック
川   崎    店

〔〒215)川崎市麻生区千代ケ丘9913
■, 044-953-9721

10:00- 17:00
◎・祝

心身改善 ドッグ、純正食品販売
●

0無 元 商 会
〔〒225〕 横浜市緑区荏子田3228
t' 045-901-6776

9 :()0-19:00
⑪

食品、配送 、要注文 へ
ん

店

ドン

本

レフ

屋

ルラ

田

ユチ
杉
ナ

〔〒221〕 横浜市神奈川区鶴屋町3358
て
' 045-311-2196

η
祝

”‐
①

０ ０

．

は
①

自然酒、食品、横浜駅西日 5分
①

一
店

タン
寺

セ口
”

食

明

然自

弘
〔〒232〕 横浜市南区中島町481
7' 045-712-3339

10:00-19:00 無農薬野菜 、豆腐、枇把葉温圧
■

八 百 屋 そ う だ わ よ
〔〒246〕 横浜市瀬谷区阿久和町4405
t' 045-365-6493

11:00- 18:30
◎

店舗、引売 り、配達、0晴耕舎
|ム

'

健 康 自然 食 品 セ ン ター 〔〒244〕 横浜市戸塚区戸塚町H8111ロ ビルlF
8 045 881 7636JR戸塚駅歩 7分

食品野菜生鮮品 「ｒ

八 百 屋 花 岡
〔〒247〕 横浜市栄区上郷町258
■
' 045-891-0322

①・祝
野菜、食 品、洗剤、書籍、移動販 売 と配達 店舗
販売

一■

ベルスロー ド自然食セン
ター

〔〒242〕 神奈川県大和市中央6322
t' 0462 62-0020

10:00-19:00
0・ 祝

健康食品、 自然食品、無農薬 。有機栽培野菜、
自然化粧 品、健康器具、他

（リ

穂 (み ず ほ )
〔〒25901〕 神奈川県伊勢原市桜台11212
t' 0463-96-0108

10 : 311-18 : 30

◎
|▲ |

陰 陽 ,同
〔〒249〕 神奈川県逗子市逗子5328
2' 0468-73-7137

10: 00-19: 00

①
食品、無農薬野菜、豆腐、化粧品、食養相談、配
達 ●

ゆうき自然健康食品店
〔〒249〕 神奈川県逗子市久木2511
■
' 0468-73-8050

10:00-19:30
祝

野菜、パ ン、豆腐、みそ、醤油、貸本 Q

ま ご こ ろ や 〔〒250〕 神奈川県小田原市東町395
■
' 0465-32-3760

‐７
０

ｏｏ”
〇．

純正食品、CI図書 T

延 寿
〔〒239〕 神奈川県横須賀市根岸町436
t' 0468-35-8773

10:00-19:00
○

無農薬農産物、豆腐、食箋指導、料理講習会、配
達 ①

所
枝

台
千

の
季大

達
藤

私
加

〔〒22002〕 神奈川県津久井町三井735
80427-84-3163 FAXo427 84 7793

10:00-20:00
無

食品、PU図書、料理教室、勉強会、交流会
A~

〈山梨県・長野県〉

マ ル ナ カ 薬 局
(〒 403〕 山梨県富士吉田市下吉田251

で
' 0555-22-0200

9 :00-21:00
第 2、 4◎

漢方薬、健康相談、リスプラン化粧品、食品 Q

白 倉 商 店
〔〒406〕 山梨県東八代郡御坂町上黒駒3550
2' 0552-64-2041

０”
◎ ●

こ く―そ う(虚 空蔵 )
〔〒40915〕 山梨県北巨摩郡大泉村西井出8240
7' 0551-38-4653

12 : 30-19 : 00

④・⑥
雄大な山々 と小 さなお店 ノ

lA~

棘 光 彩 工 芸
〔〒40701〕 山梨県北巨摩郡双葉町竜地3049
TEL0551-28-4181

9:00^‐ 18:00
③

貴金属装身具

カ ン ビ オ
〔〒394〕 長野県岡谷市田中町145
t, 0266-24-1851

11:00-19:00
◎

有機農産物加工食品
●

夢
テ

壇

ッを＞ヒュ
ヨ
ム

シ

ロ

）
＜シ ャ

〔〒39983)長 野県南安曇郡穂高町豊里
で
' 0263-83-3838

玄米 自然食洋風 コース料理、天然酵母パ ン、ヨ

ーガ ①

穂 高 養 生 園
〔〒39984〕 長野県南安曇郡穂高町有明
2' 0263-83-5260

食養・温泉・針灸・常設養生施設・案内書62円切
手同封請求 ●

て ろ ん
〔〒38901〕 長野県北佐久郡軽井沢町追分1074
t, 0267-45-7525

10:30-18:00
⑥

各種健康法研究会、食養料理研究会、野菜作り Q
所
校

究綱
学

漢師
の

黒帥
草

(38913〕 長野県上水内郡信濃町黒姫山麓
で
' 0262-55-3125

自然の恵みに感謝して、大地の茶、野の茶な
どを研究製造して40年、草と健康のつどい

〈静岡県〉

半 断 食 温 泉 道 場
桐生 リフレッシュ学国

〔〒413〕 熱海市伊豆山1062
80557802101(代表)

毎月 1日 ～ 8日
基本研修

「宿便とりJ半断食・拡大な施設と20年の歴史
「指導者養成」 道場開設 自立営業の人に

自 然 食 品「生 き る 」
心 と体の健康のために

〔〒413〕 静岡県熱海市清水町177
2' 0557-83-5490

10:00-17:00
◎

健康食品、健康指導、灸
①



沖道インターナショナル 〔〒411〕 静岡県三島市沢地4501
7' 0559-87-5290

9 :00-19:00 純正食品、自然便秘薬、心身鍛練改造ヨガ合宿
①

福 泉 堂
〔〒41003〕 静岡県沼津市原字東中141843
2' 0559-67-3777

10:00^-20:00
④

漢方薬、野菜
①

英 桜 研 究 会
(〒 410〕 静岡県沼津市大岡18941高 田ハイツB101
7' 0559-24-4652

大森英桜先生を通して正食の実際を学ぶ半断
食セミナー ①

富 士 グ リ ー ン
健 康 セ ン タ ー

〔〒418〕 静岡県富士宮市宮町528
2' 0544-24-0556

10:00-18:00 料理教室 (毎 月第 1(⊃)食 品、野菜
①

ド・ レ・ ミ フ ぁ ― ム 〔〒418〕 静岡県富士宮市若の宮町100

7' 0544-26-2811
10:00-18: 00

◎
無農薬野菜・無農薬果物他こだわり自然食品
いろレ)ろ ①

健 心 館 道 場
(〒 41903〕 静岡県富士郡芝川町上柚野1673
で
' 0544-67-0356

心身統一合氣道、氣圧療法(松本健志)、 玄米正
食入門講座 (大森一慧)

0

自 然 派 の 食 卓 。道
〔〒424〕 静岡県清水市平川地1410
2' 0543-46-2845

10:00-21 :00
霊

食糧品、無農薬野菜、調理器具、陶器 lA~l

わ ら び の
〔〒424〕 静岡県清水市港町2713
t, 0543-52-9649

10:30-19:00
③

無農薬野菜、無添加食糧品
①

命 と暮 し を 考 え る
自 然 食 品 の 店 若 杉

〔〒42101〕 静岡県寺田20728
2' 0542-59-3154

11:00-17:00
0・ 祝

食養料理教室火・土週 2回開催
①

カ  ミ ナ  リ  ヤ 〔〒420〕 静岡県静岡市銭座町681
2' 054 247-8754

10:00へ 1́9:00
無休

有機野菜、食品
①

ナ チ ュ レ 〔〒427〕 静岡県島田市南1930
2■ 0547-36-6738

10 : 00‐ 17 : 00

①・祝 ①

0シ ンワ 玄米ッ子の会
〔〒427〕 静岡県島田市中央町1422
■
' 0547-36-4311

‐７
祝

３０”
①．

料理指導、食品販売
①

ヘルシーハウス メリー
(  森  本  )

〔〒438〕 静岡県磐田市中央町12215
t' 0538-32-3016

０”２
０

ォーサワジャパ ン商品、自然食品
lA~l

自 然 食 堀 谷
〔〒415)静岡県下田市東本郷121サ ンプラザ内
2' 0558-22-7713

10:00-19:00
Θ ●

〈愛知県〉

サマデ ィーハ ウス・玄気
〔〒442〕 愛知県豊川市市田町大道下17

7' 05338-6-5679
10:00-18:30

◎
無農薬野菜、食品全般、化粧品、プロポ リス、配

達 ①

コ ジ マ フ ー ズ 〔〒457〕 愛知県名古屋市南区呼続元町927
■
' 052-821-8746

8 :00-19 : 00

◎・祝
無農薬玄米、玄米餅製造、純正醤油、味噌

輸 ポ パ イ 広 場
〔〒460〕 愛知県名古屋市中区栄3308松坂屋南館地下2F
■
' 052-264-3698

10:00-18:30
③

名古屋地域最大の自然食品売場
①

大 岩 自 然 食 品
〔〒47033〕 愛知県知多郡南知多町内海中之郷73
で
' 0569-62-0342

9 :00-18 : 30

①
食品全般、化粧品、健康相談

●

陶 若 宮 食 糧 販 売 所
〔〒471〕 愛知県豊田市若宮町638
t' 0565-33-0687

8 :30^-20:00
◎

自然食品、化粧品、配達
①

愛知食養村「長生堂 」
〔〒485〕 愛知県小牧市小牧140
で
' 0568-75-9843

9 :00-18: 00
①

大森先生講演会、リマ・クッキングスクール

食養相談、CI図書、純正食品、アサバ化粧品 e

む ぎ と ぼ つ ぼ 〔〒487〕 愛知県春日井市押沢台71017
7' 0568-91-0666

10'00-18:00
○

高蔵寺ニュータウン内 玄米おかゆパン、食
品、喫茶

lA・

ナ チ ュラル ビレッジ 〔〒48003〕 春日井市坂下町11690
t' 0568-88-5740

10:00-18:30
④

喫 茶店併 営
①

ヽロ ー ヘ ル ス ケ ケ 〔〒487〕 愛知県春日井市高蔵寺248
で
' 0568-51-7621

9 :30^ン 18:00
◎

食品全般、化粧品、配達有
①

榊 ヘ ル シ ー メ イ ト 〔〒444〕 愛知県岡崎市柱曙 1丁目1011
2' 0564-52-7000

10:00-19:00
鉦

無農薬野菜、食 品、化粧品 lAl

〈岐阜県・福井県〉

自 然 食 品 ハ ー トピ ア
〔〒503〕 岐阜県大垣市鶴見町6286
で
' 0584-81-0211

10:00-18:00
年中無休 ①

正食と自然食品ヤナギヤ 〔〒500〕 岐阜県岐阜市織田塚町12
7' 0582-45-9355

10100-20 :00
③・祝・第2、 4①

食品、自然野菜、米、書籍、鍋等

曰愛和『玄自然食品』多治
見駅陶元町店 川崎康宏

〔〒507〕 岐阜県多治見市陶元町1571中央線多治見駅→
東鉄グランド線陶元町停前80572225537Э 239473

０”２
◎

自然農園。米・藻塩・海藻、綿絹衣類、足型靴、食
器節水器、和布、環境生活学習会、案内書 ①

榊  ヒ  ノ  モ  ト
〔〒910〕 福井県福井市堀ノ宮1803
■
' 0776-21-3811

8 :30-19:30
◎ ①

く二重県・奈良県・滋賀県〉



社
典

ケ．
之

二ミ
淳

コ“
上

ベた
井

〔〒510〕 二重県四日市市大井手1217プラムロレズ1%号
τ
' 0593-52-9206

通販・出張販売
定体なし

食品、書籍等販売、PU勉強会、講演、出前ピア
ノコンサー ト、出張ホームパーティー、料理教室 ①

lSE・ SHIMA MACROB10TIC G

海 静 養 生 回 、桧 扇 荘
〔〒51705〕 二重県志摩郡阿児町鵜方9431
■
' 05994-3-0077

自由人お宿レストラン
①

信 責 山 断 食 道 場
〔〒636〕 奈良県生駒郡三郷町信貴山西2102
7' 0745-73-2507            ・

宿便取り、玄米正食指導、案内書送呈

ヘ ルスステー シ ョ
け ん  こ う

ン

全
ロ

〔〒520〕 滋賀県大津市唐橋町1414
■
' 0775-37-3878       

｀ ０”２
◎

自然食品、漢方薬、鍼灸、操体法 T

〈京都府〉

ま ろ 堂

〔〒603)京都市北区等持院東町4946
8075-461-5550 Fax 075-461-5575

人間を善くするには食物が一番、良書が二番。
良書(真 の健康長寿・生きがい。人間性向上書)

専門。通販。資料は葉書にF新 しき世界へ』・氏
名・住所・aを 記し請求を。(Faxも 歓迎 )

マ ク ロピオ テ ィ ック
〔〒606〕 京都市左京区高野蓼原町77
t' 075-711-4551

弁当(予約制)、 正食品、書籍 lA

ヘ ル ス 伏 見
(〒 612〕 京都府伏見区桃山町鍋島7」 R桃山駅西50m
2' 075-611-0337

０”２
◎

純正食品、洗剤、無農薬野菜 0

ウ エ ル ネ ス 夢 小 町
〔〒617〕 京都府向日市寺戸町初田24
■1 075-932-9723

フ ィッ トネス、ジャズダンス、気 の研 究、美容
修正、気 ヨガ指導 0

く大阪府〉

ヘルスマー ト大手通店
〔〒540〕 大阪市中央区大手通251
2, 06 945-0618

9 :30-18:30
第2、 4、 50・ 祝

RELAX―SPACE MOTHER 〔〒542〕 大阪市中央区西心斎橋2725竹内ビルlF
8 06 213-0595

０”２
④

音楽と光のヴァイブレーションで心と体のヒー
リング。たくさんの宝物があなたを待ってます

0テ ィア・ベル・アメ ト 〔〒530〕 大阪市北区天神橋3140あづさビル
t' 06-353-6825

通信販売、電子 チ ャージャ発売元 C

協食正
〔〒540〕 大阪市中央区内淡路町211
t, 06-941-7506

０”
◎

料理教室、本部講座、研究会、入門講座

ハ ッ コ ー 山 海 フ ー ズ 〔〒533〕 大阪市東淀川区東中島12012ユ ニゾーン新
大阪ビル414号 8064613528

10:00-17:00
0・ ④・⑥・⑥

配 達 lA

兵 庫 陰 陽 会
〔〒56301〕 大阪府豊能郡豊能町光風台278鈴木英鷹
8 0727 38 6115 Fax 0727 38 6313

大森英桜先生講演会

会

＞開英
法
博

ＯＴＡ
丸

阪
石

大
＜

〔〒580〕 大阪府松原市河合263
80723329293看 板なし

9 :00-20:00
無

操体法指導します
●

い ラ ポ ー ル 三 越 〔〒596〕 大阪府岸和田市沼町162
て
' 0724-37‐

2458
10 :00-19 : 00

無休
自然食品、健康食品、自然化粧品 e

『桜沢如一、無双原理講究
会・マザーJ「北渓塾J

〔〒572〕 大阪府寝屋川市高柳5211
80720382874 ゆたに&た けやま

武医道稽古、PU書籍、「玄氣米CLUBJ米取扱
い、「きっちんくらぶJ野菜・食品わけ合い企画

健 康 の 家 た て い し 〔〒574〕 大阪府大東市北楠の里町13
2' 0720-78-3105

10: 00-19 : 00

O
75坪 の店舗、受注販売、食品、化粧品、肌着、書
籍

lA~

〈岡山県・広島県・山口県・鳥取県〉

健 幸 の 森
〔〒702〕 岡山県岡山市千鳥町518
8 086-262-0312 ◎ ・ 祝

正食協会 岡山支部、健康講座・料理教室あり、
地方発送も致します ①

自 然 食 百 科 柿 の 木
〔〒71001〕 岡山県倉敷市藤戸町天城2221
2' 0864-28-8227

０”‐
◎

無農薬野菜と自然食品豊富な品揃え 配達有
①

働 あ す ろ 文 化 社
〔〒721〕 広島県福山市新涯町123
t' 0849-53-5775 無

書籍、自然食 品、天然酵母パ ン

0岩 本 線 合 漢 方
〔〒732〕 広島県広島市東区若草町104
で
' 082-261-8001

9 :00-17:00
◎・祝。第40

鍼灸、漢方、自然食品による治療
C)

皆 実 C :

〔〒734)広島県広島市南区皆実町4112
80822552846平 賀佐和子

毎月第 4①例 会、料理講習、PU勉強会

友愛堂中国伝続医学院
〔〒733〕 広島市西区三篠町21223
2, 082-237-2862

9 :00-18 : 00

0・ 第3◎
食養、整体、気功、(予約)気功教室

陽 島 食
〔〒747〕 山口県防府市南松崎町54
て
' 0835-22-0347

純正食品、自然食品全国卸
社長/鶴島ツユ子、専務/原 田昌―・弘美

山口健康生活センター 〔〒753〕 山口県山口市道場門前2丁目422
80839231842(本部 80839723800)

10: 00-18:00
○

各種相談

会

＞恵

陽

ス陰綸
取

養食

鳥

＜
〔〒68923〕 鳥取県東伯郡東伯町徳万12026
80858522243井 上裕恵 無

大森先生講演会、リマ・クッキングスクール、
食養相談、CI図書、リマ・マサバ化粧品

lA‐

く愛媛県・香川県・徳島県・高知県〉



愛媛純正食品センター (〒 790〕 愛媛県松山市湯渡町1022
80899436464菅 本フジ子

8 :00-20:00
第4③

料理教室 (毎⑥ )東洋医学会
①

ち ろ り ん 村
〔〒760〕 香川県高松市栗林町31024
2, 0878-37-2976

10: 00-19:00
無

無農薬野菜と自然食品、水にがり豆腐等豊富
な品揃え、宅配有 ①

集 屋
〔〒770〕 徳島県徳島市庄町1丁 目4

t, 0886-32-8238
０”‐
◎

天日製塩ニガリ豆腐・自然農法野菜・他モリモ

リ/ 0

太 子 屋 北 島 店
〔〒77102〕 徳島県板野郡北島町松の本江尻181
で, 0886-98-1035

‐８
祝

ｏｏ”
◎．

①

も み
〔〒780〕 高知県高知市中万々222
80888728537山 崎嘉子

8 :00-20:00
C午前中

自然食品 酵素 自然化粧品
①

自 然 食 品 の 店 玄
〔〒780〕 高知県高知市八反町11268
t, 0888-21-2173

”
鉦
小

配達有、書籍販売、正食料理講座、玄米弁当
①

〈福岡県〉

サ ニ ー サ イ ド
〔〒813〕 福岡県福岡市東区舞松原1816(東 福岡自動
車学校そば)80926810883

食品、洗剤、書籍、器具、自然化粧品
A~l

こ う そ ハ ウ ス (〒 81401〕 福岡県福岡市早良区野芥5丁 目118
て
' 092 801 1239

10:00-21 :00 食養道場
A‐

l

ェ   ニ    ー ANY 〔〒814〕 福岡県福岡市早良区百道31623M&S3階
t, 092 846-6816

‐６
０

”

・

００
①

―プ雑貨、マクロピオテ ィック食品他 lAl

自 然 食 品 館
〔〒816〕 福岡県福岡市南区井尻32531
■, 092-591‐ 3706

10 : 00-20 : 00

無

料理教室、野菜、食品、書籍、自然化粧品 rD

会
＞

商
会

ン
陽

ヤ
陰

・
岡

ン
福

イ
＜

〔〒816〕 福岡県福岡市南区弥永2■ 日42
8 092-585 7831

料理教室、玄米、食品、配達
●

愛 康 内 科 医 院
院 長 石 井 文 理

〔〒830〕 福岡県久留米市南町130番 5

t' 0942-21-5556 脚餌
０ヽ
後．『餅

入院応需 案内書80円 切手 4枚にて送付

〈佐賀県・長崎県・熊本県〉

自 然 食 品 の 店
マクロピオティック佐賀

〔〒849〕 佐賀県佐賀市高木瀬東52113
■
' 0952-31-1394

食品、野菜、オガ クズ風 呂・断食道場併設
●

あ す た ま に ゃ ～ な
〔〒859〕 長崎県北松浦都世知原町開作430
2, 0956-78-2629 霊

小

自然農園、自然食品弁当、正食健康相談、快医
学など ●

天 粧 子 飼 店
〔〒860〕 熊本県熊本市東子飼町35
80963434043福 山敬救 佃

¨

体質別食養相談・オ リープ自然美容法 0

天 粧 下 通 店
〔〒860〕 熊本県熊本市下通148
80963549161福 山絢一朗

10:00-19:00
第 1、 3◎

体質別食養相談・オリープ自然美容相談
①

岡 部 食 品 豆 腐 工 場
(創 業 慶 応 3年 )

〔〒86146〕 熊本県上益城郡甲佐町岩下143

て, 096-234-0447
7 :00-19:00

○
純正豆腐 、食養研究会

①

ミドリ健康食センター 〔〒860〕 熊本県熊本市本荘4118
t' 096-372-2660

8 : 00-18 : 00
第1◎

純正食品、自然食品、優良健康食品、無農薬農
産物、自然化粧品、書籍 C

く大分県・宮崎県・鹿児島県〉

--tni 〔〒874〕 大分県別府市堀田12組
t, 0977-23-3244

移動販売、有機野菜、食養相談、地方発送可
①

大分健康自然食センター (〒 870〕 大分県大分市府内町1320
2' 0975-32-2853

10:00- 17:30
◎・祝

無農薬野菜、果物、玄米、自然食品 lAl

い ず み や 薬 局
(〒 877〕 大分県日田市中本町324
t, 0973-23-8736

9 :00-22:00
無

漢方専門店
①

ベ  ラ  桜  木
(カ ツウラ化粧品専門店 )

〔〒877〕 大分県日田市城町14242
t, 0973-22-2282 ○

家庭内教育 プログラム(FMI・ SMI)販売

四 季 菜
〔〒890)鹿児島県鹿児島市宇宿3406
2, 0992-59-4902

9 :00-20:00
0・ 〇

無農薬玄米、野菜、OJ品、地場加工品、食養相
談、料理教室、ヨガ ①

大口食養村 り|1上 寛継
〔〒89525〕 鹿児島県大国市宮人169835
■
' 09952-8-2708

特選三年番茶、テッカミソ製造、純正食品販
売、無農薬栽培 ①

天 然 村
〔〒89144〕 鹿児島県熊毛郡屋久町麦生335(高 平)

t' 09974-7-2922、 7-2541
心身魂の い こいの場 、案内書62円切手 同封請

求
l■ l

〈沖縄県〉

自然食品センター陽報
〔〒900〕 沖縄県那覇市久茂地、3118
t, 0988-61-7195

10:00-19:00
③ 。祝

食養相談、料理教室、書籍、純正食品
①

紅 葉 純 正 食 品 店
〔〒902〕 沖縄県那覇市寄宮163

t, 0988-54-0296
10:00^´ 20:00

○
書籍販売、純正食品、食養相談、OJ全商品取揃

①

こうそハ ウス中部 店
〔〒904〕 沖縄市上地132番 地
t, 0988-932-0167

10:00-18:00
◎

(土祝祭～ 17:00)



症状別人体修理法―病名・原因・食箋・手当
いざという時の適確な判断の

見極め方を学びます。

●時間/18～19時 30分 請義、19時30分～20

時 質疑応答
●場所/日本CI協会さ<らホール
●会費/3,000円 (正会員/2,500円 )

●申込み/前日までに電話予約

容03-3469-7631 日本CI協会

第
二
期
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル

3/12(土 )めまい、頭痛、顔色がわるい

一原因の究明方法 と手当。

4/9(土 )腹痛、胃もたれ、嘔吐、むか

つ き、下痢、原因の究明方法 と手当。

5/6(金 )腰痛、背中の痛み、一痛 みの

とり方、原因の究明方法 と手当。

発
売
以
来
十
年
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、
大
森
医
学
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重
な
集

大
成
と
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ご
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評
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世
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と
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書
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大
変
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利
で
す
。

尚
、
引
き
続
き
病
名
別
健
康
相
談
特
集
等
含
め

て
企
画
中
で
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。
お
楽
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に
″
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セルフヒーリング
クックブック

からだ、こころ、そしてムー ドを

かたよりのないバランスのとれた

自然食で癒すための

「マクロビオティック料理」入門書

クリスティーナー・ターナー著
フレックス・ ファーム発行  ¥2,000
注文先 日本 CI協会 03(3469)7631

通 信 鑑 定
①姓名判断 ②人相手相判断

③易占鑑定 ①気学
(人生諸問題) (九 星 占・方位 )

御希望の方 はハガキに相談の種類、氏名、住
所、電話番号を明記の上、下記の住所へお送 り

下さい。申し込み書類 (詳細 )をお送 りします。

鑑 定 士 東 口桐 子 〒011秋田市寺内児桜65の 24

略歴
1925年生。書導教授38年。正食 9年目。日本CI協
会講義受講。易占師範鑑定士(1級 )。 全米クリスタ
ル・アウェアネス研究所公認ヒーラー。

●,ヒ東,ヒ地方で契約栽培 された

無晨業玄 そばを低速仏温製粉

した、風味の良いそ|ゴ粉 6害 1

と南部地粉使用の人打 ち麺。

250g  380円

風味豊かな

国内産そば粉、地粉

100%使用

発売元①オーサワジツ ンヾ株式会社
埼玉県富士見市羽沢1-1-H80492-55-7038

製造元 株式会社 おぐら製粉所

北秋田郡比内町扇田字倉下 5-1

今、話題のミネラル栄養療法の真髄をあなたも

学んでみませんか。少グループ単位のためになる

ミニ講座です。

期  間 1994年 1月 ～12月 (PM7:00～ 9:00)

会  場 自然食ニュース会館

目黒区目黒39-7(」R目 黒駅徒歩10分 )

lEL03-3719-3461

講  師 仙石紘二(自然食ニュース主幹)

受 講 料 1回 (1講座)3,000円

申込受付 先着順〆切
バイオミネラル研究会

IEL03-3793-5819

※受講終了書授与、ミネラル栄養療法個人指導

「自然食ニュース」のミネラル月に増墓言毒逐五ゼミナール
基礎講座内容

1月 11日 (火)Na,
2月 8日 (火)Ca,
3月 8日 (火)Cu,
4月 12日 (火)Fe,
5月 10日 (火)Mn,
6月 14日 (火)Al,
7月 12日 (火)Cr,
8月     休み

9月 13日 (火)Co,
10月 11日 (火)Pb,
11月 8日 (火)Li,
12月 13日 (火)Zn,

K。 リューマチ、関節炎

Mg。 ガン

Se。 心筋梗塞

Vo ttliL血

Si。 アレルギー

Hg。 ボケ、ノイローゼ

Mo。 肥満、糖尿病

Ni。 シミ、ソバカス

As。 慢性疲労

Be,Cb。 ストレス

P。 消化吸収不全



大森英桜 ビデオシリーズ
VHSカ ラー

各集約 80分 × 6巻セ ッ ト

各集30,000円 (税込)〒 800円

一瞬の間に過去。現在 。未来を見透す驚異の望診法大公開.″

★人体に秘められた各部位の相を11双原理で解き明 に、教育においては生徒のカウンセリングやi直職の

かすことにより、過去 。現在・未来の姿を見透す法 アドバイス等に、 その活用範囲は多岐にわたり、古

則 (=望診法)を 身につけることができます。企業に 来より秘伝中の秘伝とされています。また健康のみ

おいては社itの 登用や能力開発、商談等のビジネス ならず、より幸福に′
|:き るために必兄/

第 1集人体体発生学と人相   第 2集 人相と手相      第 3集 手相、足相、声相、他

1´ 人体発ノ
lr Fと 望診法の基いЭ

2. 骨相FF

3.眼診と望
`珍
法の基礎0

4.人相①―総論、病との関係
5。 人相②―毛髪、Fl、 額
6。 人相③―日、鼻、14

1.人本田④ []、 舌、あご、首
2.人相⑤―ほくろ
3.手本H総論、手相①一生命線
4.手相② 醐 i4線

5。 手相③―感情線
6.手相④―運命線、太陽線、絆i婚線

第 3集 手相、足相、声相、他

1.r相⑤―手の形、指の形、爪の形
2.千相⑥―指紋について
3.足相、手当療,去

4. 声本日、 脈診、 腹診
5.使 と1/Nに よる診断
6.公開望診相談

1.人体(臓器)の 発′
|:と 陰陽序列

2. li`千 説、 気と経絡
3.望診法 (人相、手相 )

4.望診法 (体、性格、使尿など)

5.ri律神経とバイオリズ′、

6.症状で見る陰陽判断

第6集 各論編のⅢ

VHSカ ラー

各集約 80分 × 6巻セ ッ ト

各集 30,000円 (税込)〒 800円

★人間の成り立ち、人体の生理から食物の持つ性質 い生命の現象を解き明かします。40伯 余年、数千人
・食べ方。体内での作用を始め、各種病気の原因・ の治療体験を元に築きあげたIIl論 を語る、ri熱のセ

li状 と治療法まで、お1学や Ll洋
1矢 学のはかり知れな ミナー実録版″

第 1集 正 食 編       第 2集 基礎編の I      第 3集 基礎編のⅡ

1.無双原理l解説
2.人間の成り立ち

3.穀物 (I食)の陰F易

4.野菜、海単 (副食)の陰F易

5.調味料、加 I:品の陰陽

6.食べ方、iFi便 と反応

第4集 各論編の I

1.動物1■食占「I、 果物、飲料の除陽
2.体質別、年齢別、性別の食養法
3.食養丁Jl法 (1)
4.食養手11法 (2)
5. i肖 化のノ|:Flと 辻前1

6.食の段階と病気のし段階

第5集 各論編の II

1.呼 plk器 (気管支、肺)

2.循環器 (′しヽ1蔵 、前L管 )

3. 消化器の1(食道、 胃)

4. 1肯化器の2(「 11貯 1場、′lヽ 1場、大1場、肛門)

5.肝臓、胆嚢、膵臓、月卑臓

6.泌尿器 (腎臓、膀脱)

1.脳 と神経、心の病気

2. 日

3.耳、鼻、歯、「
|、 のど

4.骨、関節、外傷、皮膚

5.生殖器

6.内分泌、アレルギー、ア トピー

r供の病気

老化と老人の病気
ガンの 1(総論、胃、腸、r宮 )

ガンの2(乳、肺、〔l血病など)

エイズなど難病、奇病、新病、公害病

質疑応答、 まとめ

VHSカ ラー 約80分 × 6巻セ ッ ト 40,000円 (税込)〒800円

☆ 名前は単なる符号ではなく、数にはそれぞれの波動が働 き、 そ

れぞれに意味や影響が異なります。ある数は占数である数は1凶 数

――あなたの運命を解明 し、軌道修正を可能にします。

1.姓名学人間      65分
2.数霊 と宇宙法則    85分
3.姓名学の実際 とQ&A 87分
4.姓名学による病気診断 87分

5.公開姓名相談講習会  88分
6.気学の解明とQ&A  87分

●ご注文は、ハガキ、電話又はFAXで日本CI協会へ。後払いであ受けします。

日本Ci協会 〒151 東京都渋谷区大山町11-5

丁EL.03-3469-7631/FAX.03-3469-7635



半断食 “宿便とり"

体質改善の決め手研修

大森英桜、牧内泰道先生直接指導…自然の中の広大なる“気がいっぱい"の スバ

ラシイ道場。経験あるベテランスタッフの親身な奉仕で「人生 もう一度飛び出そ

う」してみませんか。●まず毎月 1～ 8日 の研修合宿に来て下さい。

指導者養成 コース

●道場をやりたい人 (自 宅を支部道場として経営可 )

●根本的に体質改善をして自立 したい人

体質改善と人材育成の 財 団 法人  修 学 協 会

熱海温泉道場 (短期) 桐生学園帳期研修)

t'0557(80)2101 変,0277(45)3001

「気を変えれば人生が変る」(牧内泰道署、現

代書林発行、定価1,100円 )の本注文の方へ「半

断食」健友館、定価980円 )無料進呈中。送料共

2冊1,480円 (切手可)同封の上申込み下さい。

玄米正食も体内毒素の排泄を して

こそ効果あり。

先ずは半断食で大掃除を〃

《体質改善法》
★10日 コース、20日 コース、30日 コースの合宿、

酵素オガクズ温パック、酵素断食で宿便とり。

lヽ4 1世紀先どり予防医学
●成田空港から車で10分 (送迎可)。

●成田駅から車で20分 (〃 )。★経営者養成コース
酵素オガクズ温浴断食道場をや りたい方

を募集しています。
3日 間の宿泊研修 によつて、わずかな資

金で簡単にできるノウハウを教えます。

★関東地区10店舗
オーナー求む。 ●オーサワジヤバン商品取り扱い店●



cl協会内に新規開設 /

とりあ えず皆様方か ら、推薦 され る書物 、 ご

不要な本 な どを協会 に寄贈戴 き、来館 され る方

が どなたで も自由に閲 覧 で きるよ うに致 しま

す。下記 の分野の書物 を重点的に収集 した く、

皆様の ご協 力 をお願 い致 します。

● GOの著作物、マクロピオテイツク・正食関係、食

物・料理一般、育児・教育、エコロジー・環境問題、東洋医

学。哲学・思想、宗教・精神世界、ニユーサイエンスなど

新 発 売 〃

ボプ 。マツトソン編集

定価700円 (税込)〒 175円

●全世界のマクロビオテイック

食品店&レス トランリス ト。

海外旅行のお供にぜひ 1冊〃

日本 CI協会 803(3469)7631

日本 C!協会は会員の会費によって支えられている運動団体です。

昨年H月 号本誌誌上にて、マクロピオティック運動発展のための事業目的を提案 し、それに要する

基金を募集 したところ、多数の方のご協力を得ることができました。誌上をお借 りして御礼申し上げ

ます。しかしながら、選集の刊行ひとつをとっても、 1冊の出版費用が300万円程かかるため、資金的

にはまだまだ不足 しております。そこで今回更に具体案を提案 し、よリー層の御支援を賜わりたく、

引き続きご協力の程をお願い申し上げる次第です。

言己

事業の目的   日本 CI協会は身土不二 。一物全体の原則に基づ くマクロビオティック運動を推進

し、下記の事業から着手いたします。

l.桜沢如一選集の刊行

発刊予定 ●『ゼン・マクロビオテイック』

●『柔道の本』

●外国語の本で日本訳が出版されていないもの。

基金募集の単位  1口 5万円 (何 口でも)

基金の返済条件 退会時 (但 し据え置き期間 5年間とする)

基金加入者特典 基金加入者には毎年基金入金月に 1口 につき10%(|′ 000円券×5=5′ 000円 )の特

別優待券 (1年間有効)を贈呈。

特別優待券は協会発行の月刊誌・書籍・ ビデオ・カセットテープの他に講演会・健

康学園などの各種行事、料理教室 。パーティー・試食会などにご利用できます。

応 募 方 法 下記の郵便振替口座にご送金下さい。本国座に振 り込まれたお金はマクロビオティ

ック基金として扱わせていただきます。

□ 座 番 号 :東京 0-710973 マクロビオティック基金

1993年 8月 1日 日本 CI協会 理事長 桜沢里真



おめで と う95歳

いつ まで もお元気 で

||―

1965年 、桜沢如■ ,里真両先生は戦争真只中のベ トォムを訪間 し、

わずか一週間の滞在ながら、各界の有力者との交歓、数百人規模の

講演会等夕、|マ クロビオテ才

'′
1華動を繰 り広げました。

お二人の蒔かれた種は、その1後‐ベトナム戦争・解放という激しい

戦火の歴史を潜り抜け、サイゴンでの正食レストランのオープン、

桜沢女1■著書十数冊の出版など、ますます盛んにな|,て おります。

ベトナムにおぃてマクロビオティック運動が発展し生き続けてい

るということをt里真先生の95歳の誕生パーティーの日に皆様にお

伝えし、近くて遠いと言われ|て ,ヽる 両国の暖かい交流の場をつくる

ことができれば…と願ちております。皆さん、ぜひご参加ください。

◎内 容

>ス ピーチ :「 訪ベ トナム報告J

田畑好朗(ゲ ンマイキッド田11)、 他

>ベ トナム近況 ビデオ放映

>写真パネル展示

>著作物展示案内

◎料理メニュー

在 11ベ トナム人による ベト

ナムマクロビオティック料理

と、リマクッキングアカデ

ミーによる 食養料理。

●日 時>4月 17日 (日 )午後 4時～ 7時

●場 所 >日 本 CI協会 2Fさ くらホール

●料 金>3, 000円
●定 員>100名
●申込み>電話予約制 80334697631
●主 催>'94 リマバースデー実行委員会

東京都渋谷区大山町H5 日本 CI協会内

TEL 03-3469-7631 FAX 03-3469-7635

*キ ャンセルの際は事前にご連絡 ください。
*料金は当日受付にてお支払いください。
*定員になり次第締切ります。

一 ィ メチZ′ μ 在 |タク ″ど矛デ ィンクタ膠焚笏 =″タ イー

Zノノ%4′ /′ rHDA/′ /′ r/
- 

Vietnat- .Iapn Macrobiotic Exchange Erenitlgt-

ODate   :  April 17 (Sun)  16:00-19:00

0PlacC  :  NIPPON C.I. KYOKA1  2F

(11-5,Oyama―cho,Sibuya― ku, Tokyo)

OFec   :   ¥3,  0 0 0
0Seating capacity:   1 00

CDReservatio■  : For rcservation, plcasc

ca11  0 3-3 4 6 9- 7 6 3 1

*Reservation list closes as soon as

the seats are full.
*To cansel your reservations, please

call by the day before April 17.

*You arc requested to PaY a fee of
Y3,000 at the recePtion desk on that
dav.
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当協会の運営は、マクロビオティック運動をご理解下 さる会員の皆様方のご協力により

成 り立 っております。御社の活動をより多 くの人々に知 って戴 くために、当誌の広告がお

役に立てれば幸いに存 じます。今後ともお引き立ての程、宜 しくお願い申 し上げます。

広  告  料  金  表

掲載位置 色・ スペース サイズ(タテXヨ ]) 料 金 レイアウト・製版料

表 2・ 3 モノクロ 全ページ 240
ｎ
ｕ

α
υ 206,000円 別途ご相談

表  4 カラー  全ページ 240 x 160 257,000円

記事中 モノクロ 全ページ 220
ワ
ー

“
４ 67,000円 20.000Fl

″  2/3ペ ージ 145
ワ
ー

ー
４ 46,000円 15,000Fヨ

″  2/1ペ ージ 105
７
‥ 36,000円 10,000円

″  3/1ペ ージ 70 X 147 26,000FЧ 7,000円

″  ″ (縦 ) 215
Ｏ
Ｏ 26,000Fl 7,000円

″  1/6ペ ージ 70 X  72 13,000F] 4,000円

◎原稿による入稿の場合は、レイアウト・製版料を初回に申し受けます。

◎完全版下での入稿の場合は、レイアウト・製版料は必要ありません。

◎完全版下で入稿後の訂正は、一文字につき2,000円 を申し受けます。

◎料金は、掲載誌発行後にご請求申し上げます。

◎誠に勝手ながら、本誌の広告基準に適合しないものは、掲載をお断りする場合も

ございますのでご了承下さい。

◎以上の料金にはすべて消費税が含まれております。

◎ 6ヵ 月以上連続掲載の場合は、10%割 り引き致します。

◎発行部数8,000部、読者層女性57%、 男性43%。

日本 CI協会
『新 しき世界へ』編集部

〒15i東京都渋谷区大山町ll-5

Tel.(03)3469-7631
Fax.(03)3469-7635



昔なが らの味 と香 り……

使いわけておいしさのハーモニー

′
1ヽ 豆島・寒霞漢の岩

清水 を受けた純粋な水に

て、古 来 よ り何 イヽ に もわ た っ

(1.8′ )(0.9′ )(610m′ )(360m′ )

て天然醸造 されていた純工醤油。

無晨薬栽培のた大豆 と丸′
1ヽ 表の

麹にて何年 もの月日を経過。 そ

の円熟 した ものは 多量の こネラ

ル を含有 し、芳香、色沢 よ 〈コ

クのあ る、世 界に稀 な る調味料

てす。 どうぞご愛用 くた さい。

発売元(株)純正食品マルシマ
広島県尾道市東尾道 9番地 280848(20)2506

製造元 九島醤油株式会社
香川県小豆郡内海町神懸通甲881番地

美 術 印 刷 一 般
製 造

販 売

郵 東 賀 載
代表取締役 :野 ヶ 山 量 尉

`細 号
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９
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２
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＜
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１
９
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２
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ケ
イ

エ
ム
　
エ
ス

l■l純正食品マルシマ
じ 722 尾道市東尾道9-2 a0848・ 20。 2506



日本Cl協会

行事予定

■毎木曜日は休館です
■1階の食品店は、木曜日が定休日
[TEL]03・ 3469・ 76310
〒151東京都渋谷区大山町115
◎小田急線。東北沢駅下車2分

3月

5日 仕)

6日 (日)

卜「正食医学講座⑥く各論編のⅢ〉」(大森英桜)

12日 0 ・ 10時 ～「正食相談」(大森英桜)・ 詳細は7P
・ 18時～20時 r正食医学フォーラムくめまい、頭

痛、顔色が悪い、原因の究明方法、手当て〉」
(大森英桜)¥3,000(正 会員¥2,500)

レ詳細は本誌79P
19日 l■

) ・ 14時～16時「家庭の手当法くめまい、頭痛、顔色
が悪い時の手当法〉」(加 藤大季)¥2,500

レ詳細は7P
卜「マクロビオティック生活相談」(加 藤大季 )

>詳細は8P
,NOR!KO'S MACROB10TICS COOK!NG
16時30分～19時 30分  ¥3,000 レ詳細は5P

,9時～17時30分「電話無料相談」(加 藤大季 )

正会員のみ レ詳細は8P
20日 (日 ) ・ 13時～15時 rマ ックさんの無双原理教室く胎児

はみている Parti〉 」(佐 々井譲 )

¥3,000(正 会員/¥2,500)レ 詳細は5P
25日 0 ・ 10時～「正食相談」(大森英桜)レ 詳細は7P

●14時 ～16時「土よう入門講座」(加 藤大季 )

¥3,000(基 本食付)・詳細は7P
'「マクロビオティック生活相談」(加 藤大季 )

レ詳細は8P
,9時～17時 30分「電話無料相談」(加藤大季)

正会員のみ >詳細は4P
26日 l■ l

27日 (日 )

卜「リマ・クッキング集中料理講座」(初級科)

レ詳細は4P
27日 (日) ・ 13時 ～15時 30分「正食医学研究会」

(正 会員、医学講座修了生対象)

4月

17日 (日 )
●4時～ 7時 リマ 。バースディパーティー
ト詳細

`ま

  P
22日 0 ・ 10時 ～「正食相談」(大森英桜)・ 詳細は7P
23日 l■ ・ 14時 ～16時 「土よう入門講座」 (加 藤大季 )

¥3,000(基 本食付)レ 詳細は 7P
,「マクロビオティック生活相談」 (加藤大季 )

レ詳細は8P
・ 9時～17時 30分「電話無料相談」 (加 藤大季 )

正会員のみ レ詳細は4P
24日 (日) ・ 13時 ～15時30分 「正食医学研究会」

(正 会員、医学講座修 r生対象 )

田

　
０

卜望診法講座C (大森英桜)レ詳細は6P

9日 l■ ‐10時 ～「正食相談」(大森英桜)レ 詳細は7P
卜6時～ 8時「正食医学フォーラムく腹痛、胃も
たれ、嘔吐、むかつき、下痢、原因の究明方
法、手当て〉」 (大森英桜)¥3,000(正 会員
¥2,500)レ 詳細は本誌79P

10日 (日 )
トリマ・ クッキングアカデミー春期修了試作会

16日 (幻 ●14時～16時「家庭の手当法く腹痛、胃もたれ、
嘔吐、むかつき、下痢の手当て〉」(加 藤大季 )

¥2,500 ・ 詳細は7P
,「マクロピオティック生活相談」(加 藤大季 )

睦詳細は8P
,NORIKO'S MACROB10TIC C00K!NG

16時 30分～19時30分 ¥3,000 い詳細は5P
,9時～17時30分「電話無料相談」(加藤大季 )

正会員のみ レ詳細は8P

■ さくらホールでの課外教室が勢ぞろい。

ヨガ教室 (毎週月・火 ) (三二女子  0422・ 55・ 8963)

太極挙教室(3月 は6日 、20日 ) (大 友 0422・ 47・ 6639)

ヨガとインド古典舞踊教室 (毎 週火1君)  (t田  03・ 3780・ 1062)

■各教室の時間、料金については各教室の担当者にお問い

合わせ下さい。

至 路
~  

Ψ 小 田急線

●
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大
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を
生
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健
康
と
幸
福
の
料
理
を

学
び
ま
し
ょ
う
。

マ
ク
ロ
ピ
オ
テ
ィ
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ク
料
理
は
、

化
学
的
に
汚
さ
れ
な
い
新
鮮
な
材
料
を
、

精
白
せ
ず
、

純
正
な
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味
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（天
然
醸
造
の
味
噌
、
醤
油
、
自
然
塩
、ゴ

マ
油
、
ナ
タ
ネ
油
な
ど
）

で
調
理
し
ま
す
。
そ
ん
な
ク
ッ
キ
ン
グ
ア

カ
デ
ミ
ー
で
す
。

クッキング

健康と

幸福と美を創る
マクロピオティックの

料理教室

中途入学できます。

お問合わせ ください。

リマ

アカデミー

校長●桜沢里真 (日 本CI協会会長)

【
１
９
９
４
年
春
期
】
時
　
間
　
割

コース 初 級 科 中 級 科 上 級 科 師 範 科

曜 日 水 曜 土 曜 月 曜 火 曜 金 曜

昼・夜 昼
一

夜 昼
一

昼
一

夜 昼
一

夜 昼
一

夜

時 間

11:00
S

14:00

18:00
S

20:30

10:00
S

13:00

11

14

18 :00
S

20:30

11:00
S

14:00

18 :00

S

20:30

11 :00
S

14:00

18 : 00

S

20:30

講 師
檀田冨く号

岩名紀美
警

浮津宏子

直田冨く子

大森―悪

(宗田花朋)

大森―慧

(宗田花朋)

浮津宏子

(田中はる美|

浮津宏子

田中はる美

浮津宏子

大森―慧

ゲスト講師

浮津宏子

大森―憲

ゲスト講師

授業日

(試)は
試作会

1月 1月 17, 24. 31 1月 18,25 1月 21, 28

2月 2. 9,16,23 5,12,19,26 2月 7, 14, 21, 28 2月 1, 8, 15, 22 2月 4, 11, 18, 25

3月 2,9,16,23,30 5,12,19,26 3月 7, 14, 21, 28 3月 1, 8,15,22,29 3月 4, 11, 18, 25

4月 6.10(試 ) 2,9,10(試 ) 4月 4,10(試 ) 4月 5,10(試 ) 4月 1, 8,10(試 )

修了証申請
回数・ 料金

12回 :5,000円 12回 :10,000円 12回 :20,000円 24回 :30,000円

授
業
料
（税
込
）

年会費 誌友/6,000円 又は 正会員/13,000円

―括納入 38,000円 (12回 分 )

一回受講 3,500F弓

備

考

●授業料は一括納入がお得です(1年間有効 )。 ●受講には誌友又は正会員になることが必要です。●―

度納入された授業料などは返却できません。●授業料は受講当日に受付にてお支払いください。●テキ

ス ト代は授業料に含まれております。●クラスに空きがある場合は昼夜の変更は可能です (初級科は水

曜と土曜の変更も可能)。 ●担当の講師は変更になる場合があります。
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。

●
初
級
コ
ー
ス
／
玄
米
の
炊
き
方
か

ら
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
料
理
の
基

礎
を
研
修
。

●
中
級
コ
ー
ス
／
初
級
終
了
の
方
を

対
象
に
、
食
養
手
当
法
の
実
際
、
食

箋
料
理
、
食
養
の
お
話
を
研
修
。

●
上
級
コ
ー
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／
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級
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了
の
方
を

対
象
に
、
身
心
の
養
い
を
目
的
と
し
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食
養
料
理
の
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髄
を
研
修
。

●
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範
コ
ー
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／
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の
方
を

対
象
に
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的
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を
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ゲ
ス

ト
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師
に
よ
る
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ロ
の
技
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学
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ま

す
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●
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証
／
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ー
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の

回
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出
席
し
、
期
末
の
試
作
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に
修

了
証
を
申
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、
講
師
か
ら
試
作
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の

審
査
を
受
け
た
方
に
授
与
。

●
エ
プ
ロ
ン
、
ス
カ
ー
フ
、
筆
記
用

具
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
付
け
を
締
切
っ
て
い
な
い
ク
ラ

ス
は
途
中
入
学
で
き
ま
す
。

●
お
申
し
込
み
は
お
電
話
で
お
受
け

致
し
ま
す
。

●
保
育
室
／
昼
の
ク
ラ
ス
は
、
２
歳

以
上
の
歩
け
る
お
子
様
を
預
り
ま
す

（要
予
約
。前
金
制
）。
但
し
、
土
曜
日

は
あ
り
ま
せ
ん
。

二奎

"■

■■1凛
1/2: 日 松本光司 く新春お もて

なし料理〉湯葉巻 うなぎもど

き 高野 :2腐 いんろ う詰 五色

和 え(Fi和 え)黒 米入玄米ご飯
1/28日 浮津宏子 〈梅の効用 と

梅料理〉梅人チャーハン 里芋
の梅味喰かけ 梅大根 豆腐サ
ラダ ニ色団子

2/4 日 大森―な く陰性の萎縮

向 き献立〉無月:玄 米粥 玄米ご

ま塩 にぎり 小豆蓮根 自然著

鉄火 野草4HI煮  野菜の■t煮
□生姜湿布・里芋パスター

2/‖ 日 浮津宏子 く雑穀づ くし

の料理〉あわぜんざい もちき

びロール 実そばスープ ォー

トミールグラタン たかきび雲

青ヨネ讐

2/:8国大森―想 く陽性の萎縮

向 き献立〉餅人玄米 ご飯 湯葉
の包み場げ ゆず味噌 白来ご

ま和 え ふろふ き大根仕立味吟

汁 もろみ漬 □4i姜・酒湿布

2/25日山田浩史 く体にやさし
tヽ ベジタリアンデ ィッシュ〉

3/4 □ 大森 ― 慧 く陰性 の 肥 大

向 き献 II〉 焼 お に ぎ り 生 コー

フ生姜煮  そば清 し汁  うにの塩

辛  ひ じきの五 目煮  味 1曾 漬

□ 大根 卸 しパ スタ ー  芥

`パ
ス

ター

3/:1 日浮津宏子 く押玄米の料
理〉押玄米キッシュ ポ トフ

押玄米クロケット 押玄米サラ

ダ 押玄米クッキー

3/18日松田倶幸 く精進料理ア

ラカル ト〉 たずな寿司 高抱み

豆腐 昆布メめグルテン

3/25日大森―想 〈陽性の肥大

向 きa■i〉 11腐 ステーキ ごま
だれそうめん ライスケーキ

鯉小豆 一本漬 囲鯉パスター

4/: □浮津宏子 く普茶料理〉
ll:菜 ちらし寿

=I ,十
 筏ごぼう

くるみ豆腐 和 えもの

4/8 日 大谷ゆみこ く春の食卓
｀
なご り雪

″〉餅 きびの ソングス

テーキほか

1/18 餅 入 玄米粥

赤 出 し汁  ぎせ

ヽヽ 1'腐  きび |・
ll i

!/25 玄米 ご飯

ク リー ム シチ ュー

カー シャ ク ロケ

ッ ト 黒 豆 しぐれ

2/1 茶 巾ず し

イ言I■ 巻 ご |よ う 湯

葉 含 め煮  蒸羊 美

2/8 そ
`よ

ろ ご飯

コー フ味 噌 煮

た か きび カ ソン ト

ウ 麦味 喧 作 り

2/15 ひ え味 噌 雑

炊  fi色 金平  カ

ソフ ラ フー ク リー

ム煮  糸 tlJ団 了

2/22 コー フ まぜ

ご飯  宝 袋  オー

トミー ル ハ ンバ ー

グ  プ ロ ッコ リー

と大根 の 煮物

3/1 印 元 (1人玄

米 ご飯  南 禅 寺 蒸

し ち ぎ り場 げ

芹 み ぞ れ和 え

3/8 ク ス タ スの

あ ん か け 白 li人

吸 物  胡 麻 引 lt

野 菜 ク レー プ

3/15 玄米 青海 波

巻  かぶ の グ ラ タ

ン  う どの味 唸 和

え *Fl'十

3/22 豆腐 作 り

焼 き う どん

野 菜 合 め煮

お か らク ッキー

3/29 玄 米 す い と

ん  里芋 とね ぎ炊

き合 せ  ブ ル グル

ク ロケ ッ ト

蓮 根 ゆ ず 酢

4/5 湯 葉 入玄米

ご飯  八珍 豆腐

白滝 くるみ 和 え

草餅

!/17 玄米ご飯 餅入り味噌汁 ごま塩
(713)ひ じきこんにゃく 寒漬
□警油番茶 梅生番茶①②
□主食と副食の割合と 日́の食べ方
!/24 小豆入り玄米ご飯 ごぼう味噌煮
セイタンと野菜炒め煮 天ぷらそば ‐

本漬 □第一人根湯 椎茸スープ

□風邪の文す応
1/3! 麦入り玄米ご飯 小豆昆布 けん
ちん汁 菜と油場の煮びたし □生姜湿
布 里芋パスター 腹帯の作り方
□手当法の基本と/4F姜 湿布・手パスター
2/7 玄米ご飯 黒豆昆布 野菜旨煮
蓮餅 大根なます 寒漬 □蓮根湯①②

コーレン ロ食箋料理と日常食
2/i4 あわ小17入 り玄米ご飯 ふろメ、き
大根 油味噌①② 白菜と春菊ごま和え
寒漬 □豆腐パスター①② たんぽぽ

コーヒー 団味19の陰陽
2/21 玄米ご飯 llご まふりかけ 野菜
含め煮 蕪のクリーム煮 一本漬
□第二人根湯 玄米スープ ヤンノー①
② □第一大根湯と第■大根湯
2/28 麦入り玄米ご飯 鯉こく 小豆蓮
根 切千大根と高野豆腐の煮合わせ

□腰湯 足湯 梅生番茶①
団 自然治癒力と正食
3/7 おかゆ 梅十 玄米ご飯 サラダ
蓮根コロッケ 海苔佃煮 寒漬 □生

姜油 リンゴ汁すりこみ □主食の陰陽
3/14 お焼き しそご飯 ′L姜味噌 八
宝菜 野草佃煮 ソンゴ11和 え もろみ

漬 □大根卸し入り玄米スープ 大根卸
し入り梅生番茶 リンゴスープとソンゴ

卸し □ 子供や老人の対応
3/2! みそおじや 焼飯 金平ごぼう
生コーフ揚煮 人参梅煮 青菓ごま和え

囲ねぎ味吟湯 くず湯 くずねり

□金平ごぼうの体質別使い分け
3/28 ほうとう ごま塩にぎり 湯葉佃
煮 おろし和え 白菜松前漬 □塩番茶
玄米茶 団男女・午齢別食べ方

4/4 玄米ご飯 けんちん仕立そば 魅
と若布煮合せ 大根梅酢漬 南瓜ドーナ
ツ ロ卵響 はぶ茶 団塩と,由 について

1/19、 22七 草がゆ

胡麻塩 葱味嗜
パンオーサワ

1/26、 29玄 米ご飯

味噌汁 金｀
Fご |ぎ

う 青来おひたし
2/2、 5 小豆人り

玄米ご飯 しぐれ

味噌 ひじき蓮根

rl来 巻
2/9、 12 焼おにぎ
り 蓮根ボール

野菜のクレープを

胡麻ムソー

2/16、 19い なり寿
ll 玄米クソー′、

小豆南瓜 酢れ
んこん

2/23、 26玄米ご飯
野菜の水無炊き

ひえクロケット
ショソン

3/2、 5お めで とう
切干大根と油揚

の煮物 昆布佃煮
タルトボチロン

3/9、 12 1色 おは

ぎ 白和え
わかめ人お清し
かりんとう

3/16、 19玄米ご飯
鉄火味晴

ふろふき大根
よもざまんじゅう
3/23、 26麦 入り玄

米ご飯 コーフの

作 り方 コーフカ

ツ けんちん,1‐

3/30、 4/2 玄米の
り巻 小松来の
ごまあえ そばが

きの清し汁 ||1合

まんじゅう

4/6、 9かやくご飯

野菜かきあげ

車ラセン焼き

サラダ



ネ期講座ご案内

◎初級科 3/26仕)レ 27D
く講師〉本直HI冨 く子(1、 2)西オ材由美(3、 4)

講師は、浮津宏子

心に、外部からゲス

・大森―慧両副校長を中

卜講師をお招きします。

3/11,4/i ヨ
|
|

■前 日までにお電話でお申込

み下 さい。

■授業料は当日受付にてお支

払い下 さい。

■宿 ,自

`ま

C I協会 2Fさ くら

ホールです。

■その他システムは リマクッ

キングアカデ ミーに準ずる

■授業料

C I 館 にイ言

'自

 …17,000F月

外泊………………… 14、 000円

部分参加……… 3.500円

◆年間スケジュール

i肖 灯就寝
 |

― ~

3/4, 3/25

一一ゲスト講師プロフィール・講師日程―一

松本光司先生

01936年 生れ。15歳 よりllt前 の修業、

24歳ぜ食養を知り、桜沢如 一。里英

両先生に師事、食養料理師範 となる。

普化宗谷派本典
'(八

の大師範 として

も活躍中。

山田浩 史 先生

0フ ー ドコンセプ トショップ 。モミ

ノキハウス経営。 8歳より料理を学

習、18歳で芝パークホテルに勤務。

後、アメリカ、イギリスでレストラ

ンビジネスを勉J■。'79年 リマクッキ

ング卒業。くメニュー〉体にやさしい

ベジタリアンディッシュ

松田倶幸先生 (3/18)

01948年京都′
|:れ 。食養料lT研究家。

呪41、 高崎市内で 111食品・鍋焼 きパン

製
'と

の
｀
里味

″
を経営。四人のシι弟/J‐

itが それぞれ食養の道ざ活躍している。

くメニュー〉 精進料理アラカルト(た

ずな寿 し、高抱み11腐 、1芝 布メめグル

テン)

大谷ゆみこ先生 (4′
/8)

◎心 と暮らしのデザイナー。「未来食

アトリエ風」主宰。地球 と心身の双方

のエコロジーを同時に実現する「お

いしい食生活」を創造中。

くメニュー〉 春の食卓
｀
なごり

'「

″

(何 Fき びのリングステーキほか)

■日曜 日

6:30～ 8:00起床

Fi掃、体操、歌

8:00～ 1():30料理日

10:30-11:30質 疑応答

12:00-15:00料 理F4]

15:30   解 散

●

町1鶯群‐‐
高野サンド

カプの煮びたし

Zおめてとう
.キ|ン ピラゴポウ

|‐■松菜ごまゅ
^

燕しまんじら

'肇
=来天奪ムまえ島薫

根
大根業のおひたし

・ 大根の味嗜汁

盟 麦入り玄米ご飯 コー

11‐51輩 :翼;黒IF「

llJ 級 不斗 1 712に lJ、  3(II) 11/26(L)、  27(日 )

中 級 不斗 1 5'28← 11)、  29(H) 101129(Iつ 、 30(日 )

上  級 FI 1 6/25←り、 26(H) 11112Cil)、  13(日 )



マ ッ ク さ ん の 第 4期開講
(連続6回シリーズ)無双原理教室

information 現代科学ではとらえることのできない生命の神秘。

その発生の謎に無双原理で迫る″

講師/佐々丼譲

講師プロフイール

■桜沢期一先生の門

下生として無双原理

を学ぶ。原子転換の

研究に参加する。現

在、日本正食品研究

所長。

PUネーム :マツク

日会 費/3,000円 〈正会員/2,500円 )

※11日 受付にてお支払いください。
1電 話にて申込み受付

NORIKO′S ●のり子クッキング●

講師プロフィール

伊藤のり子 :リ マクッ

キングフカデミー師範

科を卒業後、自身のメ

ニユーをもとに、自宅

で外国人主体のクッキ

ングクラスを開いて10

年目に入る。
3/19田
メニュー

●菜飯丸麦入り
●レンコン汁
0豆腐茶碗栞し
●大根ゆかリサラダ
0桜餅

5/21田
メニュー

0みそスープうどん
●ハト麦のスープ
●ソイカツレツ
●カプのサラダ
●玄米ミールのプディング

0

内 容 日  時

1

生命発生のメカニズム

宇宙論を無双原理で考える
1/23(日)1-3時

2
受 精 の 神 秘

精子と卵子の発生と融合
2/2αEl l～ 3時

●
０

胎児 はみている Partl
五官形成の仕組み

3/2α団 1～ 3時

4
胎児はみている Part2

脳 ・各種臓器形成の謎
5/22(日)1-3時

5
誕   生

判断力の発生学
6/19日)1～ 3時

公
υ

自我形成の目的と自我の終焉
7/24(日)1～ 3時

nACRθ B10ttC C00KINσ

4/160

0玄米御飯
0豆とパスタのスープ
●キヤベツの重ね焼き
0シーウィードサラダ
0ストロベリームース

′ψ″″〃″ο″
     明るく楽しく、自由な発想で

マクロビオティッククッキングにチヤレンジ″

■会場/日 本CI協会3F
■会費/3,000円 ■時間/16:30～ 19:30

■申込み/前 日の昼までに必ず電話でご予約 ください。

■エプロン・スカーフ・筆記用具持参、会員以外の方 も受

講できます。外国人の方もどうぞ (英語での説明可糖

※天候等によリメニューが変更する場合もあります。



4/2(二L)3(E∃ )、

3回シリーズ
5/7(」L)(3(E∃ )、 6/4(土)5(日 )

特別ゼミナール
引瞬の間に、過去・現在・未来を見透す

驚異の望診法大公開 !!

講雨●大森英桜掘即鵬
会場● 日本 CI協会 2Fさ くらホール

会費●各回 2食付 24′ 000円

宿離腿ψ 6′ 000円

人体に秘められた各部位の相を、無双原理で解き明かすことによって、過去・現在・未来
の姿を見透す法則 (=望診法)を身につけることができます。また、健康のみならず、幸

福に生きるためのよりよいアドバイスをお約束します。
望診法は、古来より秘伝中の秘伝とされており、企業においては社員の登用や能力開発、
商談等のビジネスに、教育においては生徒のカウンセリングや違職のアドバイス等に、そ
の活用範囲は多岐にわたつています。

■土
12:30～ 1:00受付
1:00～ 2:30講義 1

3:00～ 4:30講義 2

4:30～ 6:00夕食
6:00～ 7:30講義 3

7:30～ 9:00質疑応答
11:00～    消灯、就寝
■日
6:00～ 7:30起床、清掃、体操、歌
7:30～ 9:00講義 4

9:30～ 11:00講義 5

11:00～ 12:30朝食
12:30～ 2:00講義 6

2:00～ 3:00質疑応答

雛 ・申し通勤 L●日本 CI栃除 803(3469)7631
■電話で必ず予約して下さい。■受講には日本C:協会の正会員か誌友会員にな
ることが必要です。■講義は各回ごとに2日 間通しの受講のみ受付ます。講義
ずつの部分受講はできません。■会費は当日受付にてお支払い下さい (―括前
納は受け付けておりません)。

0



マクロビオカけクを 大森美桜
楽しく学ぶ 工全相談
基本コース

初めての方、もう一度基礎からという方ヘ

お

話

し

・

担

当

■

加

藤

大

季

土よう入門講座 31J瑕

無双原理のお話と軽食・座談会

①健康な食事をつ<るマクロピオティック食

事法とは…入門編 ②陰とは陽とは、実生活

からマクロビオティックを学ぶ ③体質別マ

クロピオティック改造法…あなたも変わる。

■日程/①4/230 ②2/260、 5/28Ctl

③3/260、 6/250いずれも2:00～ 4:30

■食事の後は質問・座談会です。

■必ず電話でご予約ください。

■講習費/各回毎3,000円  玄米の基本食付き

■会場/日本C:協会2Fさ くらホール

■どなたでも、どの回からでも参加できます。

「正食手当」の実際を体得 しましょう/

家庭の手当法
●3/1902:00～4:00

「 めまい、頭痛、顔色がわるい時の手当法」

■梅生番茶、大根卸入り梅生番茶、りんご卸しすりこみ、

椎茸スープ、第一大根湯、おじや、食箋

●4/1602:00～ 4:00

「 侵痛、胃もたれ、1国吐、むかつき、下痢の手当法」

■梅生番茶、りんご卸し、塩番茶、梅干黒焼入りくず湯、

ゴマ塩入りくずねり、梅干入りくず湯、食箋

■講習費/各回毎2,500円 (材料費を含む)

■申込み/前 日までに必ず電話予約をして下さい。

■会場/日本Cl協会3F料理教室内

■どなたでも参加できます。

健康保持または比較的軽い症状の方

◎日程/毎月 2回。行事予定表参照。
◎相談料/20,000円 (30分間)

上記以外の場合

◎相談料/3回分55,000円 (1回 30分間、

合計90分間)

◎ 2回 目は 1回 目の約 lヶ 月後

3回 目は 1回 目の約 3ヶ 月後

■ご相談は正会員の方が対象です。
未入会の方は入会手続きをお願いします。
■ご相談は電話予約が必要です。日時を指
定させていただきます。
■当相談は医療指導ではなく、あくまで皆
様が正食を実行されていくためのアドバイ
スですので、ご了承 ください。
■より理解を深めて頂 くために、事前に下
記の本をお読みになる事をおすすめしま魂
(詳細は図書 PRページ参照)

『魔法のメガネ』『食物による健康法特為
(「新 しき世界へ」550号 )『マクロビオティッ
ク滲担勁

■相談後、個人別の食事指導箋をお渡しし
ます。

■健康保持、比較的軽い症状の方でも3回
続けてのご相談をおすすめいたします。
■ご入金後の返金はご容赦願います。

①10:00② 10:30

③‖:00 ④ll:30

⑤13:00⑥ 13:30

⑦14:00③ 14:30

③15:45⑩ :6:15

①16:45

①12:00～ 12:45

②15:00～ 15:45

②17:15～ 18:00

0

■電話相談も受け付けております。



マクロビオラック生活相談
相談 ■加藤大季

工食 を実行す る上 での トラブ

ルはよりよい解決法 で′

■個人相談(有料 )・ 要予約

■相談料/10′ 000円 (40分 )

■ご相談は誌友・正会員の方が対象です。

■日程/3/19、 26、 4/16、 23

① 12:00② 12:40③ 13:20016:30

■電話相談も受け付けます。(毎夜可 )

事前にお申し込み下さい。

電話無料相談 日間設

雪03‐ 3469‐7633   カ:ふ轟具栗
マクロピオティック全般に関する

ご相談をあ受けします。

■日程 3/19、 26、 4/16、 23

9:00～ 17:30(14:00～ 16:30は除 く)。

■無料相談者は正会員の方に限ります。

■相談時間は1回 5分以内としますので、事

前に要点を簡潔にまとめてお電話下さい。

■上記相談日以外または 5分以上となる場合

は、有料の電話相談をご利用下さい。(左記)

期間中に正会員に入会または更新されますと

8,000円分のカセツトテープをブレゼントノ

お申し込みは、入会または更新の際に、テープ引替券 (有効期間/ご入会・更新後 1年

間)を お渡し致しますので、引替券にご希望のテープ名を明記の上、お申し込み下さい。

申込期間 :平成 5年 4月 l日～

(好評により

期間中に正会員に入会または更新をされますと

期間を延長致します)

、こんなにお得です。

平成 7年 3月 31日

特 典 年 会 費

正会員 ①月刊「新しき世界へ」年間12回 (毎月4冊 )

②協会刊行物専用図書券………………………………

・6,600円分

…2,000円分

…8,000円分

16,600円分

③テープヨ1替券 (8,000円券1枚)

④各種行事の会員割ヨ|

△
ロ 計

13,000Fヨ

誌 友 ①月刊「新しき世界へ」年間12回 (毎月1冊 )… …・6,600円分 6,000円

会 案 内

種  別 織1奎1滋 特 典

Ａ
一

工1会 1曇 | 1窺購 |

用刊機関誌 (年間42回発行)486送呈、会員証、各種行事害」ヨは料理教室、正食医学講座、正食相談
無震薬玄米配布のカムカムクラブ入会可。211110円分の日本CI協会発行の図書テープ券進呈。

8■鉢|■ 1豪 6:醐 月刊機関誌 (年間12回発行)4部送呈。料理教室、正食医学講座受講、無農薬玄米配布のカムカムク
ラフ入会可。

011暴1人 30,900B
本誌5部配布。本誌巻末に広告掲載。協会出版等の卸取3可。各種行事割BL
料理教室、正食医学講座、IE食相談受講可。

0会費の納入は、本誌はさみ込みの振替用紙、又は郵便局備えつけの振替用紙であ申し込み<ださい。振替G崩晨0-194125〉

●会員期限は、封簡宛名ラベルに記載の番号です。例)941231→ 94年12月31日

0



■
東
北
沢
店
の
体
業
日
は
毎
週
木
曜
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国

が
修マクロと蕩蟹

① ヘ
>t)-7: T3 るかな?

・        カン

:―甘酒羹のまき一

。(材 料 )

:● 純米甘酒丈は玄米甘酒

:● 糸寒天

:● 良質な水
°
(作 り方〉

。①糸寒人はたっ、ドリの水に30分 ～1時間ひ

。 た して |‐ 分やわらか くもどす.,

:② 水か らひきあげしぼ つた寒 人を小さくち

: ぎ り6()0～ 650ccの 水か ら弱火で煮溶かす

:③寒 人が完全に溶けたら ||'西 1袋 を入れて

° ■く]と ぜ、なめらかにする,自 然塩 少 々

° で 1末 をつけ、火を |11め て生 装汁をまぜて

。 少し1令 ます .

o①料l熱の とイlた 寒 人液 に レモン汁を加え 1と

: ぜ、水でぬ らした好みの 11に 入れて冷蔵

: 庫で冷や しかためる。

●自然海 lli｀ 海の精
″   少々

●′11濃 しば り汁     少々

●レモン汁      112イ IЦ

250g(1袋 )

10g

6()()～ 650cc

商 品 紹 介
●純米甘酒 250g  350F月

無農薬分づき米と麹だけで作られた本

格 |「 酒´冷やしてもおいしい
.

●玄米甘酒 250g  320F弓

有機栽
'「

i玄 米ヒ麹使用のイ′ヽ統食l描 .

●糸寒天         30g 490円
無添加|、 無漂白、伝統製法

=

●海の精・赤 ラベル (大 )500g 970円

(′ lヽ)240g 466円

海水を丸ごと濃縮 した ミネラル豊富な

国17i自 然海塩.立体式塩田で風 と太陽

熱で蒸発させた濃縮海水を煮詰めたも

OD.)

●ヨーロピアンプルーン  500g 800円

昨年は、日本とFlじ く米|■
jで も一部人候の不川貞な地域があり、当社で扱つておりますカ

リフォルニア産オーガニックプルーンも1:1切れとなり、 |ILく ても11月 頃までは人ri予定

がございません そこで当社と致しましては、より安全で美1未 しいブルーンを1曳 してま

いりましたところ、フランスにおきまして生産から袋 :古 加 liま で、無農薬イ「機栽培・無

添加の生産 桁で政府にも認められている公式の有機農膚:物検定機関エコセットの厳格な

検査基準をみたした高品質のブルーンを発売するはこびとなりました

カリフォルニア産とくらべてやわらかいですが、1式 1床 はおとりませんっ

商  品新



①
健康と幸福への道 マクロビオティック食品

単一の有効成分をいくつかミックスしてつくる

化粧品がありま魂 が、ワヽ一テイ八一卜化粧品」

はちがうので魂 オオバク、チンピ、ノヽッカなどの

植物の肌組織には、人の肌を健康に保つ成分が

含まれていますが、この有効成分を一年以上も

MACROB10TIC F00DS

長時間お肌につけている化粧品は、よほど安全性の高いもので

なければなりません。ここにこ紹介する八―ティ八―卜は国の中

に入れても良いものばかりでつくりました。

かけてじつくりと抽出させま魂 時の流れにまか

せているので魂 こうしてできた純植物エキスを

まること全体として使いま魂 ですから、「植物

が生命体として持つていた微量成分までかなり

入つている」わけで魂

素肌きれい

|‐ |.| ‐  ハーティハート〈化粧水〉
||■  ‐ loomo         ¥4,500

純植物エキス(天然保湿馳 が、薄い保護 1莫 と

なつて素肌をしつとり守りきす。肌のキメを

整え、シミ ソバカスを防ざます。缶日のあ

手入れはこれでOK。 シンプルで安lLの スキ

ンケフです。

髪つやつや艶っぽいね

ハーティハート〈ヘフー□―シ∃ン〉

(頭髪用)100m2 -――― ¥4,500

血液が髪の養分なのです。地肌の健康が髪に

大き<左右するといい讀す。切毛・裂毛 枝

毛を防ぎフケ・カユミを抑えます。直接頭皮

に,3ヽ りかけて、指でやさし<マッサージして

<ださい。

, i'l

販売元 オーサワジヤバン株式会社

本社(注文先)〒 354埼玉県富士見市羽沢4114
丁巨ヒ0492557038(代表)

全 身 す べ す べ しな や か

ハーティハート〈スキンローション〉

(全身肌用)420m2  - ¥3,800

肌荒れを防ぎ、肌のキメを整え、肌をひきじ

めて清浄 こします。日燒け後のほて l‐ を静め

シミ ソバカスを防ぎきす。男性のヒグソリ

後や、あ子さまのスキンケアにもドーツ。

鴻

一`
ィヽ

試供品(5r27× 3種 )をご希望の方は、住所、氏名を明記のうえ

200円切手を同封して左記本社までお申し込みください。


